
図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。１　適用基準１　適用基準１　適用基準１　適用基準１　適用基準１　適用基準１　適用基準

この仕様書は、鉄筋コンクリート補強及び鉄骨補強による耐震補強工事に適用する。この仕様書は、鉄筋コンクリート補強及び鉄骨補強による耐震補強工事に適用する。この仕様書は、鉄筋コンクリート補強及び鉄骨補強による耐震補強工事に適用する。この仕様書は、鉄筋コンクリート補強及び鉄骨補強による耐震補強工事に適用する。この仕様書は、鉄筋コンクリート補強及び鉄骨補強による耐震補強工事に適用する。この仕様書は、鉄筋コンクリート補強及び鉄骨補強による耐震補強工事に適用する。この仕様書は、鉄筋コンクリート補強及び鉄骨補強による耐震補強工事に適用する。

・「改訂版　既存鉄骨鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「改訂版　既存鉄骨鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「改訂版　既存鉄骨鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「改訂版　既存鉄骨鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「改訂版　既存鉄骨鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「改訂版　既存鉄骨鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「改訂版　既存鉄骨鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）

・「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》（建設省住宅局建築指導課）・「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》（建設省住宅局建築指導課）・「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》（建設省住宅局建築指導課）・「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》（建設省住宅局建築指導課）・「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》（建設省住宅局建築指導課）・「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》（建設省住宅局建築指導課）・「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》（建設省住宅局建築指導課）

・「学校施設の耐震補強マニュアル  ＲＣ造校舎編，Ｓ造屋内運動場編」《2003年改訂版》（文部科学省）・「学校施設の耐震補強マニュアル  ＲＣ造校舎編，Ｓ造屋内運動場編」《2003年改訂版》（文部科学省）・「学校施設の耐震補強マニュアル  ＲＣ造校舎編，Ｓ造屋内運動場編」《2003年改訂版》（文部科学省）・「学校施設の耐震補強マニュアル  ＲＣ造校舎編，Ｓ造屋内運動場編」《2003年改訂版》（文部科学省）・「学校施設の耐震補強マニュアル  ＲＣ造校舎編，Ｓ造屋内運動場編」《2003年改訂版》（文部科学省）・「学校施設の耐震補強マニュアル  ＲＣ造校舎編，Ｓ造屋内運動場編」《2003年改訂版》（文部科学省）・「学校施設の耐震補強マニュアル  ＲＣ造校舎編，Ｓ造屋内運動場編」《2003年改訂版》（文部科学省）

・「屋内運動場等の耐震性能診断基準」（平成８年版）（文部省大臣官房文教施設協会）・「屋内運動場等の耐震性能診断基準」（平成８年版）（文部省大臣官房文教施設協会）・「屋内運動場等の耐震性能診断基準」（平成８年版）（文部省大臣官房文教施設協会）・「屋内運動場等の耐震性能診断基準」（平成８年版）（文部省大臣官房文教施設協会）・「屋内運動場等の耐震性能診断基準」（平成８年版）（文部省大臣官房文教施設協会）・「屋内運動場等の耐震性能診断基準」（平成８年版）（文部省大臣官房文教施設協会）・「屋内運動場等の耐震性能診断基準」（平成８年版）（文部省大臣官房文教施設協会）

改修工事特記仕様書による改修工事特記仕様書による改修工事特記仕様書による改修工事特記仕様書による改修工事特記仕様書による改修工事特記仕様書による改修工事特記仕様書による

耐震補強用アンカー耐震補強用アンカー耐震補強用アンカー耐震補強用アンカー耐震補強用アンカー耐震補強用アンカー耐震補強用アンカー （ｶﾌﾟｾﾙ型有機系ﾀｲﾌﾟ）（ｶﾌﾟｾﾙ型有機系ﾀｲﾌﾟ）（ｶﾌﾟｾﾙ型有機系ﾀｲﾌﾟ）（ｶﾌﾟｾﾙ型有機系ﾀｲﾌﾟ）（ｶﾌﾟｾﾙ型有機系ﾀｲﾌﾟ）（ｶﾌﾟｾﾙ型有機系ﾀｲﾌﾟ）（ｶﾌﾟｾﾙ型有機系ﾀｲﾌﾟ）

アンカー鉄筋はナット付とし、D19以上はSD345(JIS G 3112)、D16以下はSD295A(JIS G 3112)とする。アンカー鉄筋はナット付とし、D19以上はSD345(JIS G 3112)、D16以下はSD295A(JIS G 3112)とする。アンカー鉄筋はナット付とし、D19以上はSD345(JIS G 3112)、D16以下はSD295A(JIS G 3112)とする。アンカー鉄筋はナット付とし、D19以上はSD345(JIS G 3112)、D16以下はSD295A(JIS G 3112)とする。アンカー鉄筋はナット付とし、D19以上はSD345(JIS G 3112)、D16以下はSD295A(JIS G 3112)とする。アンカー鉄筋はナット付とし、D19以上はSD345(JIS G 3112)、D16以下はSD295A(JIS G 3112)とする。アンカー鉄筋はナット付とし、D19以上はSD345(JIS G 3112)、D16以下はSD295A(JIS G 3112)とする。

（鉄骨枠付ブレス・増設鉄筋コンクリート壁頂部のｸﾞﾗｳﾄ）（鉄骨枠付ブレス・増設鉄筋コンクリート壁頂部のｸﾞﾗｳﾄ）（鉄骨枠付ブレス・増設鉄筋コンクリート壁頂部のｸﾞﾗｳﾄ）（鉄骨枠付ブレス・増設鉄筋コンクリート壁頂部のｸﾞﾗｳﾄ）（鉄骨枠付ブレス・増設鉄筋コンクリート壁頂部のｸﾞﾗｳﾄ）（鉄骨枠付ブレス・増設鉄筋コンクリート壁頂部のｸﾞﾗｳﾄ）（鉄骨枠付ブレス・増設鉄筋コンクリート壁頂部のｸﾞﾗｳﾄ）

早強形特殊セメント系無収縮モルタル材　　プレミックス形早強形特殊セメント系無収縮モルタル材　　プレミックス形早強形特殊セメント系無収縮モルタル材　　プレミックス形早強形特殊セメント系無収縮モルタル材　　プレミックス形早強形特殊セメント系無収縮モルタル材　　プレミックス形早強形特殊セメント系無収縮モルタル材　　プレミックス形早強形特殊セメント系無収縮モルタル材　　プレミックス形

２　アンカー２　アンカー２　アンカー２　アンカー２　アンカー２　アンカー２　アンカー

３　グラウト材３　グラウト材３　グラウト材３　グラウト材３　グラウト材３　グラウト材３　グラウト材

：既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。：既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。：既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。：既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。：既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。：既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。：既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。

　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との接合がきわめて重要である。　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との接合がきわめて重要である。　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との接合がきわめて重要である。　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との接合がきわめて重要である。　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との接合がきわめて重要である。　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との接合がきわめて重要である。　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との接合がきわめて重要である。

また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面が有るので特に次の点に十分注意する。また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面が有るので特に次の点に十分注意する。また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面が有るので特に次の点に十分注意する。また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面が有るので特に次の点に十分注意する。また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面が有るので特に次の点に十分注意する。また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面が有るので特に次の点に十分注意する。また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面が有るので特に次の点に十分注意する。

：測定箇所は全ての補強箇所とする。：測定箇所は全ての補強箇所とする。：測定箇所は全ての補強箇所とする。：測定箇所は全ての補強箇所とする。：測定箇所は全ての補強箇所とする。：測定箇所は全ての補強箇所とする。：測定箇所は全ての補強箇所とする。

  （測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する。）  （測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する。）  （測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する。）  （測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する。）  （測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する。）  （測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する。）  （測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する。）

：ボルト接合・・・接合面はグラインダ－がけし、十分に発錆させる。：ボルト接合・・・接合面はグラインダ－がけし、十分に発錆させる。：ボルト接合・・・接合面はグラインダ－がけし、十分に発錆させる。：ボルト接合・・・接合面はグラインダ－がけし、十分に発錆させる。：ボルト接合・・・接合面はグラインダ－がけし、十分に発錆させる。：ボルト接合・・・接合面はグラインダ－がけし、十分に発錆させる。：ボルト接合・・・接合面はグラインダ－がけし、十分に発錆させる。

：溶接接合  ・・・予熱温度を厳守し溶接を行う。：溶接接合  ・・・予熱温度を厳守し溶接を行う。：溶接接合  ・・・予熱温度を厳守し溶接を行う。：溶接接合  ・・・予熱温度を厳守し溶接を行う。：溶接接合  ・・・予熱温度を厳守し溶接を行う。：溶接接合  ・・・予熱温度を厳守し溶接を行う。：溶接接合  ・・・予熱温度を厳守し溶接を行う。

　　　　　　「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》 P47 表3-5を参照　　　　　　「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》 P47 表3-5を参照　　　　　　「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》 P47 表3-5を参照　　　　　　「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》 P47 表3-5を参照　　　　　　「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》 P47 表3-5を参照　　　　　　「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》 P47 表3-5を参照　　　　　　「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」《改訂版》 P47 表3-5を参照

                  仮付溶接は母材を傷めない様に注意する。                  仮付溶接は母材を傷めない様に注意する。                  仮付溶接は母材を傷めない様に注意する。                  仮付溶接は母材を傷めない様に注意する。                  仮付溶接は母材を傷めない様に注意する。                  仮付溶接は母材を傷めない様に注意する。                  仮付溶接は母材を傷めない様に注意する。

                  強風時（２ｍ／ｓ）は防風対策を行い作業する。                  強風時（２ｍ／ｓ）は防風対策を行い作業する。                  強風時（２ｍ／ｓ）は防風対策を行い作業する。                  強風時（２ｍ／ｓ）は防風対策を行い作業する。                  強風時（２ｍ／ｓ）は防風対策を行い作業する。                  強風時（２ｍ／ｓ）は防風対策を行い作業する。                  強風時（２ｍ／ｓ）は防風対策を行い作業する。

：加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定：加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定：加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定：加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定：加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定：加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定：加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定

：全ての補強箇所を作成する。：全ての補強箇所を作成する。：全ての補強箇所を作成する。：全ての補強箇所を作成する。：全ての補強箇所を作成する。：全ての補強箇所を作成する。：全ての補強箇所を作成する。

：加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。：加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。：加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。：加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。：加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。：加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。：加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。

：ＲＣ部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋の位置を測定する。：ＲＣ部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋の位置を測定する。：ＲＣ部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋の位置を測定する。：ＲＣ部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋の位置を測定する。：ＲＣ部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋の位置を測定する。：ＲＣ部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋の位置を測定する。：ＲＣ部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋の位置を測定する。

：鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等で 既存取付部の部品加工の準備をする。：鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等で 既存取付部の部品加工の準備をする。：鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等で 既存取付部の部品加工の準備をする。：鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等で 既存取付部の部品加工の準備をする。：鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等で 既存取付部の部品加工の準備をする。：鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等で 既存取付部の部品加工の準備をする。：鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等で 既存取付部の部品加工の準備をする。

：補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。：補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。：補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。：補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。：補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。：補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。：補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。

　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける。　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける。　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける。　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける。　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける。　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける。　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける。

：ｸﾞﾗｳﾄ圧入 ・・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする。：ｸﾞﾗｳﾄ圧入 ・・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする。：ｸﾞﾗｳﾄ圧入 ・・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする。：ｸﾞﾗｳﾄ圧入 ・・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする。：ｸﾞﾗｳﾄ圧入 ・・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする。：ｸﾞﾗｳﾄ圧入 ・・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする。：ｸﾞﾗｳﾄ圧入 ・・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする。

　　　　　　　　　注入圧力は5～10N/c㎡とし、型枠は圧力に耐えるようにする。　　　　　　　　　注入圧力は5～10N/c㎡とし、型枠は圧力に耐えるようにする。　　　　　　　　　注入圧力は5～10N/c㎡とし、型枠は圧力に耐えるようにする。　　　　　　　　　注入圧力は5～10N/c㎡とし、型枠は圧力に耐えるようにする。　　　　　　　　　注入圧力は5～10N/c㎡とし、型枠は圧力に耐えるようにする。　　　　　　　　　注入圧力は5～10N/c㎡とし、型枠は圧力に耐えるようにする。　　　　　　　　　注入圧力は5～10N/c㎡とし、型枠は圧力に耐えるようにする。

・工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行うものとする。・工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行うものとする。・工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行うものとする。・工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行うものとする。・工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行うものとする。・工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行うものとする。・工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行うものとする。

　　　調査箇所：軒廻り、妻フレーム大梁トラス及び屋根面架構の妻フレーム付近の作業性が良好な箇所　　　調査箇所：軒廻り、妻フレーム大梁トラス及び屋根面架構の妻フレーム付近の作業性が良好な箇所　　　調査箇所：軒廻り、妻フレーム大梁トラス及び屋根面架構の妻フレーム付近の作業性が良好な箇所　　　調査箇所：軒廻り、妻フレーム大梁トラス及び屋根面架構の妻フレーム付近の作業性が良好な箇所　　　調査箇所：軒廻り、妻フレーム大梁トラス及び屋根面架構の妻フレーム付近の作業性が良好な箇所　　　調査箇所：軒廻り、妻フレーム大梁トラス及び屋根面架構の妻フレーム付近の作業性が良好な箇所　　　調査箇所：軒廻り、妻フレーム大梁トラス及び屋根面架構の妻フレーム付近の作業性が良好な箇所

　尚、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督員と協議の上別途調査を行うものとする。　尚、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督員と協議の上別途調査を行うものとする。　尚、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督員と協議の上別途調査を行うものとする。　尚、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督員と協議の上別途調査を行うものとする。　尚、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督員と協議の上別途調査を行うものとする。　尚、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督員と協議の上別途調査を行うものとする。　尚、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督員と協議の上別途調査を行うものとする。

１ 鉄骨補強部材の１ 鉄骨補強部材の１ 鉄骨補強部材の１ 鉄骨補強部材の１ 鉄骨補強部材の１ 鉄骨補強部材の１ 鉄骨補強部材の

４　連続繊維シート４　連続繊維シート４　連続繊維シート４　連続繊維シート４　連続繊維シート４　連続繊維シート４　連続繊維シート 連続繊維の材料連続繊維の材料連続繊維の材料連続繊維の材料連続繊維の材料連続繊維の材料連続繊維の材料

・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維　・　・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維　・　・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維　・　・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維　・　・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維　・　・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維　・　・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維　・　

連続繊維の材質連続繊維の材質連続繊維の材質連続繊維の材質連続繊維の材質連続繊維の材質連続繊維の材質

引張り強度（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２引張り強度（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２引張り強度（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２引張り強度（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２引張り強度（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２引張り強度（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２引張り強度（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２

ヤング係数（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２ヤング係数（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２ヤング係数（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２ヤング係数（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２ヤング係数（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２ヤング係数（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２ヤング係数（含浸硬化後）（　　　　）Ｎ／ｍｍ２

　の注意事項　の注意事項　の注意事項　の注意事項　の注意事項　の注意事項　の注意事項

　（耐震補強壁）　（耐震補強壁）　（耐震補強壁）　（耐震補強壁）　（耐震補強壁）　（耐震補強壁）　（耐震補強壁）

・型枠の設置に先立ち、既設コンクリート面および鋼材面の清掃を行う。さらに充填箇所となるコンクリート面に、モルタル材の水分が吸水されないよう処置する。・型枠の設置に先立ち、既設コンクリート面および鋼材面の清掃を行う。さらに充填箇所となるコンクリート面に、モルタル材の水分が吸水されないよう処置する。・型枠の設置に先立ち、既設コンクリート面および鋼材面の清掃を行う。さらに充填箇所となるコンクリート面に、モルタル材の水分が吸水されないよう処置する。・型枠の設置に先立ち、既設コンクリート面および鋼材面の清掃を行う。さらに充填箇所となるコンクリート面に、モルタル材の水分が吸水されないよう処置する。・型枠の設置に先立ち、既設コンクリート面および鋼材面の清掃を行う。さらに充填箇所となるコンクリート面に、モルタル材の水分が吸水されないよう処置する。・型枠の設置に先立ち、既設コンクリート面および鋼材面の清掃を行う。さらに充填箇所となるコンクリート面に、モルタル材の水分が吸水されないよう処置する。・型枠の設置に先立ち、既設コンクリート面および鋼材面の清掃を行う。さらに充填箇所となるコンクリート面に、モルタル材の水分が吸水されないよう処置する。

・型枠は、充填時の圧力で破損や変形のないよう堅固な構造とする。・型枠は、充填時の圧力で破損や変形のないよう堅固な構造とする。・型枠は、充填時の圧力で破損や変形のないよう堅固な構造とする。・型枠は、充填時の圧力で破損や変形のないよう堅固な構造とする。・型枠は、充填時の圧力で破損や変形のないよう堅固な構造とする。・型枠は、充填時の圧力で破損や変形のないよう堅固な構造とする。・型枠は、充填時の圧力で破損や変形のないよう堅固な構造とする。

・既設コンクリートおよび鋼材と型枠面との隙間は完全にシールを行い充填モルタルの漏れを防止する。・既設コンクリートおよび鋼材と型枠面との隙間は完全にシールを行い充填モルタルの漏れを防止する。・既設コンクリートおよび鋼材と型枠面との隙間は完全にシールを行い充填モルタルの漏れを防止する。・既設コンクリートおよび鋼材と型枠面との隙間は完全にシールを行い充填モルタルの漏れを防止する。・既設コンクリートおよび鋼材と型枠面との隙間は完全にシールを行い充填モルタルの漏れを防止する。・既設コンクリートおよび鋼材と型枠面との隙間は完全にシールを行い充填モルタルの漏れを防止する。・既設コンクリートおよび鋼材と型枠面との隙間は完全にシールを行い充填モルタルの漏れを防止する。

　（圧入工法）　（圧入工法）　（圧入工法）　（圧入工法）　（圧入工法）　（圧入工法）　（圧入工法）

２ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ補強２ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ補強２ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ補強２ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ補強２ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ補強２ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ補強２ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ補強

３　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事３　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事３　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事３　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事３　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事３　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事３　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

４　型枠工事４　型枠工事４　型枠工事４　型枠工事４　型枠工事４　型枠工事４　型枠工事

５　アンカー工事５　アンカー工事５　アンカー工事５　アンカー工事５　アンカー工事５　アンカー工事５　アンカー工事

・圧入工法　　　　　・開口閉塞壁部分は圧入工法とする（コンクリートが安全に打設されたことを確認する）。・圧入工法　　　　　・開口閉塞壁部分は圧入工法とする（コンクリートが安全に打設されたことを確認する）。・圧入工法　　　　　・開口閉塞壁部分は圧入工法とする（コンクリートが安全に打設されたことを確認する）。・圧入工法　　　　　・開口閉塞壁部分は圧入工法とする（コンクリートが安全に打設されたことを確認する）。・圧入工法　　　　　・開口閉塞壁部分は圧入工法とする（コンクリートが安全に打設されたことを確認する）。・圧入工法　　　　　・開口閉塞壁部分は圧入工法とする（コンクリートが安全に打設されたことを確認する）。・圧入工法　　　　　・開口閉塞壁部分は圧入工法とする（コンクリートが安全に打設されたことを確認する）。

施工に先立ち、躯体寸法を実測のうえ、補強設計図面との違いを確認し、施工箇所ごとに施工図を作成すること。施工に先立ち、躯体寸法を実測のうえ、補強設計図面との違いを確認し、施工箇所ごとに施工図を作成すること。施工に先立ち、躯体寸法を実測のうえ、補強設計図面との違いを確認し、施工箇所ごとに施工図を作成すること。施工に先立ち、躯体寸法を実測のうえ、補強設計図面との違いを確認し、施工箇所ごとに施工図を作成すること。施工に先立ち、躯体寸法を実測のうえ、補強設計図面との違いを確認し、施工箇所ごとに施工図を作成すること。施工に先立ち、躯体寸法を実測のうえ、補強設計図面との違いを確認し、施工箇所ごとに施工図を作成すること。施工に先立ち、躯体寸法を実測のうえ、補強設計図面との違いを確認し、施工箇所ごとに施工図を作成すること。

無収縮グラウト材の品質無収縮グラウト材の品質無収縮グラウト材の品質無収縮グラウト材の品質無収縮グラウト材の品質無収縮グラウト材の品質無収縮グラウト材の品質

　圧縮強度※　圧縮強度※　圧縮強度※　圧縮強度※　圧縮強度※　圧縮強度※　圧縮強度※
材齢３日、７日は製造所のデータと比較確認する。材齢３日、７日は製造所のデータと比較確認する。材齢３日、７日は製造所のデータと比較確認する。材齢３日、７日は製造所のデータと比較確認する。材齢３日、７日は製造所のデータと比較確認する。材齢３日、７日は製造所のデータと比較確認する。材齢３日、７日は製造所のデータと比較確認する。

　塩化物量　塩化物量　塩化物量　塩化物量　塩化物量　塩化物量　塩化物量

ブリージング※ブリージング※ブリージング※ブリージング※ブリージング※ブリージング※ブリージング※

砂砂砂砂砂砂砂
もので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有する土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有する土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有する土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有する土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有する土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有する土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有する

または早速ポルトランドセメントとするまたは早速ポルトランドセメントとするまたは早速ポルトランドセメントとするまたは早速ポルトランドセメントとするまたは早速ポルトランドセメントとするまたは早速ポルトランドセメントとするまたは早速ポルトランドセメントとする
セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント

混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料
ネート等によって膨張する性質を利用するもの）とするネート等によって膨張する性質を利用するもの）とするネート等によって膨張する性質を利用するもの）とするネート等によって膨張する性質を利用するもの）とするネート等によって膨張する性質を利用するもの）とするネート等によって膨張する性質を利用するもの）とするネート等によって膨張する性質を利用するもの）とする

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミセメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミセメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミセメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミセメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミセメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミセメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミ

１　コンクリート１　コンクリート１　コンクリート１　コンクリート１　コンクリート１　コンクリート１　コンクリート

　　鉄筋・鉄骨材　　鉄筋・鉄骨材　　鉄筋・鉄骨材　　鉄筋・鉄骨材　　鉄筋・鉄骨材　　鉄筋・鉄骨材　　鉄筋・鉄骨材

製作フローチャート製作フローチャート製作フローチャート製作フローチャート製作フローチャート製作フローチャート製作フローチャート

スタートスタートスタートスタートスタートスタートスタート

既存部材寸法の測定既存部材寸法の測定既存部材寸法の測定既存部材寸法の測定既存部材寸法の測定既存部材寸法の測定既存部材寸法の測定

鉄骨加工図の作成鉄骨加工図の作成鉄骨加工図の作成鉄骨加工図の作成鉄骨加工図の作成鉄骨加工図の作成鉄骨加工図の作成

既存部材の加工既存部材の加工既存部材の加工既存部材の加工既存部材の加工既存部材の加工既存部材の加工

加
工
図
の

加
工
図
の

加
工
図
の

加
工
図
の

加
工
図
の

加
工
図
の

加
工
図
の

作
成

作
成

作
成

作
成

作
成

作
成

作
成

既存取付部の測定既存取付部の測定既存取付部の測定既存取付部の測定既存取付部の測定既存取付部の測定既存取付部の測定

既存取付部の部品加工既存取付部の部品加工既存取付部の部品加工既存取付部の部品加工既存取付部の部品加工既存取付部の部品加工既存取付部の部品加工

錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）

ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ取付けｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ取付けｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ取付けｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ取付けｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ取付けｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ取付けｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ取付け

既存取付部の既存取付部の既存取付部の既存取付部の既存取付部の既存取付部の既存取付部の

（ﾎﾞﾙﾄ接合・現場溶接）（ﾎﾞﾙﾄ接合・現場溶接）（ﾎﾞﾙﾄ接合・現場溶接）（ﾎﾞﾙﾄ接合・現場溶接）（ﾎﾞﾙﾄ接合・現場溶接）（ﾎﾞﾙﾄ接合・現場溶接）（ﾎﾞﾙﾄ接合・現場溶接）

：仕上げは規定による：仕上げは規定による：仕上げは規定による：仕上げは規定による：仕上げは規定による：仕上げは規定による：仕上げは規定による

凡例）既存取付部・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。凡例）既存取付部・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。凡例）既存取付部・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。凡例）既存取付部・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。凡例）既存取付部・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。凡例）既存取付部・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。凡例）既存取付部・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。

      補強部材  ・・・上記以外の補強部材を示す。      補強部材  ・・・上記以外の補強部材を示す。      補強部材  ・・・上記以外の補強部材を示す。      補強部材  ・・・上記以外の補強部材を示す。      補強部材  ・・・上記以外の補強部材を示す。      補強部材  ・・・上記以外の補強部材を示す。      補強部材  ・・・上記以外の補強部材を示す。

仕
上

げ
仕

上
げ

仕
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げ
仕

上
げ
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げ
仕

上
げ

仕
上

げ

補強部材取付部の補強部材取付部の補強部材取付部の補強部材取付部の補強部材取付部の補強部材取付部の補強部材取付部の

ボルト穴位置及びボルト穴位置及びボルト穴位置及びボルト穴位置及びボルト穴位置及びボルト穴位置及びボルト穴位置及び

全体寸法の再測定全体寸法の再測定全体寸法の再測定全体寸法の再測定全体寸法の再測定全体寸法の再測定全体寸法の再測定

ボルト孔位置の決定ボルト孔位置の決定ボルト孔位置の決定ボルト孔位置の決定ボルト孔位置の決定ボルト孔位置の決定ボルト孔位置の決定

補強部材の加工補強部材の加工補強部材の加工補強部材の加工補強部材の加工補強部材の加工補強部材の加工

錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）錆止め塗装（工場）

補強部材の取り付け補強部材の取り付け補強部材の取り付け補強部材の取り付け補強部材の取り付け補強部材の取り付け補強部材の取り付け

塗装（現場）塗装（現場）塗装（現場）塗装（現場）塗装（現場）塗装（現場）塗装（現場）

終了終了終了終了終了終了終了

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　（平成19年版）」　

・（財）日本建築防災協会監修「静岡県既存建築物の耐震診断・補強計画マニュアル」2006年度版・（財）日本建築防災協会監修「静岡県既存建築物の耐震診断・補強計画マニュアル」2006年度版・（財）日本建築防災協会監修「静岡県既存建築物の耐震診断・補強計画マニュアル」2006年度版・（財）日本建築防災協会監修「静岡県既存建築物の耐震診断・補強計画マニュアル」2006年度版・（財）日本建築防災協会監修「静岡県既存建築物の耐震診断・補強計画マニュアル」2006年度版・（財）日本建築防災協会監修「静岡県既存建築物の耐震診断・補強計画マニュアル」2006年度版・（財）日本建築防災協会監修「静岡県既存建築物の耐震診断・補強計画マニュアル」2006年度版

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通

材齢28日　30Ｎ／ｍｍ2　以上材齢28日　30Ｎ／ｍｍ2　以上材齢28日　30Ｎ／ｍｍ2　以上材齢28日　30Ｎ／ｍｍ2　以上材齢28日　30Ｎ／ｍｍ2　以上材齢28日　30Ｎ／ｍｍ2　以上材齢28日　30Ｎ／ｍｍ2　以上

0.30kg／ｍ3以下0.30kg／ｍ3以下0.30kg／ｍ3以下0.30kg／ｍ3以下0.30kg／ｍ3以下0.30kg／ｍ3以下0.30kg／ｍ3以下

コンステンシーコンステンシーコンステンシーコンステンシーコンステンシーコンステンシーコンステンシー J14ロートを使用したロート法で　８±２秒J14ロートを使用したロート法で　８±２秒J14ロートを使用したロート法で　８±２秒J14ロートを使用したロート法で　８±２秒J14ロートを使用したロート法で　８±２秒J14ロートを使用したロート法で　８±２秒J14ロートを使用したロート法で　８±２秒

練り混ぜ２時間後のブリージング率：2.0％以下練り混ぜ２時間後のブリージング率：2.0％以下練り混ぜ２時間後のブリージング率：2.0％以下練り混ぜ２時間後のブリージング率：2.0％以下練り混ぜ２時間後のブリージング率：2.0％以下練り混ぜ２時間後のブリージング率：2.0％以下練り混ぜ２時間後のブリージング率：2.0％以下

※製造メーカーが実施する直近の、ブリージング※製造メーカーが実施する直近の、ブリージング※製造メーカーが実施する直近の、ブリージング※製造メーカーが実施する直近の、ブリージング※製造メーカーが実施する直近の、ブリージング※製造メーカーが実施する直近の、ブリージング※製造メーカーが実施する直近の、ブリージング

検査結果で確認する。検査結果で確認する。検査結果で確認する。検査結果で確認する。検査結果で確認する。検査結果で確認する。検査結果で確認する。

(1)　部材寸法・階高寸法等は、実測による。(1)　部材寸法・階高寸法等は、実測による。(1)　部材寸法・階高寸法等は、実測による。(1)　部材寸法・階高寸法等は、実測による。(1)　部材寸法・階高寸法等は、実測による。(1)　部材寸法・階高寸法等は、実測による。(1)　部材寸法・階高寸法等は、実測による。

(2)　補強部材の製作は下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記されている場合はそれによる。(2)　補強部材の製作は下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記されている場合はそれによる。(2)　補強部材の製作は下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記されている場合はそれによる。(2)　補強部材の製作は下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記されている場合はそれによる。(2)　補強部材の製作は下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記されている場合はそれによる。(2)　補強部材の製作は下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記されている場合はそれによる。(2)　補強部材の製作は下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記されている場合はそれによる。

  ａ 既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場合には、部材に打刻跡を残してはならない。  ａ 既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場合には、部材に打刻跡を残してはならない。  ａ 既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場合には、部材に打刻跡を残してはならない。  ａ 既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場合には、部材に打刻跡を残してはならない。  ａ 既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場合には、部材に打刻跡を残してはならない。  ａ 既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場合には、部材に打刻跡を残してはならない。  ａ 既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場合には、部材に打刻跡を残してはならない。

　ｂ 既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。　ｂ 既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。　ｂ 既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。　ｂ 既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。　ｂ 既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。　ｂ 既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。　ｂ 既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。
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(3)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には係員の指示よる。(3)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には係員の指示よる。(3)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には係員の指示よる。(3)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には係員の指示よる。(3)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には係員の指示よる。(3)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には係員の指示よる。(3)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には係員の指示よる。

(4)　補強部材の寸法違いが生じた場合は全て作り直す。(4)　補強部材の寸法違いが生じた場合は全て作り直す。(4)　補強部材の寸法違いが生じた場合は全て作り直す。(4)　補強部材の寸法違いが生じた場合は全て作り直す。(4)　補強部材の寸法違いが生じた場合は全て作り直す。(4)　補強部材の寸法違いが生じた場合は全て作り直す。(4)　補強部材の寸法違いが生じた場合は全て作り直す。

(5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。(5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。(5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。(5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。(5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。(5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。(5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。

(6)　その他(6)　その他(6)　その他(6)　その他(6)　その他(6)　その他(6)　その他

ａ 既存部材接合部（高力ボルト接合部）の現況調査ａ 既存部材接合部（高力ボルト接合部）の現況調査ａ 既存部材接合部（高力ボルト接合部）の現況調査ａ 既存部材接合部（高力ボルト接合部）の現況調査ａ 既存部材接合部（高力ボルト接合部）の現況調査ａ 既存部材接合部（高力ボルト接合部）の現況調査ａ 既存部材接合部（高力ボルト接合部）の現況調査

・流し込み工法　　　・打設工法は、原則として、コンクリート流し込み工法とし、上部20cmをグラウト材を圧入する。・流し込み工法　　　・打設工法は、原則として、コンクリート流し込み工法とし、上部20cmをグラウト材を圧入する。・流し込み工法　　　・打設工法は、原則として、コンクリート流し込み工法とし、上部20cmをグラウト材を圧入する。・流し込み工法　　　・打設工法は、原則として、コンクリート流し込み工法とし、上部20cmをグラウト材を圧入する。・流し込み工法　　　・打設工法は、原則として、コンクリート流し込み工法とし、上部20cmをグラウト材を圧入する。・流し込み工法　　　・打設工法は、原則として、コンクリート流し込み工法とし、上部20cmをグラウト材を圧入する。・流し込み工法　　　・打設工法は、原則として、コンクリート流し込み工法とし、上部20cmをグラウト材を圧入する。

・空気抜きは10mm程度の管を1.0～1.5m当たり１ヶ所程度最高点に設け、５cm程立ち上げて設置する。・空気抜きは10mm程度の管を1.0～1.5m当たり１ヶ所程度最高点に設け、５cm程立ち上げて設置する。・空気抜きは10mm程度の管を1.0～1.5m当たり１ヶ所程度最高点に設け、５cm程立ち上げて設置する。・空気抜きは10mm程度の管を1.0～1.5m当たり１ヶ所程度最高点に設け、５cm程立ち上げて設置する。・空気抜きは10mm程度の管を1.0～1.5m当たり１ヶ所程度最高点に設け、５cm程立ち上げて設置する。・空気抜きは10mm程度の管を1.0～1.5m当たり１ヶ所程度最高点に設け、５cm程立ち上げて設置する。・空気抜きは10mm程度の管を1.0～1.5m当たり１ヶ所程度最高点に設け、５cm程立ち上げて設置する。

　　工事　　工事　　工事　　工事　　工事　　工事　　工事

グラウト部は、耐震補強工事において重要な箇所であるので空隙が生じないよう密実に充填する。グラウト部は、耐震補強工事において重要な箇所であるので空隙が生じないよう密実に充填する。グラウト部は、耐震補強工事において重要な箇所であるので空隙が生じないよう密実に充填する。グラウト部は、耐震補強工事において重要な箇所であるので空隙が生じないよう密実に充填する。グラウト部は、耐震補強工事において重要な箇所であるので空隙が生じないよう密実に充填する。グラウト部は、耐震補強工事において重要な箇所であるので空隙が生じないよう密実に充填する。グラウト部は、耐震補強工事において重要な箇所であるので空隙が生じないよう密実に充填する。

空気抜き管よりグラウト材が出るのを確認する。空気抜き管よりグラウト材が出るのを確認する。空気抜き管よりグラウト材が出るのを確認する。空気抜き管よりグラウト材が出るのを確認する。空気抜き管よりグラウト材が出るのを確認する。空気抜き管よりグラウト材が出るのを確認する。空気抜き管よりグラウト材が出るのを確認する。

スリットの方式スリットの方式スリットの方式スリットの方式スリットの方式スリットの方式スリットの方式

設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所設置箇所

耐震スリット部詳細耐震スリット部詳細耐震スリット部詳細耐震スリット部詳細耐震スリット部詳細耐震スリット部詳細耐震スリット部詳細

※図示※図示※図示※図示※図示※図示※図示

・完全 ・部分・完全 ・部分・完全 ・部分・完全 ・部分・完全 ・部分・完全 ・部分・完全 ・部分

既存撤去部の配管等の探査既存撤去部の配管等の探査既存撤去部の配管等の探査既存撤去部の配管等の探査既存撤去部の配管等の探査既存撤去部の配管等の探査既存撤去部の配管等の探査

スリットの充填材スリットの充填材スリットの充填材スリットの充填材スリットの充填材スリットの充填材スリットの充填材 耐火材耐火材耐火材耐火材耐火材耐火材耐火材 ・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない

・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する

６　グラウト工事６　グラウト工事６　グラウト工事６　グラウト工事６　グラウト工事６　グラウト工事６　グラウト工事

７　スリット工事７　スリット工事７　スリット工事７　スリット工事７　スリット工事７　スリット工事７　スリット工事

８　連続繊維補強８　連続繊維補強８　連続繊維補強８　連続繊維補強８　連続繊維補強８　連続繊維補強８　連続繊維補強

養生期間は、型枠存置３日以上（設計基準強度の発現を確認すること）、湿潤養生７日間を標準とし、期間中はグラウト材の温度を５℃以上に保つ。養生期間は、型枠存置３日以上（設計基準強度の発現を確認すること）、湿潤養生７日間を標準とし、期間中はグラウト材の温度を５℃以上に保つ。養生期間は、型枠存置３日以上（設計基準強度の発現を確認すること）、湿潤養生７日間を標準とし、期間中はグラウト材の温度を５℃以上に保つ。養生期間は、型枠存置３日以上（設計基準強度の発現を確認すること）、湿潤養生７日間を標準とし、期間中はグラウト材の温度を５℃以上に保つ。養生期間は、型枠存置３日以上（設計基準強度の発現を確認すること）、湿潤養生７日間を標準とし、期間中はグラウト材の温度を５℃以上に保つ。養生期間は、型枠存置３日以上（設計基準強度の発現を確認すること）、湿潤養生７日間を標準とし、期間中はグラウト材の温度を５℃以上に保つ。養生期間は、型枠存置３日以上（設計基準強度の発現を確認すること）、湿潤養生７日間を標準とし、期間中はグラウト材の温度を５℃以上に保つ。

使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様

目　　地目　　地目　　地目　　地目　　地目　　地目　　地 内　　壁内　　壁内　　壁内　　壁内　　壁内　　壁内　　壁 外　　壁外　　壁外　　壁外　　壁外　　壁外　　壁外　　壁

　目地材　目地材　目地材　目地材　目地材　目地材　目地材

目地寸法（㎜）目地寸法（㎜）目地寸法（㎜）目地寸法（㎜）目地寸法（㎜）目地寸法（㎜）目地寸法（㎜）

目地目地目地目地目地目地目地

・施工は、(社)日本建築あと施工アンカー協会の第1種あと施工アンカー施工士及び主任技士の認定資格登録を取得したもの、又は監督員がこれらと同等と・施工は、(社)日本建築あと施工アンカー協会の第1種あと施工アンカー施工士及び主任技士の認定資格登録を取得したもの、又は監督員がこれらと同等と・施工は、(社)日本建築あと施工アンカー協会の第1種あと施工アンカー施工士及び主任技士の認定資格登録を取得したもの、又は監督員がこれらと同等と・施工は、(社)日本建築あと施工アンカー協会の第1種あと施工アンカー施工士及び主任技士の認定資格登録を取得したもの、又は監督員がこれらと同等と・施工は、(社)日本建築あと施工アンカー協会の第1種あと施工アンカー施工士及び主任技士の認定資格登録を取得したもの、又は監督員がこれらと同等と・施工は、(社)日本建築あと施工アンカー協会の第1種あと施工アンカー施工士及び主任技士の認定資格登録を取得したもの、又は監督員がこれらと同等と・施工は、(社)日本建築あと施工アンカー協会の第1種あと施工アンカー施工士及び主任技士の認定資格登録を取得したもの、又は監督員がこれらと同等と

　認めたものが行う。　認めたものが行う。　認めたものが行う。　認めたものが行う。　認めたものが行う。　認めたものが行う。　認めたものが行う。

・ダメ穴は清掃後無収縮モルタルを充填する（型枠の設置に先立ち、直ちに行なう）。・ダメ穴は清掃後無収縮モルタルを充填する（型枠の設置に先立ち、直ちに行なう）。・ダメ穴は清掃後無収縮モルタルを充填する（型枠の設置に先立ち、直ちに行なう）。・ダメ穴は清掃後無収縮モルタルを充填する（型枠の設置に先立ち、直ちに行なう）。・ダメ穴は清掃後無収縮モルタルを充填する（型枠の設置に先立ち、直ちに行なう）。・ダメ穴は清掃後無収縮モルタルを充填する（型枠の設置に先立ち、直ちに行なう）。・ダメ穴は清掃後無収縮モルタルを充填する（型枠の設置に先立ち、直ちに行なう）。

・施工は、低振動低騒音無粉塵工法とする。・施工は、低振動低騒音無粉塵工法とする。・施工は、低振動低騒音無粉塵工法とする。・施工は、低振動低騒音無粉塵工法とする。・施工は、低振動低騒音無粉塵工法とする。・施工は、低振動低騒音無粉塵工法とする。・施工は、低振動低騒音無粉塵工法とする。

・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる

・騒音、粉塵、落下危険防止等、充分考慮して施工すること。尚、工法については、監督員と協議の上、決定する。・騒音、粉塵、落下危険防止等、充分考慮して施工すること。尚、工法については、監督員と協議の上、決定する。・騒音、粉塵、落下危険防止等、充分考慮して施工すること。尚、工法については、監督員と協議の上、決定する。・騒音、粉塵、落下危険防止等、充分考慮して施工すること。尚、工法については、監督員と協議の上、決定する。・騒音、粉塵、落下危険防止等、充分考慮して施工すること。尚、工法については、監督員と協議の上、決定する。・騒音、粉塵、落下危険防止等、充分考慮して施工すること。尚、工法については、監督員と協議の上、決定する。・騒音、粉塵、落下危険防止等、充分考慮して施工すること。尚、工法については、監督員と協議の上、決定する。

・ジャンカ等がある場合は躯体と同等強度以上のモルタル等で補修する。（はなはだしい場合ははつりとる）・ジャンカ等がある場合は躯体と同等強度以上のモルタル等で補修する。（はなはだしい場合ははつりとる）・ジャンカ等がある場合は躯体と同等強度以上のモルタル等で補修する。（はなはだしい場合ははつりとる）・ジャンカ等がある場合は躯体と同等強度以上のモルタル等で補修する。（はなはだしい場合ははつりとる）・ジャンカ等がある場合は躯体と同等強度以上のモルタル等で補修する。（はなはだしい場合ははつりとる）・ジャンカ等がある場合は躯体と同等強度以上のモルタル等で補修する。（はなはだしい場合ははつりとる）・ジャンカ等がある場合は躯体と同等強度以上のモルタル等で補修する。（はなはだしい場合ははつりとる）

１　アンカー１　アンカー１　アンカー１　アンカー１　アンカー１　アンカー１　アンカー

・補強部材の取付箇所の既存躯体は、平均深さ５mm程度の目荒しを打ち継ぎ面の梁・柱は75％、壁は25％にわたって行う。・補強部材の取付箇所の既存躯体は、平均深さ５mm程度の目荒しを打ち継ぎ面の梁・柱は75％、壁は25％にわたって行う。・補強部材の取付箇所の既存躯体は、平均深さ５mm程度の目荒しを打ち継ぎ面の梁・柱は75％、壁は25％にわたって行う。・補強部材の取付箇所の既存躯体は、平均深さ５mm程度の目荒しを打ち継ぎ面の梁・柱は75％、壁は25％にわたって行う。・補強部材の取付箇所の既存躯体は、平均深さ５mm程度の目荒しを打ち継ぎ面の梁・柱は75％、壁は25％にわたって行う。・補強部材の取付箇所の既存躯体は、平均深さ５mm程度の目荒しを打ち継ぎ面の梁・柱は75％、壁は25％にわたって行う。・補強部材の取付箇所の既存躯体は、平均深さ５mm程度の目荒しを打ち継ぎ面の梁・柱は75％、壁は25％にわたって行う。

(1)　打音検査　　アンカーが適正に固着されているか否かを、全数に対して打音検査により確認すること。(1)　打音検査　　アンカーが適正に固着されているか否かを、全数に対して打音検査により確認すること。(1)　打音検査　　アンカーが適正に固着されているか否かを、全数に対して打音検査により確認すること。(1)　打音検査　　アンカーが適正に固着されているか否かを、全数に対して打音検査により確認すること。(1)　打音検査　　アンカーが適正に固着されているか否かを、全数に対して打音検査により確認すること。(1)　打音検査　　アンカーが適正に固着されているか否かを、全数に対して打音検査により確認すること。(1)　打音検査　　アンカーが適正に固着されているか否かを、全数に対して打音検査により確認すること。

(2)　引張試験　(2)　引張試験　(2)　引張試験　(2)　引張試験　(2)　引張試験　(2)　引張試験　(2)　引張試験　 各階、各径ごと３本（梁上1本、梁下1本、柱側面1本）ずつ各階、各径ごと３本（梁上1本、梁下1本、柱側面1本）ずつ各階、各径ごと３本（梁上1本、梁下1本、柱側面1本）ずつ各階、各径ごと３本（梁上1本、梁下1本、柱側面1本）ずつ各階、各径ごと３本（梁上1本、梁下1本、柱側面1本）ずつ各階、各径ごと３本（梁上1本、梁下1本、柱側面1本）ずつ各階、各径ごと３本（梁上1本、梁下1本、柱側面1本）ずつ

アンカーの鋼材による引張荷重、コンクリート破壊による引張荷重(埋込ピッチ及びアンカーの鋼材による引張荷重、コンクリート破壊による引張荷重(埋込ピッチ及びアンカーの鋼材による引張荷重、コンクリート破壊による引張荷重(埋込ピッチ及びアンカーの鋼材による引張荷重、コンクリート破壊による引張荷重(埋込ピッチ及びアンカーの鋼材による引張荷重、コンクリート破壊による引張荷重(埋込ピッチ及びアンカーの鋼材による引張荷重、コンクリート破壊による引張荷重(埋込ピッチ及びアンカーの鋼材による引張荷重、コンクリート破壊による引張荷重(埋込ピッチ及び

へりあきの影響を受ける場合は、低減した荷重）及び、付着破壊の荷重のうち小さいへりあきの影響を受ける場合は、低減した荷重）及び、付着破壊の荷重のうち小さいへりあきの影響を受ける場合は、低減した荷重）及び、付着破壊の荷重のうち小さいへりあきの影響を受ける場合は、低減した荷重）及び、付着破壊の荷重のうち小さいへりあきの影響を受ける場合は、低減した荷重）及び、付着破壊の荷重のうち小さいへりあきの影響を受ける場合は、低減した荷重）及び、付着破壊の荷重のうち小さいへりあきの影響を受ける場合は、低減した荷重）及び、付着破壊の荷重のうち小さい

ものの2/3程度の荷重を原則として確認試験荷重とする。ものの2/3程度の荷重を原則として確認試験荷重とする。ものの2/3程度の荷重を原則として確認試験荷重とする。ものの2/3程度の荷重を原則として確認試験荷重とする。ものの2/3程度の荷重を原則として確認試験荷重とする。ものの2/3程度の荷重を原則として確認試験荷重とする。ものの2/3程度の荷重を原則として確認試験荷重とする。

もしくは、監督員の指示による。もしくは、監督員の指示による。もしくは、監督員の指示による。もしくは、監督員の指示による。もしくは、監督員の指示による。もしくは、監督員の指示による。もしくは、監督員の指示による。

４　ﾌﾚｯｼｭ４　ﾌﾚｯｼｭ４　ﾌﾚｯｼｭ４　ﾌﾚｯｼｭ４　ﾌﾚｯｼｭ４　ﾌﾚｯｼｭ４　ﾌﾚｯｼｭ

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ　　ｺﾝｸﾘｰﾄ　　ｺﾝｸﾘｰﾄ　　ｺﾝｸﾘｰﾄ　　ｺﾝｸﾘｰﾄ　　ｺﾝｸﾘｰﾄ　　ｺﾝｸﾘｰﾄ

調合管理強度試験調合管理強度試験調合管理強度試験調合管理強度試験調合管理強度試験調合管理強度試験調合管理強度試験 ※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない

スランプ・空気量・塩化物量各試験スランプ・空気量・塩化物量各試験スランプ・空気量・塩化物量各試験スランプ・空気量・塩化物量各試験スランプ・空気量・塩化物量各試験スランプ・空気量・塩化物量各試験スランプ・空気量・塩化物量各試験 ※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない※行う　・行わない ※打設日ごと※打設日ごと※打設日ごと※打設日ごと※打設日ごと※打設日ごと※打設日ごと

試験方法：供試体は、9本／日（１週用３本、４週用６本）を採取し、１週用は標準養生、試験方法：供試体は、9本／日（１週用３本、４週用６本）を採取し、１週用は標準養生、試験方法：供試体は、9本／日（１週用３本、４週用６本）を採取し、１週用は標準養生、試験方法：供試体は、9本／日（１週用３本、４週用６本）を採取し、１週用は標準養生、試験方法：供試体は、9本／日（１週用３本、４週用６本）を採取し、１週用は標準養生、試験方法：供試体は、9本／日（１週用３本、４週用６本）を採取し、１週用は標準養生、試験方法：供試体は、9本／日（１週用３本、４週用６本）を採取し、１週用は標準養生、

４週用は標準養生･現場水中養生とする。４週用は標準養生･現場水中養生とする。４週用は標準養生･現場水中養生とする。４週用は標準養生･現場水中養生とする。４週用は標準養生･現場水中養生とする。４週用は標準養生･現場水中養生とする。４週用は標準養生･現場水中養生とする。

５ 溶接部外観試験５ 溶接部外観試験５ 溶接部外観試験５ 溶接部外観試験５ 溶接部外観試験５ 溶接部外観試験５ 溶接部外観試験

６ 超音波探傷試験６ 超音波探傷試験６ 超音波探傷試験６ 超音波探傷試験６ 超音波探傷試験６ 超音波探傷試験６ 超音波探傷試験 工場溶接完了後の検査は下記による。工場溶接完了後の検査は下記による。工場溶接完了後の検査は下記による。工場溶接完了後の検査は下記による。工場溶接完了後の検査は下記による。工場溶接完了後の検査は下記による。工場溶接完了後の検査は下記による。

 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。

工事現場溶接完了後の検査は下記による。工事現場溶接完了後の検査は下記による。工事現場溶接完了後の検査は下記による。工事現場溶接完了後の検査は下記による。工事現場溶接完了後の検査は下記による。工事現場溶接完了後の検査は下記による。工事現場溶接完了後の検査は下記による。

　　　　  　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。　　　　  　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。　　　　  　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。　　　　  　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。　　　　  　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。　　　　  　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。　　　　  　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。

　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。

検査技術者検査技術者検査技術者検査技術者検査技術者検査技術者検査技術者

　者とする。　者とする。　者とする。　者とする。　者とする。　者とする。　者とする。

外観検査および打撃曲げ試験を行う。外観検査および打撃曲げ試験を行う。外観検査および打撃曲げ試験を行う。外観検査および打撃曲げ試験を行う。外観検査および打撃曲げ試験を行う。外観検査および打撃曲げ試験を行う。外観検査および打撃曲げ試験を行う。７ スタッド溶接部７ スタッド溶接部７ スタッド溶接部７ スタッド溶接部７ スタッド溶接部７ スタッド溶接部７ スタッド溶接部

(1) 社内検査　:すみ肉溶接部分の外観検査は、工場溶接および工事現場溶接共に社内検査で全箇所行う。(1) 社内検査　:すみ肉溶接部分の外観検査は、工場溶接および工事現場溶接共に社内検査で全箇所行う。(1) 社内検査　:すみ肉溶接部分の外観検査は、工場溶接および工事現場溶接共に社内検査で全箇所行う。(1) 社内検査　:すみ肉溶接部分の外観検査は、工場溶接および工事現場溶接共に社内検査で全箇所行う。(1) 社内検査　:すみ肉溶接部分の外観検査は、工場溶接および工事現場溶接共に社内検査で全箇所行う。(1) 社内検査　:すみ肉溶接部分の外観検査は、工場溶接および工事現場溶接共に社内検査で全箇所行う。(1) 社内検査　:すみ肉溶接部分の外観検査は、工場溶接および工事現場溶接共に社内検査で全箇所行う。

(2) 第三者検査:工事現場溶接部分（両面すみ肉溶接に代わる完全溶け込み溶接･すみ肉溶接）の外観検査は全箇所行う。(2) 第三者検査:工事現場溶接部分（両面すみ肉溶接に代わる完全溶け込み溶接･すみ肉溶接）の外観検査は全箇所行う。(2) 第三者検査:工事現場溶接部分（両面すみ肉溶接に代わる完全溶け込み溶接･すみ肉溶接）の外観検査は全箇所行う。(2) 第三者検査:工事現場溶接部分（両面すみ肉溶接に代わる完全溶け込み溶接･すみ肉溶接）の外観検査は全箇所行う。(2) 第三者検査:工事現場溶接部分（両面すみ肉溶接に代わる完全溶け込み溶接･すみ肉溶接）の外観検査は全箇所行う。(2) 第三者検査:工事現場溶接部分（両面すみ肉溶接に代わる完全溶け込み溶接･すみ肉溶接）の外観検査は全箇所行う。(2) 第三者検査:工事現場溶接部分（両面すみ肉溶接に代わる完全溶け込み溶接･すみ肉溶接）の外観検査は全箇所行う。

  　　　　　　:検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。  　　　　　　:検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。  　　　　　　:検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。  　　　　　　:検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。  　　　　　　:検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。  　　　　　　:検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。  　　　　　　:検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする。

　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受けた　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受けた　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受けた　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受けた　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受けた　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受けた　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受けた

(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。

(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ2.5％・第１水準とする。(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ2.5％・第１水準とする。(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ2.5％・第１水準とする。(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ2.5％・第１水準とする。(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ2.5％・第１水準とする。(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ2.5％・第１水準とする。(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ2.5％・第１水準とする。

※行う※行う※行う※行う※行う※行う※行う 　※J14ロートを使用したロート法にて、流下時間８±２秒を確認する。　※J14ロートを使用したロート法にて、流下時間８±２秒を確認する。　※J14ロートを使用したロート法にて、流下時間８±２秒を確認する。　※J14ロートを使用したロート法にて、流下時間８±２秒を確認する。　※J14ロートを使用したロート法にて、流下時間８±２秒を確認する。　※J14ロートを使用したロート法にて、流下時間８±２秒を確認する。　※J14ロートを使用したロート法にて、流下時間８±２秒を確認する。

　・簡易テーブルフロー試験にて、品質証明書の値を確認する。　・簡易テーブルフロー試験にて、品質証明書の値を確認する。　・簡易テーブルフロー試験にて、品質証明書の値を確認する。　・簡易テーブルフロー試験にて、品質証明書の値を確認する。　・簡易テーブルフロー試験にて、品質証明書の値を確認する。　・簡易テーブルフロー試験にて、品質証明書の値を確認する。　・簡易テーブルフロー試験にて、品質証明書の値を確認する。

・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない

※行う※行う※行う※行う※行う※行う※行う

・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない

※行う※行う※行う※行う※行う※行う※行う

・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない

※JIS A 1108に準じて行い、供試体は、９本／日（材齢３日、７日、28日各３本）を採取し、現場封かん養生とする。※JIS A 1108に準じて行い、供試体は、９本／日（材齢３日、７日、28日各３本）を採取し、現場封かん養生とする。※JIS A 1108に準じて行い、供試体は、９本／日（材齢３日、７日、28日各３本）を採取し、現場封かん養生とする。※JIS A 1108に準じて行い、供試体は、９本／日（材齢３日、７日、28日各３本）を採取し、現場封かん養生とする。※JIS A 1108に準じて行い、供試体は、９本／日（材齢３日、７日、28日各３本）を採取し、現場封かん養生とする。※JIS A 1108に準じて行い、供試体は、９本／日（材齢３日、７日、28日各３本）を採取し、現場封かん養生とする。※JIS A 1108に準じて行い、供試体は、９本／日（材齢３日、７日、28日各３本）を採取し、現場封かん養生とする。

腰壁の解体時に各階３ヶ所実施する。腰壁の解体時に各階３ヶ所実施する。腰壁の解体時に各階３ヶ所実施する。腰壁の解体時に各階３ヶ所実施する。腰壁の解体時に各階３ヶ所実施する。腰壁の解体時に各階３ヶ所実施する。腰壁の解体時に各階３ヶ所実施する。

試験方法：解体する腰壁から、コア　100φ×200各階３本採取する。試験方法：解体する腰壁から、コア　100φ×200各階３本採取する。試験方法：解体する腰壁から、コア　100φ×200各階３本採取する。試験方法：解体する腰壁から、コア　100φ×200各階３本採取する。試験方法：解体する腰壁から、コア　100φ×200各階３本採取する。試験方法：解体する腰壁から、コア　100φ×200各階３本採取する。試験方法：解体する腰壁から、コア　100φ×200各階３本採取する。

(1) コンシステンシー試験　　(1) コンシステンシー試験　　(1) コンシステンシー試験　　(1) コンシステンシー試験　　(1) コンシステンシー試験　　(1) コンシステンシー試験　　(1) コンシステンシー試験　　

(2) 圧縮強度　(2) 圧縮強度　(2) 圧縮強度　(2) 圧縮強度　(2) 圧縮強度　(2) 圧縮強度　(2) 圧縮強度　

(3) 塩化物試験　　(3) 塩化物試験　　(3) 塩化物試験　　(3) 塩化物試験　　(3) 塩化物試験　　(3) 塩化物試験　　(3) 塩化物試験　　

(1) コンクリートの圧縮試験　　　・行う　・行わない(1) コンクリートの圧縮試験　　　・行う　・行わない(1) コンクリートの圧縮試験　　　・行う　・行わない(1) コンクリートの圧縮試験　　　・行う　・行わない(1) コンクリートの圧縮試験　　　・行う　・行わない(1) コンクリートの圧縮試験　　　・行う　・行わない(1) コンクリートの圧縮試験　　　・行う　・行わない

(2) コンクリートの中性化試験　　・行う　・行わない(2) コンクリートの中性化試験　　・行う　・行わない(2) コンクリートの中性化試験　　・行う　・行わない(2) コンクリートの中性化試験　　・行う　・行わない(2) コンクリートの中性化試験　　・行う　・行わない(2) コンクリートの中性化試験　　・行う　・行わない(2) コンクリートの中性化試験　　・行う　・行わない

２　グラウト２　グラウト２　グラウト２　グラウト２　グラウト２　グラウト２　グラウト

　　調合及び試験　　調合及び試験　　調合及び試験　　調合及び試験　　調合及び試験　　調合及び試験　　調合及び試験

　　材料試験　　材料試験　　材料試験　　材料試験　　材料試験　　材料試験　　材料試験

試験方法：フェノールフタレイン１％アルコール溶液を塗布し、赤紫色に着色しない部分を測定する。試験方法：フェノールフタレイン１％アルコール溶液を塗布し、赤紫色に着色しない部分を測定する。試験方法：フェノールフタレイン１％アルコール溶液を塗布し、赤紫色に着色しない部分を測定する。試験方法：フェノールフタレイン１％アルコール溶液を塗布し、赤紫色に着色しない部分を測定する。試験方法：フェノールフタレイン１％アルコール溶液を塗布し、赤紫色に着色しない部分を測定する。試験方法：フェノールフタレイン１％アルコール溶液を塗布し、赤紫色に着色しない部分を測定する。試験方法：フェノールフタレイン１％アルコール溶液を塗布し、赤紫色に着色しない部分を測定する。

３　既存躯体の３　既存躯体の３　既存躯体の３　既存躯体の３　既存躯体の３　既存躯体の３　既存躯体の

９　解体工事９　解体工事９　解体工事９　解体工事９　解体工事９　解体工事９　解体工事

ひび割れ部改修ひび割れ部改修ひび割れ部改修ひび割れ部改修ひび割れ部改修ひび割れ部改修ひび割れ部改修

・行う・行う・行う・行う・行う・行う・行う

・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない

範囲　※図示範囲　※図示範囲　※図示範囲　※図示範囲　※図示範囲　※図示範囲　※図示

引張強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない引張強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない引張強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない引張強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない引張強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない引張強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない引張強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない

付着強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない付着強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない付着強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない付着強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない付着強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない付着強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない付着強度試験　　・行う（試験数量　　　　）　　・行わない

柱の隅角部　面取りの大きさ　　※図示柱の隅角部　面取りの大きさ　　※図示柱の隅角部　面取りの大きさ　　※図示柱の隅角部　面取りの大きさ　　※図示柱の隅角部　面取りの大きさ　　※図示柱の隅角部　面取りの大きさ　　※図示柱の隅角部　面取りの大きさ　　※図示

既存配管等の探査既存配管等の探査既存配管等の探査既存配管等の探査既存配管等の探査既存配管等の探査既存配管等の探査

　（開口閉塞部分）　・打設後、壁とその上端に接する梁との間に両サイドから自動式低圧工法により、エポキシ樹脂の注入を行なう。　（開口閉塞部分）　・打設後、壁とその上端に接する梁との間に両サイドから自動式低圧工法により、エポキシ樹脂の注入を行なう。　（開口閉塞部分）　・打設後、壁とその上端に接する梁との間に両サイドから自動式低圧工法により、エポキシ樹脂の注入を行なう。　（開口閉塞部分）　・打設後、壁とその上端に接する梁との間に両サイドから自動式低圧工法により、エポキシ樹脂の注入を行なう。　（開口閉塞部分）　・打設後、壁とその上端に接する梁との間に両サイドから自動式低圧工法により、エポキシ樹脂の注入を行なう。　（開口閉塞部分）　・打設後、壁とその上端に接する梁との間に両サイドから自動式低圧工法により、エポキシ樹脂の注入を行なう。　（開口閉塞部分）　・打設後、壁とその上端に接する梁との間に両サイドから自動式低圧工法により、エポキシ樹脂の注入を行なう。

※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）

遮音材遮音材遮音材遮音材遮音材遮音材遮音材 ・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない・使用しない

・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する・使用する 使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様使用箇所及び仕様 ※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）※図示（意匠図による）

(3) 鉄筋の引張試験　（各階、各径ごと３本ずつ）　・行う　・行わない(3) 鉄筋の引張試験　（各階、各径ごと３本ずつ）　・行う　・行わない(3) 鉄筋の引張試験　（各階、各径ごと３本ずつ）　・行う　・行わない(3) 鉄筋の引張試験　（各階、各径ごと３本ずつ）　・行う　・行わない(3) 鉄筋の引張試験　（各階、各径ごと３本ずつ）　・行う　・行わない(3) 鉄筋の引張試験　（各階、各径ごと３本ずつ）　・行う　・行わない(3) 鉄筋の引張試験　（各階、各径ごと３本ずつ）　・行う　・行わない

(1) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(両面すみ肉溶接に代わる部分を除く。)(1) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(両面すみ肉溶接に代わる部分を除く。)(1) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(両面すみ肉溶接に代わる部分を除く。)(1) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(両面すみ肉溶接に代わる部分を除く。)(1) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(両面すみ肉溶接に代わる部分を除く。)(1) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(両面すみ肉溶接に代わる部分を除く。)(1) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う。(両面すみ肉溶接に代わる部分を除く。)

・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる・はつりだしによる

・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

８ 連続繊維ｼｰﾄ８ 連続繊維ｼｰﾄ８ 連続繊維ｼｰﾄ８ 連続繊維ｼｰﾄ８ 連続繊維ｼｰﾄ８ 連続繊維ｼｰﾄ８ 連続繊維ｼｰﾄ

試験値試験値試験値試験値試験値試験値試験値

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事監理指針　（平成19年版）」　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事監理指針　（平成19年版）」　

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（平成22年版）」・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（平成22年版）」

・「2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）・「2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・同解説」（（財）日本建築防災協会）
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※図示（意匠図・構造図による）※図示（意匠図・構造図による）※図示（意匠図・構造図による）※図示（意匠図・構造図による）※図示（意匠図・構造図による）※図示（意匠図・構造図による）※図示（意匠図・構造図による）

確認強度確認強度確認強度確認強度確認強度確認強度確認強度ｱﾝｶｰ径ｱﾝｶｰ径ｱﾝｶｰ径ｱﾝｶｰ径ｱﾝｶｰ径ｱﾝｶｰ径ｱﾝｶｰ径

D 22D 22D 22D 22D 22D 22D 22

D 19D 19D 19D 19D 19D 19D 19

D 16D 16D 16D 16D 16D 16D 16

D 13D 13D 13D 13D 13D 13D 13

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc=18.0N/m㎡（既存）ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc=18.0N/m㎡（既存）ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc=18.0N/m㎡（既存）ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc=18.0N/m㎡（既存）ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc=18.0N/m㎡（既存）ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc=18.0N/m㎡（既存）ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 Fc=18.0N/m㎡（既存）

--------------

--------------

89.0 kN89.0 kN89.0 kN89.0 kN89.0 kN89.0 kN89.0 kN

66.0 kN66.0 kN66.0 kN66.0 kN66.0 kN66.0 kN66.0 kN

耐震補強工事構造特記仕様書耐震補強工事構造特記仕様書耐震補強工事構造特記仕様書耐震補強工事構造特記仕様書耐震補強工事構造特記仕様書耐震補強工事構造特記仕様書耐震補強工事構造特記仕様書

耐震補強工事構造特記仕様書（１）耐震補強工事構造特記仕様書（１）耐震補強工事構造特記仕様書（１）耐震補強工事構造特記仕様書（１）耐震補強工事構造特記仕様書（１）耐震補強工事構造特記仕様書（１）耐震補強工事構造特記仕様書（１）

有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 
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一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 
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TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）
Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 

2021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.10
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



耐震補強用アンカーの定着及び埋込み長さ耐震補強用アンカーの定着及び埋込み長さ耐震補強用アンカーの定着及び埋込み長さ耐震補強用アンカーの定着及び埋込み長さ耐震補強用アンカーの定着及び埋込み長さ耐震補強用アンカーの定着及び埋込み長さ耐震補強用アンカーの定着及び埋込み長さ

ラップ長は、あと施工アンカーの首下長さの1/2以上、かつ頭付スタッドの首下長さの1/2以上とする。ラップ長は、あと施工アンカーの首下長さの1/2以上、かつ頭付スタッドの首下長さの1/2以上とする。ラップ長は、あと施工アンカーの首下長さの1/2以上、かつ頭付スタッドの首下長さの1/2以上とする。ラップ長は、あと施工アンカーの首下長さの1/2以上、かつ頭付スタッドの首下長さの1/2以上とする。ラップ長は、あと施工アンカーの首下長さの1/2以上、かつ頭付スタッドの首下長さの1/2以上とする。ラップ長は、あと施工アンカーの首下長さの1/2以上、かつ頭付スタッドの首下長さの1/2以上とする。ラップ長は、あと施工アンカーの首下長さの1/2以上、かつ頭付スタッドの首下長さの1/2以上とする。

220220220220220220220

190190190190190190190

160160160160160160160

130130130130130130130

100100100100100100100

440440440440440440440

380380380380380380380

320320320320320320320

260260260260260260260

200200200200200200200

D22D22D22D22D22D22D22

D19D19D19D19D19D19D19

D16D16D16D16D16D16D16

D13D13D13D13D13D13D13

D10D10D10D10D10D10D10

径径径径径径径 Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｌ１Ｌ１１．１．１．１．１．１．１．

２．２．２．２．２．２．２． 耐震補強用アンカー工事耐震補強用アンカー工事耐震補強用アンカー工事耐震補強用アンカー工事耐震補強用アンカー工事耐震補強用アンカー工事耐震補強用アンカー工事

３．３．３．３．３．３．３． 耐震壁の配筋耐震壁の配筋耐震壁の配筋耐震壁の配筋耐震壁の配筋耐震壁の配筋耐震壁の配筋

ｃ）タレ、腰壁の配筋については、下記とする。ｃ）タレ、腰壁の配筋については、下記とする。ｃ）タレ、腰壁の配筋については、下記とする。ｃ）タレ、腰壁の配筋については、下記とする。ｃ）タレ、腰壁の配筋については、下記とする。ｃ）タレ、腰壁の配筋については、下記とする。ｃ）タレ、腰壁の配筋については、下記とする。

　スタラップ配筋とする。　スタラップ配筋とする。　スタラップ配筋とする。　スタラップ配筋とする。　スタラップ配筋とする。　スタラップ配筋とする。　スタラップ配筋とする。

ＨＨ ＨＨ ＨＨ Ｈ

スタラップスタラップスタラップスタラップスタラップスタラップスタラップ

（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）

内側に打直し内側に打直し内側に打直し内側に打直し内側に打直し内側に打直し内側に打直し

失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）

失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）失敗穴（モルタル補修）

・Ｌ２は原則として右記とするが使用メーカーの・Ｌ２は原則として右記とするが使用メーカーの・Ｌ２は原則として右記とするが使用メーカーの・Ｌ２は原則として右記とするが使用メーカーの・Ｌ２は原則として右記とするが使用メーカーの・Ｌ２は原則として右記とするが使用メーカーの・Ｌ２は原則として右記とするが使用メーカーの

壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚

　仕様により、監督員と協議の上決定する。　仕様により、監督員と協議の上決定する。　仕様により、監督員と協議の上決定する。　仕様により、監督員と協議の上決定する。　仕様により、監督員と協議の上決定する。　仕様により、監督員と協議の上決定する。　仕様により、監督員と協議の上決定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　（ 6d 以上）　　　　　　　　　　　　　　　　（ 6d 以上）　　　　　　　　　　　　　　　　（ 6d 以上）　　　　　　　　　　　　　　　　（ 6d 以上）　　　　　　　　　　　　　　　　（ 6d 以上）　　　　　　　　　　　　　　　　（ 6d 以上）　　　　　　　　　　　　　　　　（ 6d 以上）

両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接

アンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカー

　300≦Ｈ＜500 の場合は、　300≦Ｈ＜500 の場合は、　300≦Ｈ＜500 の場合は、　300≦Ｈ＜500 の場合は、　300≦Ｈ＜500 の場合は、　300≦Ｈ＜500 の場合は、　300≦Ｈ＜500 の場合は、

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

スタッドが継手に当たる場合は、継手を避けて打つ。スタッドが継手に当たる場合は、継手を避けて打つ。スタッドが継手に当たる場合は、継手を避けて打つ。スタッドが継手に当たる場合は、継手を避けて打つ。スタッドが継手に当たる場合は、継手を避けて打つ。スタッドが継手に当たる場合は、継手を避けて打つ。スタッドが継手に当たる場合は、継手を避けて打つ。

埋込み長さは、原則として１０ｄ以上とするが、使用メーカーの仕様により監督員と協議の上決定する。埋込み長さは、原則として１０ｄ以上とするが、使用メーカーの仕様により監督員と協議の上決定する。埋込み長さは、原則として１０ｄ以上とするが、使用メーカーの仕様により監督員と協議の上決定する。埋込み長さは、原則として１０ｄ以上とするが、使用メーカーの仕様により監督員と協議の上決定する。埋込み長さは、原則として１０ｄ以上とするが、使用メーカーの仕様により監督員と協議の上決定する。埋込み長さは、原則として１０ｄ以上とするが、使用メーカーの仕様により監督員と協議の上決定する。埋込み長さは、原則として１０ｄ以上とするが、使用メーカーの仕様により監督員と協議の上決定する。

鉄筋コンクリート増設耐震壁鉄筋コンクリート増設耐震壁鉄筋コンクリート増設耐震壁鉄筋コンクリート増設耐震壁鉄筋コンクリート増設耐震壁鉄筋コンクリート増設耐震壁鉄筋コンクリート増設耐震壁

鉄骨ブレース鉄骨ブレース鉄骨ブレース鉄骨ブレース鉄骨ブレース鉄骨ブレース鉄骨ブレース

1.耐震補強用アンカーの定着1.耐震補強用アンカーの定着1.耐震補強用アンカーの定着1.耐震補強用アンカーの定着1.耐震補強用アンカーの定着1.耐震補強用アンカーの定着1.耐震補強用アンカーの定着

  　　　　　及び埋込み長さ  　　　　　及び埋込み長さ  　　　　　及び埋込み長さ  　　　　　及び埋込み長さ  　　　　　及び埋込み長さ  　　　　　及び埋込み長さ  　　　　　及び埋込み長さ

2.スタッドボルト2.スタッドボルト2.スタッドボルト2.スタッドボルト2.スタッドボルト2.スタッドボルト2.スタッドボルト

ラップ長　Ｌ(mm)ラップ長　Ｌ(mm)ラップ長　Ｌ(mm)ラップ長　Ｌ(mm)ラップ長　Ｌ(mm)ラップ長　Ｌ(mm)ラップ長　Ｌ(mm)

定着及び耐震補強用アンカーとスタッドの重ねは右表による。定着及び耐震補強用アンカーとスタッドの重ねは右表による。定着及び耐震補強用アンカーとスタッドの重ねは右表による。定着及び耐震補強用アンカーとスタッドの重ねは右表による。定着及び耐震補強用アンカーとスタッドの重ねは右表による。定着及び耐震補強用アンカーとスタッドの重ねは右表による。定着及び耐震補強用アンカーとスタッドの重ねは右表による。

この場合スタッドの設計本数を確保する。この場合スタッドの設計本数を確保する。この場合スタッドの設計本数を確保する。この場合スタッドの設計本数を確保する。この場合スタッドの設計本数を確保する。この場合スタッドの設計本数を確保する。この場合スタッドの設計本数を確保する。
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2.5d以上2.5d以上2.5d以上2.5d以上2.5d以上2.5d以上2.5d以上

2.5d以上2.5d以上2.5d以上2.5d以上2.5d以上2.5d以上2.5d以上

5.5d以上5.5d以上5.5d以上5.5d以上5.5d以上5.5d以上5.5d以上

5.5d以上5.5d以上5.5d以上5.5d以上5.5d以上5.5d以上5.5d以上

ｇ１ｇ１ｇ１ｇ１ｇ１ｇ１ｇ１ ｇ２ｇ２ｇ２ｇ２ｇ２ｇ２ｇ２ ｇ１ｇ１ｇ１ｇ１ｇ１ｇ１ｇ１ ｇ２ｇ２ｇ２ｇ２ｇ２ｇ２ｇ２

シングルシングルシングルシングルシングルシングルシングル ﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾌﾞﾙﾀﾞﾌﾞﾙ
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6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上

周囲：ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌｰﾌﾟ筋周囲：ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌｰﾌﾟ筋周囲：ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌｰﾌﾟ筋周囲：ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌｰﾌﾟ筋周囲：ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌｰﾌﾟ筋周囲：ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌｰﾌﾟ筋周囲：ｽﾊﾟｲﾗﾙﾌｰﾌﾟ筋

叉は巾止筋２段叉は巾止筋２段叉は巾止筋２段叉は巾止筋２段叉は巾止筋２段叉は巾止筋２段叉は巾止筋２段 8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上
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0

3030 3
030 30

ｂ）壁筋末端は、90°内側に折り曲げ重ね継手とする。ｂ）壁筋末端は、90°内側に折り曲げ重ね継手とする。ｂ）壁筋末端は、90°内側に折り曲げ重ね継手とする。ｂ）壁筋末端は、90°内側に折り曲げ重ね継手とする。ｂ）壁筋末端は、90°内側に折り曲げ重ね継手とする。ｂ）壁筋末端は、90°内側に折り曲げ重ね継手とする。ｂ）壁筋末端は、90°内側に折り曲げ重ね継手とする。

壁周囲の補強筋の定着は壁周囲の補強筋の定着は壁周囲の補強筋の定着は壁周囲の補強筋の定着は壁周囲の補強筋の定着は壁周囲の補強筋の定着は壁周囲の補強筋の定着は

横筋のみ 40d とする。横筋のみ 40d とする。横筋のみ 40d とする。横筋のみ 40d とする。横筋のみ 40d とする。横筋のみ 40d とする。横筋のみ 40d とする。

フープフープフープフープフープフープフープ

ｄ）袖壁の配筋については、下記とする。ｄ）袖壁の配筋については、下記とする。ｄ）袖壁の配筋については、下記とする。ｄ）袖壁の配筋については、下記とする。ｄ）袖壁の配筋については、下記とする。ｄ）袖壁の配筋については、下記とする。ｄ）袖壁の配筋については、下記とする。

（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）（壁縦筋と同径同ピッチ）

Ｌ＝900 以下の場合は、フープ配筋とする。Ｌ＝900 以下の場合は、フープ配筋とする。Ｌ＝900 以下の場合は、フープ配筋とする。Ｌ＝900 以下の場合は、フープ配筋とする。Ｌ＝900 以下の場合は、フープ配筋とする。Ｌ＝900 以下の場合は、フープ配筋とする。Ｌ＝900 以下の場合は、フープ配筋とする。

  　また、補強方法については、監督員と充分協議の上、決定する。  　また、補強方法については、監督員と充分協議の上、決定する。  　また、補強方法については、監督員と充分協議の上、決定する。  　また、補強方法については、監督員と充分協議の上、決定する。  　また、補強方法については、監督員と充分協議の上、決定する。  　また、補強方法については、監督員と充分協議の上、決定する。  　また、補強方法については、監督員と充分協議の上、決定する。

ｇ）壁貫通孔の位置及び大きさについては、設備工事と充分打合わせを行う。ｇ）壁貫通孔の位置及び大きさについては、設備工事と充分打合わせを行う。ｇ）壁貫通孔の位置及び大きさについては、設備工事と充分打合わせを行う。ｇ）壁貫通孔の位置及び大きさについては、設備工事と充分打合わせを行う。ｇ）壁貫通孔の位置及び大きさについては、設備工事と充分打合わせを行う。ｇ）壁貫通孔の位置及び大きさについては、設備工事と充分打合わせを行う。ｇ）壁貫通孔の位置及び大きさについては、設備工事と充分打合わせを行う。

周囲筋 D16周囲筋 D16周囲筋 D16周囲筋 D16周囲筋 D16周囲筋 D16周囲筋 D16

周囲筋　D16周囲筋　D16周囲筋　D16周囲筋　D16周囲筋　D16周囲筋　D16周囲筋　D16

30303030303030

Ｌ＞900Ｌ＞900Ｌ＞900Ｌ＞900Ｌ＞900Ｌ＞900Ｌ＞900Ｌ≦900Ｌ≦900Ｌ≦900Ｌ≦900Ｌ≦900Ｌ≦900Ｌ≦900

5d5d5d5d5d5d5d

（外部）（外部）（外部）（外部）（外部）（外部）（外部）

（内部）（内部）（内部）（内部）（内部）（内部）（内部）

（片面の場合10d）（片面の場合10d）（片面の場合10d）（片面の場合10d）（片面の場合10d）（片面の場合10d）（片面の場合10d）
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ｈ
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クリアランス　ｈ’クリアランス　ｈ’クリアランス　ｈ’クリアランス　ｈ’クリアランス　ｈ’クリアランス　ｈ’クリアランス　ｈ’

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ １６０１６０１６０１６０１６０１６０１６０

２００２００２００２００２００２００２００

２５０２５０２５０２５０２５０２５０２５０

　６０　６０　６０　６０　６０　６０　６０

　８０　８０　８０　８０　８０　８０　８０

１３０１３０１３０１３０１３０１３０１３０

40d以上40d以上40d以上40d以上40d以上40d以上40d以上

ｆ）シングル配筋壁のアンカー廻り部分の配筋は、下記とする。ｆ）シングル配筋壁のアンカー廻り部分の配筋は、下記とする。ｆ）シングル配筋壁のアンカー廻り部分の配筋は、下記とする。ｆ）シングル配筋壁のアンカー廻り部分の配筋は、下記とする。ｆ）シングル配筋壁のアンカー廻り部分の配筋は、下記とする。ｆ）シングル配筋壁のアンカー廻り部分の配筋は、下記とする。ｆ）シングル配筋壁のアンカー廻り部分の配筋は、下記とする。
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２）既存鉄筋にぶつかりアンカー穴が開けられない場合は、既存鉄筋をはつり出し、２）既存鉄筋にぶつかりアンカー穴が開けられない場合は、既存鉄筋をはつり出し、２）既存鉄筋にぶつかりアンカー穴が開けられない場合は、既存鉄筋をはつり出し、２）既存鉄筋にぶつかりアンカー穴が開けられない場合は、既存鉄筋をはつり出し、２）既存鉄筋にぶつかりアンカー穴が開けられない場合は、既存鉄筋をはつり出し、２）既存鉄筋にぶつかりアンカー穴が開けられない場合は、既存鉄筋をはつり出し、２）既存鉄筋にぶつかりアンカー穴が開けられない場合は、既存鉄筋をはつり出し、

　　それにアンカーを両面フレアー溶接する。（右図）　　それにアンカーを両面フレアー溶接する。（右図）　　それにアンカーを両面フレアー溶接する。（右図）　　それにアンカーを両面フレアー溶接する。（右図）　　それにアンカーを両面フレアー溶接する。（右図）　　それにアンカーを両面フレアー溶接する。（右図）　　それにアンカーを両面フレアー溶接する。（右図）

３）失敗穴及びはつり部分は、躯体と同等以上の強度のモルタルで補修する。３）失敗穴及びはつり部分は、躯体と同等以上の強度のモルタルで補修する。３）失敗穴及びはつり部分は、躯体と同等以上の強度のモルタルで補修する。３）失敗穴及びはつり部分は、躯体と同等以上の強度のモルタルで補修する。３）失敗穴及びはつり部分は、躯体と同等以上の強度のモルタルで補修する。３）失敗穴及びはつり部分は、躯体と同等以上の強度のモルタルで補修する。３）失敗穴及びはつり部分は、躯体と同等以上の強度のモルタルで補修する。

１）アンカー穴開けに失敗した場合は、スミよりも内側に再度穴開けを行う。（右図）１）アンカー穴開けに失敗した場合は、スミよりも内側に再度穴開けを行う。（右図）１）アンカー穴開けに失敗した場合は、スミよりも内側に再度穴開けを行う。（右図）１）アンカー穴開けに失敗した場合は、スミよりも内側に再度穴開けを行う。（右図）１）アンカー穴開けに失敗した場合は、スミよりも内側に再度穴開けを行う。（右図）１）アンカー穴開けに失敗した場合は、スミよりも内側に再度穴開けを行う。（右図）１）アンカー穴開けに失敗した場合は、スミよりも内側に再度穴開けを行う。（右図）

　　・施工ピッチは、7.5d 以上、300 以下とする。　　・施工ピッチは、7.5d 以上、300 以下とする。　　・施工ピッチは、7.5d 以上、300 以下とする。　　・施工ピッチは、7.5d 以上、300 以下とする。　　・施工ピッチは、7.5d 以上、300 以下とする。　　・施工ピッチは、7.5d 以上、300 以下とする。　　・施工ピッチは、7.5d 以上、300 以下とする。
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L1：首下長さL1：首下長さL1：首下長さL1：首下長さL1：首下長さL1：首下長さL1：首下長さ

3.溶接部3.溶接部3.溶接部3.溶接部3.溶接部3.溶接部3.溶接部

4.その他4.その他4.その他4.その他4.その他4.その他4.その他

・溶接部の形状については、開先形状図による。・溶接部の形状については、開先形状図による。・溶接部の形状については、開先形状図による。・溶接部の形状については、開先形状図による。・溶接部の形状については、開先形状図による。・溶接部の形状については、開先形状図による。・溶接部の形状については、開先形状図による。

鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）による。鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）による。鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）による。鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）による。鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）による。鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）による。鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）による。

充填モルタルに面する鉄骨開口（スカラップ等）は、本溶接終了後穴埋めする。（PL－3.2 全周溶接とする）充填モルタルに面する鉄骨開口（スカラップ等）は、本溶接終了後穴埋めする。（PL－3.2 全周溶接とする）充填モルタルに面する鉄骨開口（スカラップ等）は、本溶接終了後穴埋めする。（PL－3.2 全周溶接とする）充填モルタルに面する鉄骨開口（スカラップ等）は、本溶接終了後穴埋めする。（PL－3.2 全周溶接とする）充填モルタルに面する鉄骨開口（スカラップ等）は、本溶接終了後穴埋めする。（PL－3.2 全周溶接とする）充填モルタルに面する鉄骨開口（スカラップ等）は、本溶接終了後穴埋めする。（PL－3.2 全周溶接とする）充填モルタルに面する鉄骨開口（スカラップ等）は、本溶接終了後穴埋めする。（PL－3.2 全周溶接とする）

鉄骨等の寸法は、既設躯体を調査し、承諾を受けてから製作する。鉄骨等の寸法は、既設躯体を調査し、承諾を受けてから製作する。鉄骨等の寸法は、既設躯体を調査し、承諾を受けてから製作する。鉄骨等の寸法は、既設躯体を調査し、承諾を受けてから製作する。鉄骨等の寸法は、既設躯体を調査し、承諾を受けてから製作する。鉄骨等の寸法は、既設躯体を調査し、承諾を受けてから製作する。鉄骨等の寸法は、既設躯体を調査し、承諾を受けてから製作する。

補強部分配筋・溶接標準図補強部分配筋・溶接標準図補強部分配筋・溶接標準図補強部分配筋・溶接標準図補強部分配筋・溶接標準図補強部分配筋・溶接標準図補強部分配筋・溶接標準図

ａ）開口部補強の定着は、下記とする。ａ）開口部補強の定着は、下記とする。ａ）開口部補強の定着は、下記とする。ａ）開口部補強の定着は、下記とする。ａ）開口部補強の定着は、下記とする。ａ）開口部補強の定着は、下記とする。ａ）開口部補強の定着は、下記とする。

　（9mm以上の座金に全周隅肉溶接とする）　（9mm以上の座金に全周隅肉溶接とする）　（9mm以上の座金に全周隅肉溶接とする）　（9mm以上の座金に全周隅肉溶接とする）　（9mm以上の座金に全周隅肉溶接とする）　（9mm以上の座金に全周隅肉溶接とする）　（9mm以上の座金に全周隅肉溶接とする）

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網
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0

  6φ-100@  6φ-100@  6φ-100@  6φ-100@  6φ-100@  6φ-100@  6φ-100@

樹脂アンカー、アンカーボルト、貫通筋等に配置する座金部は下記の通り溶接する。樹脂アンカー、アンカーボルト、貫通筋等に配置する座金部は下記の通り溶接する。樹脂アンカー、アンカーボルト、貫通筋等に配置する座金部は下記の通り溶接する。樹脂アンカー、アンカーボルト、貫通筋等に配置する座金部は下記の通り溶接する。樹脂アンカー、アンカーボルト、貫通筋等に配置する座金部は下記の通り溶接する。樹脂アンカー、アンカーボルト、貫通筋等に配置する座金部は下記の通り溶接する。樹脂アンカー、アンカーボルト、貫通筋等に配置する座金部は下記の通り溶接する。

ｅ）巾止め筋は、下記とする。ｅ）巾止め筋は、下記とする。ｅ）巾止め筋は、下記とする。ｅ）巾止め筋は、下記とする。ｅ）巾止め筋は、下記とする。ｅ）巾止め筋は、下記とする。ｅ）巾止め筋は、下記とする。

樹脂アンカー、樹脂アンカー、樹脂アンカー、樹脂アンカー、樹脂アンカー、樹脂アンカー、樹脂アンカー、

アンカーボルト、アンカーボルト、アンカーボルト、アンカーボルト、アンカーボルト、アンカーボルト、アンカーボルト、

貫通筋等貫通筋等貫通筋等貫通筋等貫通筋等貫通筋等貫通筋等

座金座金座金座金座金座金座金

PL-9（SS400）PL-9（SS400）PL-9（SS400）PL-9（SS400）PL-9（SS400）PL-9（SS400）PL-9（SS400）

※　周囲巾止筋は、D10　かつ　壁筋と同径以上とする。※　周囲巾止筋は、D10　かつ　壁筋と同径以上とする。※　周囲巾止筋は、D10　かつ　壁筋と同径以上とする。※　周囲巾止筋は、D10　かつ　壁筋と同径以上とする。※　周囲巾止筋は、D10　かつ　壁筋と同径以上とする。※　周囲巾止筋は、D10　かつ　壁筋と同径以上とする。※　周囲巾止筋は、D10　かつ　壁筋と同径以上とする。

※　上記又は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修※　上記又は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修※　上記又は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修※　上記又は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修※　上記又は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修※　上記又は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修※　上記又は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」　　「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」　　「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」　　「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」　　「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」　　「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」　　「公共建築工事標準仕様書（平成22年版）」

　　の定着長さの長いほうを採用する。　　の定着長さの長いほうを採用する。　　の定着長さの長いほうを採用する。　　の定着長さの長いほうを採用する。　　の定着長さの長いほうを採用する。　　の定着長さの長いほうを採用する。　　の定着長さの長いほうを採用する。

耐震補強工事構造特記仕様書（２）耐震補強工事構造特記仕様書（２）耐震補強工事構造特記仕様書（２）耐震補強工事構造特記仕様書（２）耐震補強工事構造特記仕様書（２）耐震補強工事構造特記仕様書（２）耐震補強工事構造特記仕様書（２）

有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

clientclientclientclientclientclientclient 　title　title　title　title　title　title　title 　design　design　design　design　design　design　design 　date　date　date　date　date　date　date 　No　No　No　No　No　No　No

K.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.Takachi
第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 

高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士

一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）
ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 

2021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.10
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 
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K.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.Takachi
第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 
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１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲１．適用範囲

　１）この基準図は日本建築学会「鉄骨工事技術指針｣に従い、　１）この基準図は日本建築学会「鉄骨工事技術指針｣に従い、　１）この基準図は日本建築学会「鉄骨工事技術指針｣に従い、　１）この基準図は日本建築学会「鉄骨工事技術指針｣に従い、　１）この基準図は日本建築学会「鉄骨工事技術指針｣に従い、　１）この基準図は日本建築学会「鉄骨工事技術指針｣に従い、　１）この基準図は日本建築学会「鉄骨工事技術指針｣に従い、

　　　被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接を行なう場合　　　被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接を行なう場合　　　被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接を行なう場合　　　被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接を行なう場合　　　被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接を行なう場合　　　被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接を行なう場合　　　被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接を行なう場合

　　　に適用する。但し、設計者が基準図によらず特に指示する　　　に適用する。但し、設計者が基準図によらず特に指示する　　　に適用する。但し、設計者が基準図によらず特に指示する　　　に適用する。但し、設計者が基準図によらず特に指示する　　　に適用する。但し、設計者が基準図によらず特に指示する　　　に適用する。但し、設計者が基準図によらず特に指示する　　　に適用する。但し、設計者が基準図によらず特に指示する

　　　場合はこの限りでない。　　　場合はこの限りでない。　　　場合はこの限りでない。　　　場合はこの限りでない。　　　場合はこの限りでない。　　　場合はこの限りでない。　　　場合はこの限りでない。

２．基本事項２．基本事項２．基本事項２．基本事項２．基本事項２．基本事項２．基本事項

　１) 対象板厚は3mm以上36mm以下とする。　１) 対象板厚は3mm以上36mm以下とする。　１) 対象板厚は3mm以上36mm以下とする。　１) 対象板厚は3mm以上36mm以下とする。　１) 対象板厚は3mm以上36mm以下とする。　１) 対象板厚は3mm以上36mm以下とする。　１) 対象板厚は3mm以上36mm以下とする。

　２) 板厚36mmを超える場合の溶接方法・形状は監督職員の承諾　２) 板厚36mmを超える場合の溶接方法・形状は監督職員の承諾　２) 板厚36mmを超える場合の溶接方法・形状は監督職員の承諾　２) 板厚36mmを超える場合の溶接方法・形状は監督職員の承諾　２) 板厚36mmを超える場合の溶接方法・形状は監督職員の承諾　２) 板厚36mmを超える場合の溶接方法・形状は監督職員の承諾　２) 板厚36mmを超える場合の溶接方法・形状は監督職員の承諾

　　　を受ける。　　　を受ける。　　　を受ける。　　　を受ける。　　　を受ける。　　　を受ける。　　　を受ける。

　３) 被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接の突合せ溶接　３) 被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接の突合せ溶接　３) 被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接の突合せ溶接　３) 被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接の突合せ溶接　３) 被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接の突合せ溶接　３) 被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接の突合せ溶接　３) 被覆アーク溶接及びガスシールドアーク溶接の突合せ溶接

　　　において裏当金を使用しない場合は一面から溶接した後、　　　において裏当金を使用しない場合は一面から溶接した後、　　　において裏当金を使用しない場合は一面から溶接した後、　　　において裏当金を使用しない場合は一面から溶接した後、　　　において裏当金を使用しない場合は一面から溶接した後、　　　において裏当金を使用しない場合は一面から溶接した後、　　　において裏当金を使用しない場合は一面から溶接した後、

　　　裏はつりをして裏面の溶接を行うことを原則とする。　　　裏はつりをして裏面の溶接を行うことを原則とする。　　　裏はつりをして裏面の溶接を行うことを原則とする。　　　裏はつりをして裏面の溶接を行うことを原則とする。　　　裏はつりをして裏面の溶接を行うことを原則とする。　　　裏はつりをして裏面の溶接を行うことを原則とする。　　　裏はつりをして裏面の溶接を行うことを原則とする。

　　　特別の配慮をした場合はこの限りではない。　　　特別の配慮をした場合はこの限りではない。　　　特別の配慮をした場合はこの限りではない。　　　特別の配慮をした場合はこの限りではない。　　　特別の配慮をした場合はこの限りではない。　　　特別の配慮をした場合はこの限りではない。　　　特別の配慮をした場合はこの限りではない。

　６) ノンスカラップ溶接法をとる場合、溶接方法・形状等は　６) ノンスカラップ溶接法をとる場合、溶接方法・形状等は　６) ノンスカラップ溶接法をとる場合、溶接方法・形状等は　６) ノンスカラップ溶接法をとる場合、溶接方法・形状等は　６) ノンスカラップ溶接法をとる場合、溶接方法・形状等は　６) ノンスカラップ溶接法をとる場合、溶接方法・形状等は　６) ノンスカラップ溶接法をとる場合、溶接方法・形状等は

　　　監督職員と協議し承諾を受ける。　　　監督職員と協議し承諾を受ける。　　　監督職員と協議し承諾を受ける。　　　監督職員と協議し承諾を受ける。　　　監督職員と協議し承諾を受ける。　　　監督職員と協議し承諾を受ける。　　　監督職員と協議し承諾を受ける。

　４) 裏当金及びエンドタブを使用する場合の幅・長さは注１　４) 裏当金及びエンドタブを使用する場合の幅・長さは注１　４) 裏当金及びエンドタブを使用する場合の幅・長さは注１　４) 裏当金及びエンドタブを使用する場合の幅・長さは注１　４) 裏当金及びエンドタブを使用する場合の幅・長さは注１　４) 裏当金及びエンドタブを使用する場合の幅・長さは注１　４) 裏当金及びエンドタブを使用する場合の幅・長さは注１

　　　注２による。但し、特別の配慮をした場合はこの限りでは　　　注２による。但し、特別の配慮をした場合はこの限りでは　　　注２による。但し、特別の配慮をした場合はこの限りでは　　　注２による。但し、特別の配慮をした場合はこの限りでは　　　注２による。但し、特別の配慮をした場合はこの限りでは　　　注２による。但し、特別の配慮をした場合はこの限りでは　　　注２による。但し、特別の配慮をした場合はこの限りでは

　　　ない。　　　ない。　　　ない。　　　ない。　　　ない。　　　ない。　　　ない。

　５) スカラップをとる場合、原則として注３による。但し、　５) スカラップをとる場合、原則として注３による。但し、　５) スカラップをとる場合、原則として注３による。但し、　５) スカラップをとる場合、原則として注３による。但し、　５) スカラップをとる場合、原則として注３による。但し、　５) スカラップをとる場合、原則として注３による。但し、　５) スカラップをとる場合、原則として注３による。但し、

場合には、下記のようにテーパーをとって加工する。場合には、下記のようにテーパーをとって加工する。場合には、下記のようにテーパーをとって加工する。場合には、下記のようにテーパーをとって加工する。場合には、下記のようにテーパーをとって加工する。場合には、下記のようにテーパーをとって加工する。場合には、下記のようにテーパーをとって加工する。

　突合せ溶接される部材の板厚が異なる場合で板厚差による段違いが　突合せ溶接される部材の板厚が異なる場合で板厚差による段違いが　突合せ溶接される部材の板厚が異なる場合で板厚差による段違いが　突合せ溶接される部材の板厚が異なる場合で板厚差による段違いが　突合せ溶接される部材の板厚が異なる場合で板厚差による段違いが　突合せ溶接される部材の板厚が異なる場合で板厚差による段違いが　突合せ溶接される部材の板厚が異なる場合で板厚差による段違いが

hh hh hh h 11 11 11 1

2.52.52.52.52.52.52.5

ををををををを10mm10mm10mm10mm10mm10mm10mm

超える場合、又はクレーンガーダーのように低応力高サイクル疲労を受ける超える場合、又はクレーンガーダーのように低応力高サイクル疲労を受ける超える場合、又はクレーンガーダーのように低応力高サイクル疲労を受ける超える場合、又はクレーンガーダーのように低応力高サイクル疲労を受ける超える場合、又はクレーンガーダーのように低応力高サイクル疲労を受ける超える場合、又はクレーンガーダーのように低応力高サイクル疲労を受ける超える場合、又はクレーンガーダーのように低応力高サイクル疲労を受ける

ａ）あらかじめテーパーａ）あらかじめテーパーａ）あらかじめテーパーａ）あらかじめテーパーａ）あらかじめテーパーａ）あらかじめテーパーａ）あらかじめテーパー

　　をつける　　をつける　　をつける　　をつける　　をつける　　をつける　　をつける

ｂ）溶接後テーパーをｂ）溶接後テーパーをｂ）溶接後テーパーをｂ）溶接後テーパーをｂ）溶接後テーパーをｂ）溶接後テーパーをｂ）溶接後テーパーを

　　つける　　つける　　つける　　つける　　つける　　つける　　つける

テーパーをとる場合　上のａ）・ｂ）どちらかで行うことテーパーをとる場合　上のａ）・ｂ）どちらかで行うことテーパーをとる場合　上のａ）・ｂ）どちらかで行うことテーパーをとる場合　上のａ）・ｂ）どちらかで行うことテーパーをとる場合　上のａ）・ｂ）どちらかで行うことテーパーをとる場合　上のａ）・ｂ）どちらかで行うことテーパーをとる場合　上のａ）・ｂ）どちらかで行うこと

h＞10mmh＞10mmh＞10mmh＞10mmh＞10mmh＞10mmh＞10mm

hh hh hh h 11 11 11 1
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JASS･6 推奨型JASS･6 推奨型JASS･6 推奨型JASS･6 推奨型JASS･6 推奨型JASS･6 推奨型JASS･6 推奨型
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 = 38 = 38 = 38 = 38 = 38 = 38 = 38ＣＯ 半自動溶接　　　　 　以上ＣＯ 半自動溶接　　　　 　以上ＣＯ 半自動溶接　　　　 　以上ＣＯ 半自動溶接　　　　 　以上ＣＯ 半自動溶接　　　　 　以上ＣＯ 半自動溶接　　　　 　以上ＣＯ 半自動溶接　　　　 　以上２２２２２２２

手溶接　　　　　　　　以上手溶接　　　　　　　　以上手溶接　　　　　　　　以上手溶接　　　　　　　　以上手溶接　　　　　　　　以上手溶接　　　　　　　　以上手溶接　　　　　　　　以上 = 35 = 35 = 35 = 35 = 35 = 35 = 35
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母材厚さが異なる継手母材厚さが異なる継手母材厚さが異なる継手母材厚さが異なる継手母材厚さが異なる継手母材厚さが異なる継手母材厚さが異なる継手
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clientclientclientclientclientclientclient 　title　title　title　title　title　title　title 　design　design　design　design　design　design　design 　date　date　date　date　date　date　date 　No　No　No　No　No　No　No

K.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.Takachi
第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 

高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士

一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）
ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 

Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４2021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.10構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様

（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　

１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容

構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様構造設計特記仕様 ※修正箇所は下線を引くこと　　　※修正箇所は下線を引くこと　　　※修正箇所は下線を引くこと　　　※修正箇所は下線を引くこと　　　※修正箇所は下線を引くこと　　　※修正箇所は下線を引くこと　　　※修正箇所は下線を引くこと　　　
　 適用は　■　印を記入する。　　　 適用は　■　印を記入する。　　　 適用は　■　印を記入する。　　　 適用は　■　印を記入する。　　　 適用は　■　印を記入する。　　　 適用は　■　印を記入する。　　　 適用は　■　印を記入する。　　

（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が

36 N/㎜ 以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/㎜ 以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/㎜ 以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/㎜ 以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/㎜ 以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/㎜ 以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/㎜ 以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　（施工方法等計画書)　　　

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良

（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎

杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種 施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

 □埋込み □埋込み □埋込み □埋込み □埋込み □埋込み □埋込み

 PRC（□Ⅰ種□Ⅱ種□Ⅲ種） PRC（□Ⅰ種□Ⅱ種□Ⅲ種） PRC（□Ⅰ種□Ⅱ種□Ⅲ種） PRC（□Ⅰ種□Ⅱ種□Ⅲ種） PRC（□Ⅰ種□Ⅱ種□Ⅲ種） PRC（□Ⅰ種□Ⅱ種□Ⅲ種） PRC（□Ⅰ種□Ⅱ種□Ⅲ種）

 鋼材　□SS400□SKK400 鋼材　□SS400□SKK400 鋼材　□SS400□SKK400 鋼材　□SS400□SKK400 鋼材　□SS400□SKK400 鋼材　□SS400□SKK400 鋼材　□SS400□SKK400

 □RC □RC □RC □RC □RC □RC □RC  □PRC □PRC □PRC □PRC □PRC □PRC □PRC

 □PHC □PHC □PHC □PHC □PHC □PHC □PHC  □H鋼 □H鋼 □H鋼 □H鋼 □H鋼 □H鋼 □H鋼

 □鋼管 □鋼管 □鋼管 □鋼管 □鋼管 □鋼管 □鋼管  □摩擦杭 □摩擦杭 □摩擦杭 □摩擦杭 □摩擦杭 □摩擦杭 □摩擦杭

 □SC杭 □SC杭 □SC杭 □SC杭 □SC杭 □SC杭 □SC杭  □ □ □ □ □ □ □

 □場所打ち □場所打ち □場所打ち □場所打ち □場所打ち □場所打ち □場所打ち

 　コンクリート杭 　コンクリート杭 　コンクリート杭 　コンクリート杭 　コンクリート杭 　コンクリート杭 　コンクリート杭

 コンクリートFc コンクリートFc コンクリートFc コンクリートFc コンクリートFc コンクリートFc コンクリートFc

 　　　　　　Fq 　　　　　　Fq 　　　　　　Fq 　　　　　　Fq 　　　　　　Fq 　　　　　　Fq 　　　　　　Fq N/㎜ N/㎜ N/㎜ N/㎜ N/㎜ N/㎜ N/㎜ 

 スランプ スランプ スランプ スランプ スランプ スランプ スランプ cm以下cm以下cm以下cm以下cm以下cm以下cm以下

 セメント量 セメント量 セメント量 セメント量 セメント量 セメント量 セメント量

 単位水量 単位水量 単位水量 単位水量 単位水量 単位水量 単位水量 kg/m kg/m kg/m kg/m kg/m kg/m kg/m 

 □オールケーシング □オールケーシング □オールケーシング □オールケーシング □オールケーシング □オールケーシング □オールケーシング □拡底杭□拡底杭□拡底杭□拡底杭□拡底杭□拡底杭□拡底杭

 □ □ □ □ □ □ □

 □アースドリル □アースドリル □アースドリル □アースドリル □アースドリル □アースドリル □アースドリル □ミニアース□ミニアース□ミニアース□ミニアース□ミニアース□ミニアース□ミニアース

 □深礎 □深礎 □深礎 □深礎 □深礎 □深礎 □深礎  □手堀 □手堀 □手堀 □手堀 □手堀 □手堀 □手堀

 □機械堀 □機械堀 □機械堀 □機械堀 □機械堀 □機械堀 □機械堀

認定認定認定認定認定認定認定

日日日日日日日年年年年年年年 月月月月月月月

杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書

試験杭　　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　本試験杭　　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　本試験杭　　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　本試験杭　　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　本試験杭　　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　本試験杭　　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　本試験杭　　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　本

N/㎜ N/㎜ N/㎜ N/㎜ N/㎜ N/㎜ N/㎜ 

kg/m kg/m kg/m kg/m kg/m kg/m kg/m 
3333333

3333333

□ コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、□ コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、□ コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、□ コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、□ コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、□ コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、□ コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、

　 施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による　 施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による　 施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による　 施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による　 施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による　 施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による　 施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による

□ 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。□ 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。□ 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。□ 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。□ 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。□ 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。□ 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

 　術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した 　術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した 　術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した 　術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した 　術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した 　術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した 　術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した

　 写真（カラー）を保管し承認を得る。　 写真（カラー）を保管し承認を得る。　 写真（カラー）を保管し承認を得る。　 写真（カラー）を保管し承認を得る。　 写真（カラー）を保管し承認を得る。　 写真（カラー）を保管し承認を得る。　 写真（カラー）を保管し承認を得る。

□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技

□ セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。□ セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。□ セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。□ セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。□ セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。□ セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。□ セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

　 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取　 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取　 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取　 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取　 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取　 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取　 測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取

　 り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　 り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　 り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　 り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　 り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　 り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　 り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

□ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場□ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場□ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場□ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場□ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場□ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場□ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場

　 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。　 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

　 尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。　 尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。　 尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。　 尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。　 尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。　 尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。　 尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下

　 高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同　 高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同　 高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同　 高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同　 高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同　 高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同　 高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同

　 等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外　 等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外　 等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外　 等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外　 等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外　 等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外　 等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外

　 気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、 25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。　 気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、 25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。　 気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、 25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。　 気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、 25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。　 気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、 25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。　 気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、 25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。　 気温が 25 ℃未満の場合は 150 分以内、 25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。

□ コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。□ コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。□ コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。□ コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。□ コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。□ コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。□ コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。

□ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。□ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。□ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。□ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。□ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。□ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。□ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋
□ 鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、□ 鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、□ 鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、□ 鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、□ 鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、□ 鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、□ 鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、

 　コンクリートと同様に、JASS 5 による。 　コンクリートと同様に、JASS 5 による。 　コンクリートと同様に、JASS 5 による。 　コンクリートと同様に、JASS 5 による。 　コンクリートと同様に、JASS 5 による。 　コンクリートと同様に、JASS 5 による。 　コンクリートと同様に、JASS 5 による。

□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー

　 ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。　 ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。　 ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。　 ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。　 ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。　 ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。　 ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

■ 鉄筋継手等■ 鉄筋継手等■ 鉄筋継手等■ 鉄筋継手等■ 鉄筋継手等■ 鉄筋継手等■ 鉄筋継手等

リバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーション

2222222

□ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

□製作工場□製作工場□製作工場□製作工場□製作工場□製作工場□製作工場 □工作図□工作図□工作図□工作図□工作図□工作図□工作図 □施工計画書□施工計画書□施工計画書□施工計画書□施工計画書□施工計画書□施工計画書

□材料規格証明書※、または試験成績書□材料規格証明書※、または試験成績書□材料規格証明書※、または試験成績書□材料規格証明書※、または試験成績書□材料規格証明書※、または試験成績書□材料規格証明書※、または試験成績書□材料規格証明書※、または試験成績書

□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト □特殊ボルト□特殊ボルト□特殊ボルト□特殊ボルト□特殊ボルト□特殊ボルト□特殊ボルト □頭付スタッド□頭付スタッド□頭付スタッド□頭付スタッド□頭付スタッド□頭付スタッド□頭付スタッド

□□□□□□□ □□□□□□□□社内検査表□社内検査表□社内検査表□社内検査表□社内検査表□社内検査表□社内検査表

（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目
（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

□製品検査□製品検査□製品検査□製品検査□製品検査□製品検査□製品検査 □□□□□□□□現寸検査□現寸検査□現寸検査□現寸検査□現寸検査□現寸検査□現寸検査 □組立・開先検査□組立・開先検査□組立・開先検査□組立・開先検査□組立・開先検査□組立・開先検査□組立・開先検査 □建方検査□建方検査□建方検査□建方検査□建方検査□建方検査□建方検査

（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること
□ 平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ□ 平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ□ 平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ□ 平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ□ 平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ□ 平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ□ 平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ

□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
 (2) (1)以外の部位 (2) (1)以外の部位 (2) (1)以外の部位 (2) (1)以外の部位 (2) (1)以外の部位 (2) (1)以外の部位 (2) (1)以外の部位

A 級A 級A 級A 級A 級A 級A 級 B 級B 級B 級B 級B 級B 級B 級 SA級SA級SA級SA級SA級SA級SA級

□ D19 未満は、すべて重ね継手とする。□ D19 未満は、すべて重ね継手とする。□ D19 未満は、すべて重ね継手とする。□ D19 未満は、すべて重ね継手とする。□ D19 未満は、すべて重ね継手とする。□ D19 未満は、すべて重ね継手とする。□ D19 未満は、すべて重ね継手とする。

□ 継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、□ 継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、□ 継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、□ 継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、□ 継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、□ 継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、□ 継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、

　 溶接継手工事、機械式継手工事）による。　 溶接継手工事、機械式継手工事）による。　 溶接継手工事、機械式継手工事）による。　 溶接継手工事、機械式継手工事）による。　 溶接継手工事、機械式継手工事）による。　 溶接継手工事、機械式継手工事）による。　 溶接継手工事、機械式継手工事）による。

 　継手部の検査方法：・外観検査　□有 □無　・引張試験　□有 □無　・超音波探傷試験　□有 □無 　継手部の検査方法：・外観検査　□有 □無　・引張試験　□有 □無　・超音波探傷試験　□有 □無 　継手部の検査方法：・外観検査　□有 □無　・引張試験　□有 □無　・超音波探傷試験　□有 □無 　継手部の検査方法：・外観検査　□有 □無　・引張試験　□有 □無　・超音波探傷試験　□有 □無 　継手部の検査方法：・外観検査　□有 □無　・引張試験　□有 □無　・超音波探傷試験　□有 □無 　継手部の検査方法：・外観検査　□有 □無　・引張試験　□有 □無　・超音波探傷試験　□有 □無 　継手部の検査方法：・外観検査　□有 □無　・引張試験　□有 □無　・超音波探傷試験　□有 □無

　 １回の試験は５本以上とする。　 １回の試験は５本以上とする。　 １回の試験は５本以上とする。　 １回の試験は５本以上とする。　 １回の試験は５本以上とする。　 １回の試験は５本以上とする。　 １回の試験は５本以上とする。

　 （１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）　 （１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）　 （１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）　 （１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）　 （１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）　 （１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）　 （１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）

□ コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条□ コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条□ コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条□ コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条□ コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条□ コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条□ コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第４条

　 の試験機関で行うこと。　 の試験機関で行うこと。　 の試験機関で行うこと。　 の試験機関で行うこと。　 の試験機関で行うこと。　 の試験機関で行うこと。　 の試験機関で行うこと。

　　　試験・検査機関名　　　試験・検査機関名　　　試験・検査機関名　　　試験・検査機関名　　　試験・検査機関名　　　試験・検査機関名　　　試験・検査機関名 （都知事登録　　　　　号）　　　　　（都知事登録　　　　　号）　　　　　（都知事登録　　　　　号）　　　　　（都知事登録　　　　　号）　　　　　（都知事登録　　　　　号）　　　　　（都知事登録　　　　　号）　　　　　（都知事登録　　　　　号）　　　　　

　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名　　　代行業者名

　 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。　 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。　 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。　 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。　 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。　 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。　 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠
□ 施工　JASS 5 による。□ 施工　JASS 5 による。□ 施工　JASS 5 による。□ 施工　JASS 5 による。□ 施工　JASS 5 による。□ 施工　JASS 5 による。□ 施工　JASS 5 による。□ 材料　　合板厚 12 ㎜を標準とする。□ 材料　　合板厚 12 ㎜を標準とする。□ 材料　　合板厚 12 ㎜を標準とする。□ 材料　　合板厚 12 ㎜を標準とする。□ 材料　　合板厚 12 ㎜を標準とする。□ 材料　　合板厚 12 ㎜を標準とする。□ 材料　　合板厚 12 ㎜を標準とする。

□ 型枠存置期間□ 型枠存置期間□ 型枠存置期間□ 型枠存置期間□ 型枠存置期間□ 型枠存置期間□ 型枠存置期間
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ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント
早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト 普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト 早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト 普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト 早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト 普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト 早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントＡ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種
高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント 高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント 普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種
シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種
シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント
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４４４４４４４ ６６６６６６６ ８８８８８８８ ２８２８２８２８２８２８２８１７１７１７１７１７１７１７

（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）
５５５５５５５

３３３３３３３ ５５５５５５５

８８８８８８８ １０１０１０１０１０１０１０

１０１０１０１０１０１０１０６６６６６６６

１６１６１６１６１６１６１６

２８２８２８２８２８２８２８

２８２８２８２８２８２８２８２８２８２８２８２８２８２８

１２１２１２１２１２１２１２ ２５２５２５２５２５２５２５

１５１５１５１５１５１５１５

5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃

5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度

注）1 片持ばり、庇、スパン９．０以上のはり下は、工事監理者の指示による。注）1 片持ばり、庇、スパン９．０以上のはり下は、工事監理者の指示による。注）1 片持ばり、庇、スパン９．０以上のはり下は、工事監理者の指示による。注）1 片持ばり、庇、スパン９．０以上のはり下は、工事監理者の指示による。注）1 片持ばり、庇、スパン９．０以上のはり下は、工事監理者の指示による。注）1 片持ばり、庇、スパン９．０以上のはり下は、工事監理者の指示による。注）1 片持ばり、庇、スパン９．０以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。注）2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注）5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注）5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注）5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注）5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注）5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。注）5 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）7 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注）7 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注）7 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注）7 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注）7 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注）7 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。注）7 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

注）8 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注）8 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注）8 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注）8 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注）8 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注）8 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。注）8 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。

の種類の種類の種類の種類の種類の種類の種類

２２２２２２２ ３３３３３３３

５．０N/㎜５．０N/㎜５．０N/㎜５．０N/㎜５．０N/㎜５．０N/㎜５．０N/㎜2222222 設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％設計基準強度の50％
設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の

８５％８５％８５％８５％８５％８５％８５％ １００％１００％１００％１００％１００％１００％１００％

せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板 支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱

はり下はり下はり下はり下はり下はり下はり下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁

種類種類種類種類種類種類種類

 □ 重ね継手 □ 重ね継手 □ 重ね継手 □ 重ね継手 □ 重ね継手 □ 重ね継手 □ 重ね継手

 □ 圧接継手 □ 圧接継手 □ 圧接継手 □ 圧接継手 □ 圧接継手 □ 圧接継手 □ 圧接継手

 □ 溶接継手 □ 溶接継手 □ 溶接継手 □ 溶接継手 □ 溶接継手 □ 溶接継手 □ 溶接継手

 □ 機械式継手 □ 機械式継手 □ 機械式継手 □ 機械式継手 □ 機械式継手 □ 機械式継手 □ 機械式継手

 □ 40d　□35d　□(　)d □ 40d　□35d　□(　)d □ 40d　□35d　□(　)d □ 40d　□35d　□(　)d □ 40d　□35d　□(　)d □ 40d　□35d　□(　)d □ 40d　□35d　□(　)d

 □ 告示1463号第2項各号 □ 告示1463号第2項各号 □ 告示1463号第2項各号 □ 告示1463号第2項各号 □ 告示1463号第2項各号 □ 告示1463号第2項各号 □ 告示1463号第2項各号

 □ 告示1463号第3項各号 □ 告示1463号第3項各号 □ 告示1463号第3項各号 □ 告示1463号第3項各号 □ 告示1463号第3項各号 □ 告示1463号第3項各号 □ 告示1463号第3項各号

 □ 告示1463号第4項各号 □ 告示1463号第4項各号 □ 告示1463号第4項各号 □ 告示1463号第4項各号 □ 告示1463号第4項各号 □ 告示1463号第4項各号 □ 告示1463号第4項各号

 (1)引張力最小部位 (1)引張力最小部位 (1)引張力最小部位 (1)引張力最小部位 (1)引張力最小部位 (1)引張力最小部位 (1)引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□ □□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上

 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上 □ D（　　）以上

深さ GL-　　　　m、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　　　　 　　　　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　　　　 　　　　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　　　　 　　　　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　　　　 　　　　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　　　　 　　　　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　　　　 　　　　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　　　　 　　　　　載荷試験　□有 □無

2222222

2222222

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

支持層-支持層-支持層-支持層-支持層-支持層-支持層-

 鉄　筋　　主筋　SD 鉄　筋　　主筋　SD 鉄　筋　　主筋　SD 鉄　筋　　主筋　SD 鉄　筋　　主筋　SD 鉄　筋　　主筋　SD 鉄　筋　　主筋　SD

 　　　　　HOOP　SD 　　　　　HOOP　SD 　　　　　HOOP　SD 　　　　　HOOP　SD 　　　　　HOOP　SD 　　　　　HOOP　SD 　　　　　HOOP　SD

（セメントミルク工法）（セメントミルク工法）（セメントミルク工法）（セメントミルク工法）（セメントミルク工法）（セメントミルク工法）（セメントミルク工法）

 □ＢＨ □ＢＨ □ＢＨ □ＢＨ □ＢＨ □ＢＨ □ＢＨ

第　　　　　　号第　　　　　　号第　　　　　　号第　　　　　　号第　　　　　　号第　　　　　　号第　　　　　　号

2222222

2222222

 　また、打込み量が150 m を超える場合は150 m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。 　また、打込み量が150 m を超える場合は150 m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。 　また、打込み量が150 m を超える場合は150 m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。 　また、打込み量が150 m を超える場合は150 m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。 　また、打込み量が150 m を超える場合は150 m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。 　また、打込み量が150 m を超える場合は150 m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。 　また、打込み量が150 m を超える場合は150 m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

　 水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　 水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　 水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　 水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　 水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　 水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。　 水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。
3333333 3333333

□ 高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。□ 高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。□ 高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。□ 高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。□ 高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。□ 高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。□ 高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法

注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築

 　 センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物 　 センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物 　 センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物 　 センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物 　 センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物 　 センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物 　 センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物

　 ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、　 ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、　 ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、　 ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、　 ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、　 ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、　 ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、

□ 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」□ 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」□ 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」□ 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」□ 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」□ 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」□ 日本建築学会「ＪＡＳＳ６」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」

※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

□ 柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型） □Ｗ型（溶接型） □Ｓ型（スパイラル型）とする。□ 柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型） □Ｗ型（溶接型） □Ｓ型（スパイラル型）とする。□ 柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型） □Ｗ型（溶接型） □Ｓ型（スパイラル型）とする。□ 柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型） □Ｗ型（溶接型） □Ｓ型（スパイラル型）とする。□ 柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型） □Ｗ型（溶接型） □Ｓ型（スパイラル型）とする。□ 柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型） □Ｗ型（溶接型） □Ｓ型（スパイラル型）とする。□ 柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型） □Ｗ型（溶接型） □Ｓ型（スパイラル型）とする。

□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材

（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの
□製作要領書□製作要領書□製作要領書□製作要領書□製作要領書□製作要領書□製作要領書

□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　　都登録　T1　T2　T3　ランク）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　　都登録　T1　T2　T3　ランク）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　　都登録　T1　T2　T3　ランク）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　　都登録　T1　T2　T3　ランク）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　　都登録　T1　T2　T3　ランク）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　　都登録　T1　T2　T3　ランク）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード　　都登録　T1　T2　T3　ランク）

□ベタ基礎　　　　□布基礎　　　□独立基礎　　　　　試験堀　　□有 □無□ベタ基礎　　　　□布基礎　　　□独立基礎　　　　　試験堀　　□有 □無□ベタ基礎　　　　□布基礎　　　□独立基礎　　　　　試験堀　　□有 □無□ベタ基礎　　　　□布基礎　　　□独立基礎　　　　　試験堀　　□有 □無□ベタ基礎　　　　□布基礎　　　□独立基礎　　　　　試験堀　　□有 □無□ベタ基礎　　　　□布基礎　　　□独立基礎　　　　　試験堀　　□有 □無□ベタ基礎　　　　□布基礎　　　□独立基礎　　　　　試験堀　　□有 □無

 PRC（□A種 □B種 □C種） PRC（□A種 □B種 □C種） PRC（□A種 □B種 □C種） PRC（□A種 □B種 □C種） PRC（□A種 □B種 □C種） PRC（□A種 □B種 □C種） PRC（□A種 □B種 □C種）

□ 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理□ 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理□ 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理□ 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理□ 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理□ 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理□ 寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理

　 方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。　 方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。　 方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。　 方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。　 方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。　 方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。　 方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。
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３．地業工事３．地業工事３．地業工事３．地業工事３．地業工事３．地業工事３．地業工事

４．鉄筋コンクリート工事４．鉄筋コンクリート工事４．鉄筋コンクリート工事４．鉄筋コンクリート工事４．鉄筋コンクリート工事４．鉄筋コンクリート工事４．鉄筋コンクリート工事 ５．鉄骨工事５．鉄骨工事５．鉄骨工事５．鉄骨工事５．鉄骨工事５．鉄骨工事５．鉄骨工事
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■■■■■■■ ■■■■■■■
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■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■

 □ D（　16　）以下 □ D（　16　）以下 □ D（　16　）以下 □ D（　16　）以下 □ D（　16　）以下 □ D（　16　）以下 □ D（　16　）以下

 □ D（　19　）以上 □ D（　19　）以上 □ D（　19　）以上 □ D（　19　）以上 □ D（　19　）以上 □ D（　19　）以上 □ D（　19　）以上

■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■

（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査
■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

□ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

工場溶接完了後の検査は下記による工場溶接完了後の検査は下記による工場溶接完了後の検査は下記による工場溶接完了後の検査は下記による工場溶接完了後の検査は下記による工場溶接完了後の検査は下記による工場溶接完了後の検査は下記による

工事現場溶接完了後の検査は下記による工事現場溶接完了後の検査は下記による工事現場溶接完了後の検査は下記による工事現場溶接完了後の検査は下記による工事現場溶接完了後の検査は下記による工事現場溶接完了後の検査は下記による工事現場溶接完了後の検査は下記による

　　検査技術者　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、　　検査技術者　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、　　検査技術者　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、　　検査技術者　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、　　検査技術者　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、　　検査技術者　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、　　検査技術者　：日本非破壊検査協会により認定された超音波探傷試験による資格者、又は、

　　　　　　　　　同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受け　　　　　　　　　同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受け　　　　　　　　　同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受け　　　　　　　　　同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受け　　　　　　　　　同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受け　　　　　　　　　同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受け　　　　　　　　　同等の技量を有する者とし、資格証明などを監督員に提出して承諾を受け

　　　　　　　　　た者とする。　　　　　　　　　た者とする。　　　　　　　　　た者とする。　　　　　　　　　た者とする。　　　　　　　　　た者とする。　　　　　　　　　た者とする。　　　　　　　　　た者とする。

　　　　　　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする　　　　　　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする　　　　　　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする　　　　　　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする　　　　　　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする　　　　　　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする　　　　　　　　: 検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする

(1) 第三者検査　：現場溶接部分の検査は全箇所行う(1) 第三者検査　：現場溶接部分の検査は全箇所行う(1) 第三者検査　：現場溶接部分の検査は全箇所行う(1) 第三者検査　：現場溶接部分の検査は全箇所行う(1) 第三者検査　：現場溶接部分の検査は全箇所行う(1) 第三者検査　：現場溶接部分の検査は全箇所行う(1) 第三者検査　：現場溶接部分の検査は全箇所行う

 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする 　　　　 　　　：検査は、当該工場の鉄骨製作工場に所属しない検査機関が行うものとする

(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ　4.0　％・第　6　水準とする(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ　4.0　％・第　6　水準とする(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ　4.0　％・第　6　水準とする(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ　4.0　％・第　6　水準とする(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ　4.0　％・第　6　水準とする(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ　4.0　％・第　6　水準とする(2) 第三者検査　：完全溶け込み溶接部はＡＯＱＬ　4.0　％・第　6　水準とする

(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う(1) 社内検査　　：完全溶け込み溶接部分の超音波探傷試験は全箇所行う

　　　　　　　　　定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　　　　　　　　　定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　　　　　　　　　定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　　　　　　　　　定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　　　　　　　　　定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　　　　　　　　　定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。　　　　　　　　　定は超音波探傷試験３種技術者が行うものとする。

（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別 □改築□改築□改築□改築□改築□改築□改築□増改築□増改築□増改築□増改築□増改築□増改築□増改築□増築□増築□増築□増築□増築□増築□増築

□受水槽　　　　kN□受水槽　　　　kN□受水槽　　　　kN□受水槽　　　　kN□受水槽　　　　kN□受水槽　　　　kN□受水槽　　　　kN

□門塀□門塀□門塀□門塀□門塀□門塀□門塀 □駐輪場□駐輪場□駐輪場□駐輪場□駐輪場□駐輪場□駐輪場 □機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□機械式駐車場□擁壁□擁壁□擁壁□擁壁□擁壁□擁壁□擁壁

□木造（Ｗ）□木造（Ｗ）□木造（Ｗ）□木造（Ｗ）□木造（Ｗ）□木造（Ｗ）□木造（Ｗ） □補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

□□□□□□□

□エレベータ　人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）　□リフト　　kN　□ホイスト　　kN□エレベータ　人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）　□リフト　　kN　□ホイスト　　kN□エレベータ　人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）　□リフト　　kN　□ホイスト　　kN□エレベータ　人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）　□リフト　　kN　□ホイスト　　kN□エレベータ　人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）　□リフト　　kN　□ホイスト　　kN□エレベータ　人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）　□リフト　　kN　□ホイスト　　kN□エレベータ　人乗（マシンルームレス　ロープ式　油圧式）　□リフト　　kN　□ホイスト　　kN

□倉庫積載床用　　　　N/m □倉庫積載床用　　　　N/m □倉庫積載床用　　　　N/m □倉庫積載床用　　　　N/m □倉庫積載床用　　　　N/m □倉庫積載床用　　　　N/m □倉庫積載床用　　　　N/m 
2222222

□□□□□□□

（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別

（４）階　数（４）階　数（４）階　数（４）階　数（４）階　数（４）階　数（４）階　数

（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途

（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物

（７）特別な荷重（７）特別な荷重（７）特別な荷重（７）特別な荷重（７）特別な荷重（７）特別な荷重（７）特別な荷重

（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事
□　□　□　□　□　□　□　

□　□　□　□　□　□　□　

□鉄骨造（Ｓ）□鉄骨造（Ｓ）□鉄骨造（Ｓ）□鉄骨造（Ｓ）□鉄骨造（Ｓ）□鉄骨造（Ｓ）□鉄骨造（Ｓ）

□新築□新築□新築□新築□新築□新築□新築

□有　（　　　　　　　　　　　　　　）□無□有　（　　　　　　　　　　　　　　）□無□有　（　　　　　　　　　　　　　　）□無□有　（　　　　　　　　　　　　　　）□無□有　（　　　　　　　　　　　　　　）□無□有　（　　　　　　　　　　　　　　）□無□有　（　　　　　　　　　　　　　　）□無

□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　

３．地　　盤３．地　　盤３．地　　盤３．地　　盤３．地　　盤３．地　　盤３．地　　盤

（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁（６）屋根、床、壁

仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

 □スライド　 □ボルト止め □スライド　 □ボルト止め □スライド　 □ボルト止め □スライド　 □ボルト止め □スライド　 □ボルト止め □スライド　 □ボルト止め □スライド　 □ボルト止め
 □壁　 □床版 □壁　 □床版 □壁　 □床版 □壁　 □床版 □壁　 □床版 □壁　 □床版 □壁　 □床版

 □ロッキング □ □ロッキング □ □ロッキング □ □ロッキング □ □ロッキング □ □ロッキング □ □ロッキング □

 折　版 折　版 折　版 折　版 折　版 折　版 折　版

 □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □

 □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ キーストンプレート（JIS G 3352) キーストンプレート（JIS G 3352) キーストンプレート（JIS G 3352) キーストンプレート（JIS G 3352) キーストンプレート（JIS G 3352) キーストンプレート（JIS G 3352) キーストンプレート（JIS G 3352)

 特殊デッキプレート（JIS G 3352） 特殊デッキプレート（JIS G 3352） 特殊デッキプレート（JIS G 3352） 特殊デッキプレート（JIS G 3352） 特殊デッキプレート（JIS G 3352） 特殊デッキプレート（JIS G 3352） 特殊デッキプレート（JIS G 3352）

型式　厚　その他型式　厚　その他型式　厚　その他型式　厚　その他型式　厚　その他型式　厚　その他型式　厚　その他材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種材　　種

 　　　　　　厚 　　　　　　厚 　　　　　　厚 　　　　　　厚 　　　　　　厚 　　　　　　厚 　　　　　　厚

 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚

 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚 型式　　　　厚

 □屋根 □ □屋根 □ □屋根 □ □屋根 □ □屋根 □ □屋根 □ □屋根 □

 □ □ □ □ □ □ □

 □ □ □ □ □ □ □

 ALC 　　　　　　　（JIS A 5416） ALC 　　　　　　　（JIS A 5416） ALC 　　　　　　　（JIS A 5416） ALC 　　　　　　　（JIS A 5416） ALC 　　　　　　　（JIS A 5416） ALC 　　　　　　　（JIS A 5416） ALC 　　　　　　　（JIS A 5416）

■■■■■■■  □ □ □ □ □ □ □■■■■■■■ □ □ □ □ □ □ □■■■■■■■意匠図による意匠図による意匠図による意匠図による意匠図による意匠図による意匠図による

 デッキプレート デッキプレート デッキプレート デッキプレート デッキプレート デッキプレート デッキプレート

別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照

２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表
（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート （レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

 捨てコンクリート 捨てコンクリート 捨てコンクリート 捨てコンクリート 捨てコンクリート 捨てコンクリート 捨てコンクリート

 土間コンクリート 土間コンクリート 土間コンクリート 土間コンクリート 土間コンクリート 土間コンクリート 土間コンクリート

 基礎・基礎梁 基礎・基礎梁 基礎・基礎梁 基礎・基礎梁 基礎・基礎梁 基礎・基礎梁 基礎・基礎梁

 柱・梁・床・壁 柱・梁・床・壁 柱・梁・床・壁 柱・梁・床・壁 柱・梁・床・壁 柱・梁・床・壁 柱・梁・床・壁

 押えコンクリート 押えコンクリート 押えコンクリート 押えコンクリート 押えコンクリート 押えコンクリート 押えコンクリート

 細骨材の種類 細骨材の種類 細骨材の種類 細骨材の種類 細骨材の種類 細骨材の種類 細骨材の種類

 粗骨材の種類 粗骨材の種類 粗骨材の種類 粗骨材の種類 粗骨材の種類 粗骨材の種類 粗骨材の種類

 水の区分 水の区分 水の区分 水の区分 水の区分 水の区分 水の区分

 呼び強度を保証する材齢、養生 呼び強度を保証する材齢、養生 呼び強度を保証する材齢、養生 呼び強度を保証する材齢、養生 呼び強度を保証する材齢、養生 呼び強度を保証する材齢、養生 呼び強度を保証する材齢、養生

□単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。□単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。□単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。□単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。□単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。□単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。□単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。

（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類 径径径径径径径 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋
（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)

（□ JIS A 5406)（□ JIS A 5406)（□ JIS A 5406)（□ JIS A 5406)（□ JIS A 5406)（□ JIS A 5406)（□ JIS A 5406)

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

○使用箇所の詳細については別途図示とする。　○使用箇所の詳細については別途図示とする。　○使用箇所の詳細については別途図示とする。　○使用箇所の詳細については別途図示とする。　○使用箇所の詳細については別途図示とする。　○使用箇所の詳細については別途図示とする。　○使用箇所の詳細については別途図示とする。　

（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト
□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト

　□F10T (JIS B1186）　□F10T (JIS B1186）　□F10T (JIS B1186）　□F10T (JIS B1186）　□F10T (JIS B1186）　□F10T (JIS B1186）　□F10T (JIS B1186）

□アンカーボルト□アンカーボルト□アンカーボルト□アンカーボルト□アンカーボルト□アンカーボルト□アンカーボルト

□SS400　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□SS400　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□SS400　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□SS400　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□SS400　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□SS400　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□SS400　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）

□     　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□     　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□     　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□     　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□     　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□     　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）□     　　M　　　　L=　　　　　㎜　ナット（□シングル、□ダブル）

□頭付スタッドボルト□頭付スタッドボルト□頭付スタッドボルト□頭付スタッドボルト□頭付スタッドボルト□頭付スタッドボルト□頭付スタッドボルト

 □重ね継手 □重ね継手 □重ね継手 □重ね継手 □重ね継手 □重ね継手 □重ね継手

 □ガス圧接継手 □ガス圧接継手 □ガス圧接継手 □ガス圧接継手 □ガス圧接継手 □ガス圧接継手 □ガス圧接継手

 □溶接継手 □溶接継手 □溶接継手 □溶接継手 □溶接継手 □溶接継手 □溶接継手

 □機械式継手 □機械式継手 □機械式継手 □機械式継手 □機械式継手 □機械式継手 □機械式継手

（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）

各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については各継手の使用詳細については
本使用5.(2)鉄筋の項の鉄筋本使用5.(2)鉄筋の項の鉄筋本使用5.(2)鉄筋の項の鉄筋本使用5.(2)鉄筋の項の鉄筋本使用5.(2)鉄筋の項の鉄筋本使用5.(2)鉄筋の項の鉄筋本使用5.(2)鉄筋の項の鉄筋
継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。継手等の■にて表示すること。

 □  □  □  □  □  □  □ 

 □ 材種 □ 材種 □ 材種 □ 材種 □ 材種 □ 材種 □ 材種 高強度せん断補強筋 高強度せん断補強筋 高強度せん断補強筋 高強度せん断補強筋 高強度せん断補強筋 高強度せん断補強筋 高強度せん断補強筋

 □ 大臣認定番号 MSRB- □ 大臣認定番号 MSRB- □ 大臣認定番号 MSRB- □ 大臣認定番号 MSRB- □ 大臣認定番号 MSRB- □ 大臣認定番号 MSRB- □ 大臣認定番号 MSRB-

 □ SR235 □ SR235 □ SR235 □ SR235 □ SR235 □ SR235 □ SR235

 □  □  □  □  □  □  □ 

 丸　　鋼（JIS G 3112) 丸　　鋼（JIS G 3112) 丸　　鋼（JIS G 3112) 丸　　鋼（JIS G 3112) 丸　　鋼（JIS G 3112) 丸　　鋼（JIS G 3112) 丸　　鋼（JIS G 3112)

 溶接金網（JIS G 3551) 溶接金網（JIS G 3551) 溶接金網（JIS G 3551) 溶接金網（JIS G 3551) 溶接金網（JIS G 3551) 溶接金網（JIS G 3551) 溶接金網（JIS G 3551)

 JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無  JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無  JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無  JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G JIS G

 □SM400 □SM400 □SM400 □SM400 □SM400 □SM400 □SM400  □SN400 A, B, C □SN400 A, B, C □SN400 A, B, C □SN400 A, B, C □SN400 A, B, C □SN400 A, B, C □SN400 A, B, C □SS400 □SS400 □SS400 □SS400 □SS400 □SS400 □SS400

 □STKR490 □STKR490 □STKR490 □STKR490 □STKR490 □STKR490 □STKR490  □ □ □ □ □ □ □ □STKR400 □STKR400 □STKR400 □STKR400 □STKR400 □STKR400 □STKR400

 □BCP235 □BCP235 □BCP235 □BCP235 □BCP235 □BCP235 □BCP235  □BCP325 □BCP325 □BCP325 □BCP325 □BCP325 □BCP325 □BCP325 □BCR295 □BCR295 □BCR295 □BCR295 □BCR295 □BCR295 □BCR295

 □SN490 B □SN490 B □SN490 B □SN490 B □SN490 B □SN490 B □SN490 B  □SN490 C □SN490 C □SN490 C □SN490 C □SN490 C □SN490 C □SN490 C □SM490 A □SM490 A □SM490 A □SM490 A □SM490 A □SM490 A □SM490 A

 □ □ □ □ □ □ □ □SSC400 □SSC400 □SSC400 □SSC400 □SSC400 □SSC400 □SSC400

 □ JIS Z □ JIS Z □ JIS Z □ JIS Z □ JIS Z □ JIS Z □ JIS Z 溶接材料 溶接材料 溶接材料 溶接材料 溶接材料 溶接材料 溶接材料

適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所

3333333

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量

□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量□普通、□軽量

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類
設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ
Fc = N/㎜Fc = N/㎜Fc = N/㎜Fc = N/㎜Fc = N/㎜Fc = N/㎜Fc = N/㎜ Fq = N/㎜Fq = N/㎜Fq = N/㎜Fq = N/㎜Fq = N/㎜Fq = N/㎜Fq = N/㎜ cmcmcmcmcmcmcm

 比重 比重 比重 比重 比重 比重 比重

　□ 砂　□ 砂　□ 砂　□ 砂　□ 砂　□ 砂　□ 砂

　□ 砂利　□ 砂利　□ 砂利　□ 砂利　□ 砂利　□ 砂利　□ 砂利

　□ 水道水　□ 水道水　□ 水道水　□ 水道水　□ 水道水　□ 水道水　□ 水道水

　□ AE減水剤　□ AE減水剤　□ AE減水剤　□ AE減水剤　□ AE減水剤　□ AE減水剤　□ AE減水剤

備考備考備考備考備考備考備考2222222 2222222

□ 山砂□ 山砂□ 山砂□ 山砂□ 山砂□ 山砂□ 山砂

□ 砕石□ 砕石□ 砕石□ 砕石□ 砕石□ 砕石□ 砕石

□ 地下水□ 地下水□ 地下水□ 地下水□ 地下水□ 地下水□ 地下水

□ 高性能AE減水剤□ 高性能AE減水剤□ 高性能AE減水剤□ 高性能AE減水剤□ 高性能AE減水剤□ 高性能AE減水剤□ 高性能AE減水剤

 □ 人工 □ 人工 □ 人工 □ 人工 □ 人工 □ 人工 □ 人工

 □ 人工 □ 人工 □ 人工 □ 人工 □ 人工 □ 人工 □ 人工

 □ 工業用水 □ 工業用水 □ 工業用水 □ 工業用水 □ 工業用水 □ 工業用水 □ 工業用水

 □ □ □ □ □ □ □  □ □ □ □ □ □ □

 □ □ □ □ □ □ □

 □ □ □ □ □ □ □

 □ □ □ □ □ □ □

　□ 材齢（□ 28日　　 　□ 56日　　 □　　　　□　　　）　□ 材齢（□ 28日　　 　□ 56日　　 □　　　　□　　　）　□ 材齢（□ 28日　　 　□ 56日　　 □　　　　□　　　）　□ 材齢（□ 28日　　 　□ 56日　　 □　　　　□　　　）　□ 材齢（□ 28日　　 　□ 56日　　 □　　　　□　　　）　□ 材齢（□ 28日　　 　□ 56日　　 □　　　　□　　　）　□ 材齢（□ 28日　　 　□ 56日　　 □　　　　□　　　）

　□ 養生（□現場封かん　□現場水中　□標準　　□　　　）　□ 養生（□現場封かん　□現場水中　□標準　　□　　　）　□ 養生（□現場封かん　□現場水中　□標準　　□　　　）　□ 養生（□現場封かん　□現場水中　□標準　　□　　　）　□ 養生（□現場封かん　□現場水中　□標準　　□　　　）　□ 養生（□現場封かん　□現場水中　□標準　　□　　　）　□ 養生（□現場封かん　□現場水中　□標準　　□　　　）

□ A種　□ B種　□ C種　厚 □ 100　□ 120　□ 150　□190　　　使用箇所（□　　　□　　　）□ A種　□ B種　□ C種　厚 □ 100　□ 120　□ 150　□190　　　使用箇所（□　　　□　　　）□ A種　□ B種　□ C種　厚 □ 100　□ 120　□ 150　□190　　　使用箇所（□　　　□　　　）□ A種　□ B種　□ C種　厚 □ 100　□ 120　□ 150　□190　　　使用箇所（□　　　□　　　）□ A種　□ B種　□ C種　厚 □ 100　□ 120　□ 150　□190　　　使用箇所（□　　　□　　　）□ A種　□ B種　□ C種　厚 □ 100　□ 120　□ 150　□190　　　使用箇所（□　　　□　　　）□ A種　□ B種　□ C種　厚 □ 100　□ 120　□ 150　□190　　　使用箇所（□　　　□　　　）

（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋

（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨

φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ=　　　L=　　　㎜　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

3333333

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量■普通、□軽量

 □ SD295 A □ SD295 A □ SD295 A □ SD295 A □ SD295 A □ SD295 A □ SD295 A

 □ SD295 B □ SD295 B □ SD295 B □ SD295 B □ SD295 B □ SD295 B □ SD295 B

 □ SD345 □ SD345 □ SD345 □ SD345 □ SD345 □ SD345 □ SD345

 □ SD390 □ SD390 □ SD390 □ SD390 □ SD390 □ SD390 □ SD390 D29以上D29以上D29以上D29以上D29以上D29以上D29以上

D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25

□S10T 認定番号（MBLT-0118）□S10T 認定番号（MBLT-0118）□S10T 認定番号（MBLT-0118）□S10T 認定番号（MBLT-0118）□S10T 認定番号（MBLT-0118）□S10T 認定番号（MBLT-0118）□S10T 認定番号（MBLT-0118） （□M16、□M20、□M22、□M24）（□M16、□M20、□M22、□M24）（□M16、□M20、□M22、□M24）（□M16、□M20、□M22、□M24）（□M16、□M20、□M22、□M24）（□M16、□M20、□M22、□M24）（□M16、□M20、□M22、□M24）□F8T 認定番号（　）□F8T 認定番号（　）□F8T 認定番号（　）□F8T 認定番号（　）□F8T 認定番号（　）□F8T 認定番号（　）□F8T 認定番号（　）

□ボルト（JIS B1180） M12　　M16　　□ 4.8(4T)　□　□ボルト（JIS B1180） M12　　M16　　□ 4.8(4T)　□　□ボルト（JIS B1180） M12　　M16　　□ 4.8(4T)　□　□ボルト（JIS B1180） M12　　M16　　□ 4.8(4T)　□　□ボルト（JIS B1180） M12　　M16　　□ 4.8(4T)　□　□ボルト（JIS B1180） M12　　M16　　□ 4.8(4T)　□　□ボルト（JIS B1180） M12　　M16　　□ 4.8(4T)　□　

18.018.018.018.018.018.018.0

21.021.021.021.021.021.021.0

21.021.021.021.021.021.021.0

21.021.021.021.021.021.021.0

15151515151515

18181818181818

18181818181818

18181818181818

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ 混和材料の種類　（　JIS　R5210　） 混和材料の種類　（　JIS　R5210　） 混和材料の種類　（　JIS　R5210　） 混和材料の種類　（　JIS　R5210　） 混和材料の種類　（　JIS　R5210　） 混和材料の種類　（　JIS　R5210　） 混和材料の種類　（　JIS　R5210　）

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

 大臣認定品 認定番号 MSTL-0377 大臣認定品 認定番号 MSTL-0377 大臣認定品 認定番号 MSTL-0377 大臣認定品 認定番号 MSTL-0377 大臣認定品 認定番号 MSTL-0377 大臣認定品 認定番号 MSTL-0377 大臣認定品 認定番号 MSTL-0377

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

（10）構造計算ルート等（10）構造計算ルート等（10）構造計算ルート等（10）構造計算ルート等（10）構造計算ルート等（10）構造計算ルート等（10）構造計算ルート等
（９）増築計画（９）増築計画（９）増築計画（９）増築計画（９）増築計画（９）増築計画（９）増築計画

（11）一般事項（11）一般事項（11）一般事項（11）一般事項（11）一般事項（11）一般事項（11）一般事項
適用範囲　　１．本仕様書は、当該工事および付帯工事に適用する。適用範囲　　１．本仕様書は、当該工事および付帯工事に適用する。適用範囲　　１．本仕様書は、当該工事および付帯工事に適用する。適用範囲　　１．本仕様書は、当該工事および付帯工事に適用する。適用範囲　　１．本仕様書は、当該工事および付帯工事に適用する。適用範囲　　１．本仕様書は、当該工事および付帯工事に適用する。適用範囲　　１．本仕様書は、当該工事および付帯工事に適用する。

　　　　　　２．設計指示書、構造特記仕様書、設計図に記載されていない事項は下記による。　　　　　　２．設計指示書、構造特記仕様書、設計図に記載されていない事項は下記による。　　　　　　２．設計指示書、構造特記仕様書、設計図に記載されていない事項は下記による。　　　　　　２．設計指示書、構造特記仕様書、設計図に記載されていない事項は下記による。　　　　　　２．設計指示書、構造特記仕様書、設計図に記載されていない事項は下記による。　　　　　　２．設計指示書、構造特記仕様書、設計図に記載されていない事項は下記による。　　　　　　２．設計指示書、構造特記仕様書、設計図に記載されていない事項は下記による。

　　　　　　　　・公共建築工事標準仕様書　最新版　　　　　　　　・公共建築工事標準仕様書　最新版　　　　　　　　・公共建築工事標準仕様書　最新版　　　　　　　　・公共建築工事標準仕様書　最新版　　　　　　　　・公共建築工事標準仕様書　最新版　　　　　　　　・公共建築工事標準仕様書　最新版　　　　　　　　・公共建築工事標準仕様書　最新版

　　　　　　　　・建築工事標準仕様書（JASS）最新版　　　　　　　　・建築工事標準仕様書（JASS）最新版　　　　　　　　・建築工事標準仕様書（JASS）最新版　　　　　　　　・建築工事標準仕様書（JASS）最新版　　　　　　　　・建築工事標準仕様書（JASS）最新版　　　　　　　　・建築工事標準仕様書（JASS）最新版　　　　　　　　・建築工事標準仕様書（JASS）最新版

　　　　　　　　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判　　　　　　　　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判　　　　　　　　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判　　　　　　　　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判　　　　　　　　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判　　　　　　　　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判　　　　　　　　：技術者の資格は、超音波探傷試験２種技術者以上とし、試験結果の合否判

□ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。□ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。□ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。□ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。□ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。□ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。□ 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

□ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。□ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。□ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。□ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。□ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。□ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。□ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

□ 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して□ 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して□ 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して□ 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して□ 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して□ 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して□ 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

□ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さ５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さ５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さ５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さ５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さ５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さ５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□ 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さ５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

□ 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。□ 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。□ 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。□ 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。□ 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。□ 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。□ 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

□ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。□ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。□ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。□ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。□ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。□ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。□ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

□ エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□ エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□ エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□ エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□ エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□ エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□ エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ

　 ５ｃｍ以上を原則とする。　 ５ｃｍ以上を原則とする。　 ５ｃｍ以上を原則とする。　 ５ｃｍ以上を原則とする。　 ５ｃｍ以上を原則とする。　 ５ｃｍ以上を原則とする。　 ５ｃｍ以上を原則とする。

□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

□ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。□ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。□ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。□ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。□ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。□ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。□ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

６．設備関係６．設備関係６．設備関係６．設備関係６．設備関係６．設備関係６．設備関係

７．その他７．その他７．その他７．その他７．その他７．その他７．その他

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

　　　波探傷検査を100%行うこと　　　波探傷検査を100%行うこと　　　波探傷検査を100%行うこと　　　波探傷検査を100%行うこと　　　波探傷検査を100%行うこと　　　波探傷検査を100%行うこと　　　波探傷検査を100%行うこと

　　　こと　　　こと　　　こと　　　こと　　　こと　　　こと　　　こと

注２）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音注２）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音注２）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音注２）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音注２）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音注２）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音注２）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音

注３）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告する注３）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告する注３）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告する注３）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告する注３）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告する注３）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告する注３）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告する

注１）第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる注１）第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる注１）第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる注１）第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる注１）第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる注１）第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる注１）第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させる

　　　ために自ら契約した検査会社をいう。　　　ために自ら契約した検査会社をいう。　　　ために自ら契約した検査会社をいう。　　　ために自ら契約した検査会社をいう。　　　ために自ら契約した検査会社をいう。　　　ために自ら契約した検査会社をいう。　　　ために自ら契約した検査会社をいう。

■■■■■■■

□ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）□ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

　 軸力導入試験　□要 □否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要 □否　 軸力導入試験　□要 □否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要 □否　 軸力導入試験　□要 □否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要 □否　 軸力導入試験　□要 □否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要 □否　 軸力導入試験　□要 □否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要 □否　 軸力導入試験　□要 □否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要 □否　 軸力導入試験　□要 □否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要 □否

（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装
□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

　 4 つ星 2 回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。　 4 つ星 2 回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。　 4 つ星 2 回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。　 4 つ星 2 回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。　 4 つ星 2 回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。　 4 つ星 2 回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。　 4 つ星 2 回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工事塗装と同じ□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工事塗装と同じ□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工事塗装と同じ□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工事塗装と同じ□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工事塗装と同じ□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工事塗装と同じ□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工事塗装と同じ

　 錆止めペイントを使用し、2 回塗りとする。　 錆止めペイントを使用し、2 回塗りとする。　 錆止めペイントを使用し、2 回塗りとする。　 錆止めペイントを使用し、2 回塗りとする。　 錆止めペイントを使用し、2 回塗りとする。　 錆止めペイントを使用し、2 回塗りとする。　 錆止めペイントを使用し、2 回塗りとする。

□□□□□□□

（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料

■■■■■■■

■■■■■■■　 錆止めのペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　を使用して、　 錆止めのペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　を使用して、　 錆止めのペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　を使用して、　 錆止めのペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　を使用して、　 錆止めのペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　を使用して、　 錆止めのペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　を使用して、　 錆止めのペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　を使用して、

■■■■■■■

■■■■■■■

　 □ トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。　 □ トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。　 □ トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。　 □ トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。　 □ トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。　 □ トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。　 □ トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

　 □ 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認　 □ 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認　 □ 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認　 □ 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認　 □ 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認　 □ 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認　 □ 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認

　  　する。　  　する。　  　する。　  　する。　  　する。　  　する。　  　する。

■■■■■■■

 □ □ □ □ □ □ □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □ □床版 □

Y方向ルート　（　　　）Y方向ルート　（　　　）Y方向ルート　（　　　）Y方向ルート　（　　　）Y方向ルート　（　　　）Y方向ルート　（　　　）Y方向ルート　（　　　）

　　　　　　　　・静岡県建築構造設計指針・同解説　最新版（Z=1.20のみ考慮）　　　　　　　　・静岡県建築構造設計指針・同解説　最新版（Z=1.20のみ考慮）　　　　　　　　・静岡県建築構造設計指針・同解説　最新版（Z=1.20のみ考慮）　　　　　　　　・静岡県建築構造設計指針・同解説　最新版（Z=1.20のみ考慮）　　　　　　　　・静岡県建築構造設計指針・同解説　最新版（Z=1.20のみ考慮）　　　　　　　　・静岡県建築構造設計指針・同解説　最新版（Z=1.20のみ考慮）　　　　　　　　・静岡県建築構造設計指針・同解説　最新版（Z=1.20のみ考慮）

X方向ルート　（　　　）X方向ルート　（　　　）X方向ルート　（　　　）X方向ルート　（　　　）X方向ルート　（　　　）X方向ルート　（　　　）X方向ルート　（　　　）

用途係数　　I=1.00用途係数　　I=1.00用途係数　　I=1.00用途係数　　I=1.00用途係数　　I=1.00用途係数　　I=1.00用途係数　　I=1.00

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下 基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他

基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他基礎・基礎梁他

■■■■■■■■■■■■■■ 大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁

柱柱柱柱柱柱柱

ダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラム

胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■QLデッキQLデッキQLデッキQLデッキQLデッキQLデッキQLデッキ ■■■■■■■

意匠図による意匠図による意匠図による意匠図による意匠図による意匠図による意匠図による

標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による
□ 耐久設計基準強度　Ｆｄ　□短期　□標準　□長期　□超長期□ 耐久設計基準強度　Ｆｄ　□短期　□標準　□長期　□超長期□ 耐久設計基準強度　Ｆｄ　□短期　□標準　□長期　□超長期□ 耐久設計基準強度　Ｆｄ　□短期　□標準　□長期　□超長期□ 耐久設計基準強度　Ｆｄ　□短期　□標準　□長期　□超長期□ 耐久設計基準強度　Ｆｄ　□短期　□標準　□長期　□超長期□ 耐久設計基準強度　Ｆｄ　□短期　□標準　□長期　□超長期

 　 の構造関係技術基準解説書 2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 　 の構造関係技術基準解説書 2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 　 の構造関係技術基準解説書 2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 　 の構造関係技術基準解説書 2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 　 の構造関係技術基準解説書 2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 　 の構造関係技術基準解説書 2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 　 の構造関係技術基準解説書 2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

□ 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□ 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□ 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□ 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□ 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□ 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□ 社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■

 比重 比重 比重 比重 比重 比重 比重

※1※1※1※1※1※1※1
品質基準強度Fqの値品質基準強度Fqの値品質基準強度Fqの値品質基準強度Fqの値品質基準強度Fqの値品質基準強度Fqの値品質基準強度Fqの値
はJASS5最新版によるはJASS5最新版によるはJASS5最新版によるはJASS5最新版によるはJASS5最新版によるはJASS5最新版によるはJASS5最新版による

※1※1※1※1※1※1※1

※1※1※1※1※1※1※1

※1※1※1※1※1※1※1

※1※1※1※1※1※1※1

■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎
深さ GL-　　　　m、支持層-　　　　　、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、支持層-　　　　　、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、支持層-　　　　　、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、支持層-　　　　　、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、支持層-　　　　　、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、支持層-　　　　　、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　載荷試験　□有 □無深さ GL-　　　　m、支持層-　　　　　、長期許容支持力度　　　　　kN/m 　　載荷試験　□有 □無

0000000

地域係数　　Z=1.20地域係数　　Z=1.20地域係数　　Z=1.20地域係数　　Z=1.20地域係数　　Z=1.20地域係数　　Z=1.20地域係数　　Z=1.20

□スーパー・アイマーク工法□スーパー・アイマーク工法□スーパー・アイマーク工法□スーパー・アイマーク工法□スーパー・アイマーク工法□スーパー・アイマーク工法□スーパー・アイマーク工法

杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様

P1P1P1P1P1P1P1

材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料

日日日日日日日年年年年年年年
認定第　　　　 　号認定第　　　　 　号認定第　　　　 　号認定第　　　　 　号認定第　　　　 　号認定第　　　　 　号認定第　　　　 　号

月月月月月月月

 □打ち込み □打ち込み □打ち込み □打ち込み □打ち込み □打ち込み □打ち込み

 □Hyper-ストレート工法 □Hyper-ストレート工法 □Hyper-ストレート工法 □Hyper-ストレート工法 □Hyper-ストレート工法 □Hyper-ストレート工法 □Hyper-ストレート工法

■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■

　　地下　　　 階　　　　地上　　　 階　　　　塔屋　　　 階　　地下　　　 階　　　　地上　　　 階　　　　塔屋　　　 階　　地下　　　 階　　　　地上　　　 階　　　　塔屋　　　 階　　地下　　　 階　　　　地上　　　 階　　　　塔屋　　　 階　　地下　　　 階　　　　地上　　　 階　　　　塔屋　　　 階　　地下　　　 階　　　　地上　　　 階　　　　塔屋　　　 階　　地下　　　 階　　　　地上　　　 階　　　　塔屋　　　 階

□高 架 水 槽　　　　kN　□キュービクル　　　kN　　　□広告塔　　　□煙　突□高 架 水 槽　　　　kN　□キュービクル　　　kN　　　□広告塔　　　□煙　突□高 架 水 槽　　　　kN　□キュービクル　　　kN　　　□広告塔　　　□煙　突□高 架 水 槽　　　　kN　□キュービクル　　　kN　　　□広告塔　　　□煙　突□高 架 水 槽　　　　kN　□キュービクル　　　kN　　　□広告塔　　　□煙　突□高 架 水 槽　　　　kN　□キュービクル　　　kN　　　□広告塔　　　□煙　突□高 架 水 槽　　　　kN　□キュービクル　　　kN　　　□広告塔　　　□煙　突

1111111 1111111

■■■■■■■

粘土質粘土質粘土質粘土質粘土質粘土質粘土質

■■■■■■■

 □スクリューパイルEAZET工法 □スクリューパイルEAZET工法 □スクリューパイルEAZET工法 □スクリューパイルEAZET工法 □スクリューパイルEAZET工法 □スクリューパイルEAZET工法 □スクリューパイルEAZET工法■■■■■■■
TACP-0621TACP-0621TACP-0621TACP-0621TACP-0621TACP-0621TACP-0621

R2R2R2R2R2R2R2 7777777 28282828282828 　　　□JIS□STK490 　　　□JIS□STK490 　　　□JIS□STK490 　　　□JIS□STK490 　　　□JIS□STK490 　　　□JIS□STK490 　　　□JIS□STK490■■■■■■■

[　スクリューパイルEAZET工法　][　スクリューパイルEAZET工法　][　スクリューパイルEAZET工法　][　スクリューパイルEAZET工法　][　スクリューパイルEAZET工法　][　スクリューパイルEAZET工法　][　スクリューパイルEAZET工法　]

P1（基礎：F1）P1（基礎：F1）P1（基礎：F1）P1（基礎：F1）P1（基礎：F1）P1（基礎：F1）P1（基礎：F1）
杭種：EAZET 190.7φ×7.0mm　先端羽根　400.0φ×19mm杭種：EAZET 190.7φ×7.0mm　先端羽根　400.0φ×19mm杭種：EAZET 190.7φ×7.0mm　先端羽根　400.0φ×19mm杭種：EAZET 190.7φ×7.0mm　先端羽根　400.0φ×19mm杭種：EAZET 190.7φ×7.0mm　先端羽根　400.0φ×19mm杭種：EAZET 190.7φ×7.0mm　先端羽根　400.0φ×19mm杭種：EAZET 190.7φ×7.0mm　先端羽根　400.0φ×19mm
杭長：L=8.00m杭長：L=8.00m杭長：L=8.00m杭長：L=8.00m杭長：L=8.00m杭長：L=8.00m杭長：L=8.00m
長期許容鉛直支持力度：314KN/本長期許容鉛直支持力度：314KN/本長期許容鉛直支持力度：314KN/本長期許容鉛直支持力度：314KN/本長期許容鉛直支持力度：314KN/本長期許容鉛直支持力度：314KN/本長期許容鉛直支持力度：314KN/本

■■■■■■■

　　静岡県 菊川市 川上 地内　　静岡県 菊川市 川上 地内　　静岡県 菊川市 川上 地内　　静岡県 菊川市 川上 地内　　静岡県 菊川市 川上 地内　　静岡県 菊川市 川上 地内　　静岡県 菊川市 川上 地内

令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 
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高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士

一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所
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　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）
ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 

2021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.10鉄筋コンクリート構造配筋図（１）鉄筋コンクリート構造配筋図（１）鉄筋コンクリート構造配筋図（１）鉄筋コンクリート構造配筋図（１）鉄筋コンクリート構造配筋図（１）鉄筋コンクリート構造配筋図（１）鉄筋コンクリート構造配筋図（１）

第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋第1帯筋

注3 フックおよび継手の位置は、注3 フックおよび継手の位置は、注3 フックおよび継手の位置は、注3 フックおよび継手の位置は、注3 フックおよび継手の位置は、注3 フックおよび継手の位置は、注3 フックおよび継手の位置は、
    交互とする    交互とする    交互とする    交互とする    交互とする    交互とする    交互とする

    主筋の位置をさける    主筋の位置をさける    主筋の位置をさける    主筋の位置をさける    主筋の位置をさける    主筋の位置をさける    主筋の位置をさける
注2 W型で現場溶接をする場合は注2 W型で現場溶接をする場合は注2 W型で現場溶接をする場合は注2 W型で現場溶接をする場合は注2 W型で現場溶接をする場合は注2 W型で現場溶接をする場合は注2 W型で現場溶接をする場合は
注1 第1帯筋は、梁づらに入れる注1 第1帯筋は、梁づらに入れる注1 第1帯筋は、梁づらに入れる注1 第1帯筋は、梁づらに入れる注1 第1帯筋は、梁づらに入れる注1 第1帯筋は、梁づらに入れる注1 第1帯筋は、梁づらに入れる

両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上
lは片面溶接10dlは片面溶接10dlは片面溶接10dlは片面溶接10dlは片面溶接10dlは片面溶接10dlは片面溶接10d

2d2d2d2d2d2d2d2d2d2d2d2d2d2d

柱かぶり厚さ柱かぶり厚さ柱かぶり厚さ柱かぶり厚さ柱かぶり厚さ柱かぶり厚さ柱かぶり厚さ

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

dddddddddddddd

杭間隔は2xφかつφ+1000以上杭間隔は2xφかつφ+1000以上杭間隔は2xφかつφ+1000以上杭間隔は2xφかつφ+1000以上杭間隔は2xφかつφ+1000以上杭間隔は2xφかつφ+1000以上杭間隔は2xφかつφ+1000以上

L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊

フラットバー@3,000フラットバー@3,000フラットバー@3,000フラットバー@3,000フラットバー@3,000フラットバー@3,000フラットバー@3,000
スぺーサースぺーサースぺーサースぺーサースぺーサースぺーサースぺーサー

杭頭天端より杭頭天端より杭頭天端より杭頭天端より杭頭天端より杭頭天端より杭頭天端より

はかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記による

Ｕ形補強筋Ｕ形補強筋Ｕ形補強筋Ｕ形補強筋Ｕ形補強筋Ｕ形補強筋Ｕ形補強筋

（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書414頁参照）（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書414頁参照）（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書414頁参照）（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書414頁参照）（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書414頁参照）（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書414頁参照）（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書414頁参照）

L2が不足する場合L2が不足する場合L2が不足する場合L2が不足する場合L2が不足する場合L2が不足する場合L2が不足する場合

L１又はL2L１又はL2L１又はL2L１又はL2L１又はL2L１又はL2L１又はL2

2㎜以下2㎜以下2㎜以下2㎜以下2㎜以下2㎜以下2㎜以下

60606060606060

40404040404040

※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3 L1h,L2h又はL3hL1h,L2h又はL3hL1h,L2h又はL3hL1h,L2h又はL3hL1h,L2h又はL3hL1h,L2h又はL3hL1h,L2h又はL3h

直線定着ﾌｯｸあり直線定着ﾌｯｸあり直線定着ﾌｯｸあり直線定着ﾌｯｸあり直線定着ﾌｯｸあり直線定着ﾌｯｸあり直線定着ﾌｯｸあり

ｌｌｌｌｌｌｌ

直線定着ﾌｯｸなし直線定着ﾌｯｸなし直線定着ﾌｯｸなし直線定着ﾌｯｸなし直線定着ﾌｯｸなし直線定着ﾌｯｸなし直線定着ﾌｯｸなし

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

LｂLｂLｂLｂLｂLｂLｂ

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L 2

鉄筋の定着の方法鉄筋の定着の方法鉄筋の定着の方法鉄筋の定着の方法鉄筋の定着の方法鉄筋の定着の方法鉄筋の定着の方法

a=0.5L1ha=0.5L1ha=0.5L1ha=0.5L1ha=0.5L1ha=0.5L1ha=0.5L1h

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

aaaaaaa

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

a≧0.5L1ha≧0.5L1ha≧0.5L1ha≧0.5L1ha≧0.5L1ha≧0.5L1ha≧0.5L1h aaaaaaa

(3)鉄筋の定着の長さ（表２）(3)鉄筋の定着の長さ（表２）(3)鉄筋の定着の長さ（表２）(3)鉄筋の定着の長さ（表２）(3)鉄筋の定着の長さ（表２）(3)鉄筋の定着の長さ（表２）(3)鉄筋の定着の長さ（表２）

L3hL3hL3hL3hL3hL3hL3h

SD295A･SD295B･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4dSD295A･SD295B･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4dSD295A･SD295B･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4dSD295A･SD295B･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4dSD295A･SD295B･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4dSD295A･SD295B･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4dSD295A･SD295B･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4d

L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L 2

(2) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長(2) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長(2) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長(2) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長(2) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長(2) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長(2) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長

L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊

L2hL2hL2hL2hL2hL2hL2h

標
準

1
00

0
標

準
1
00

0
標

準
1
00

0
標

準
1
00

0
標

準
1
00

0
標

準
1
00

0
標

準
1
00

0

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L 2

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L
2

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L
2

15
d

15
d

15
d

15
d

15
d

15
d

15
d

1
5d1
5d

1
5d

1
5d 1
5d

1
5d

1
5d

3-D163-D163-D163-D163-D163-D163-D16

L2hを確保できない場合は、2､(3)によるL2hを確保できない場合は、2､(3)によるL2hを確保できない場合は、2､(3)によるL2hを確保できない場合は、2､(3)によるL2hを確保できない場合は、2､(3)によるL2hを確保できない場合は、2､(3)によるL2hを確保できない場合は、2､(3)による

＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L
2

3-
D1

6
3-

D1
6

3-
D1

6
3-

D1
6

3-
D1

6
3-

D1
6

3-
D1

6

(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

d，その他、本配筋標準に記載する箇所d，その他、本配筋標準に記載する箇所d，その他、本配筋標準に記載する箇所d，その他、本配筋標準に記載する箇所d，その他、本配筋標準に記載する箇所d，その他、本配筋標準に記載する箇所d，その他、本配筋標準に記載する箇所

c，単純梁の下端筋c，単純梁の下端筋c，単純梁の下端筋c，単純梁の下端筋c，単純梁の下端筋c，単純梁の下端筋c，単純梁の下端筋

b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

a，あばら筋,帯筋a，あばら筋,帯筋a，あばら筋,帯筋a，あばら筋,帯筋a，あばら筋,帯筋a，あばら筋,帯筋a，あばら筋,帯筋

隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍

基 礎・擁 壁・耐圧スラブ基 礎・擁 壁・耐圧スラブ基 礎・擁 壁・耐圧スラブ基 礎・擁 壁・耐圧スラブ基 礎・擁 壁・耐圧スラブ基 礎・擁 壁・耐圧スラブ基 礎・擁 壁・耐圧スラブ

擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ擁壁・耐圧スラブ

投影定着長さ（表３）投影定着長さ（表３）投影定着長さ（表３）投影定着長さ（表３）投影定着長さ（表３）投影定着長さ（表３）投影定着長さ（表３）

(2)鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）(2)鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）(2)鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）(2)鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）(2)鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）(2)鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）(2)鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）

L1L1L1L1L1L1L1

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

La(但し、柱せいLa(但し、柱せいLa(但し、柱せいLa(但し、柱せいLa(但し、柱せいLa(但し、柱せいLa(但し、柱せい

30d30d30d30d30d30d30d

(4) かぶり厚さ (単位：㎜)(4) かぶり厚さ (単位：㎜)(4) かぶり厚さ (単位：㎜)(4) かぶり厚さ (単位：㎜)(4) かぶり厚さ (単位：㎜)(4) かぶり厚さ (単位：㎜)(4) かぶり厚さ (単位：㎜)

【※】表の長さを全長で確保する【※】表の長さを全長で確保する【※】表の長さを全長で確保する【※】表の長さを全長で確保する【※】表の長さを全長で確保する【※】表の長さを全長で確保する【※】表の長さを全長で確保する

の3/4倍以上の3/4倍以上の3/4倍以上の3/4倍以上の3/4倍以上の3/4倍以上の3/4倍以上

LaLaLaLaLaLaLa

ddddddd
d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下ddddddd1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上ddddddd

1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上

重ね継手(下図のいずれかとする)重ね継手(下図のいずれかとする)重ね継手(下図のいずれかとする)重ね継手(下図のいずれかとする)重ね継手(下図のいずれかとする)重ね継手(下図のいずれかとする)重ね継手(下図のいずれかとする)

a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400

  圧接継手  圧接継手  圧接継手  圧接継手  圧接継手  圧接継手  圧接継手

dddddddθθθθθθθ

θ＞80°θ＞80°θ＞80°θ＞80°θ＞80°θ＞80°θ＞80°

  ガス圧接形状  ガス圧接形状  ガス圧接形状  ガス圧接形状  ガス圧接形状  ガス圧接形状  ガス圧接形状

30d30d30d30d30d30d30d

30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d

25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d

45d45d45d45d45d45d45d

50d50d50d50d50d50d50d

35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d

45d45d45d45d45d45d45d

(ﾌｯｸあり)(ﾌｯｸあり)(ﾌｯｸあり)(ﾌｯｸあり)(ﾌｯｸあり)(ﾌｯｸあり)(ﾌｯｸあり)(ﾌｯｸなし)(ﾌｯｸなし)(ﾌｯｸなし)(ﾌｯｸなし)(ﾌｯｸなし)(ﾌｯｸなし)(ﾌｯｸなし)

L1L1L1L1L1L1L1

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d

20d20d20d20d20d20d20d

LbLbLbLbLbLbLb
L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

10d10d10d10d10d10d10d

25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d

25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d
以上以上以上以上以上以上以上
150mm150mm150mm150mm150mm150mm150mm
かつかつかつかつかつかつかつ
10d10d10d10d10d10d10d

20d20d20d20d20d20d20d

35d35d35d35d35d35d35d40d40d40d40d40d40d40d

45d45d45d45d45d45d45d

50d50d50d50d50d50d50d

35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

24､2724､2724､2724､2724､2724､2724､27

21212121212121

18181818181818

20d20d20d20d20d20d20d

25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d

25d25d25d25d25d25d25d

30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d

30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d

35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d

45d45d45d45d45d45d45d

24､2724､2724､2724､2724､2724､2724､27

21212121212121

18181818181818

フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり

ｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞ小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁ｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞｽﾗﾌﾞ小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

L3L3L3L3L3L3L3
L2L2L2L2L2L2L2

フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし

Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)

基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B
SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

24､2724､2724､2724､2724､2724､2724､27

21212121212121

18181818181818

24､2724､2724､2724､2724､2724､2724､27

21212121212121

18181818181818

Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)

基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度基準強度

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計ｺﾝｸﾘｰﾄの設計

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B
SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類

(90°未満は特記による)(90°未満は特記による)(90°未満は特記による)(90°未満は特記による)(90°未満は特記による)(90°未満は特記による)(90°未満は特記による)

折曲げ内法寸法R折曲げ内法寸法R折曲げ内法寸法R折曲げ内法寸法R折曲げ内法寸法R折曲げ内法寸法R折曲げ内法寸法R

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値

5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上

135°135°135°135°135°135°135°

4d4d4d4d4d4d4d 6d6d6d6d6d6d6d

6d6d6d6d6d6d6d

50ｄ50ｄ50ｄ50ｄ50ｄ50ｄ50ｄ

末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする

注:高強度せん断補強筋のフープには､注:高強度せん断補強筋のフープには､注:高強度せん断補強筋のフープには､注:高強度せん断補強筋のフープには､注:高強度せん断補強筋のフープには､注:高強度せん断補強筋のフープには､注:高強度せん断補強筋のフープには､
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(2)柱主筋の定着及び余長さ(2)柱主筋の定着及び余長さ(2)柱主筋の定着及び余長さ(2)柱主筋の定着及び余長さ(2)柱主筋の定着及び余長さ(2)柱主筋の定着及び余長さ(2)柱主筋の定着及び余長さ

基
礎

梁
基

礎
梁

基
礎

梁
基

礎
梁

基
礎

梁
基

礎
梁

基
礎

梁

基礎梁下端筋基礎梁下端筋基礎梁下端筋基礎梁下端筋基礎梁下端筋基礎梁下端筋基礎梁下端筋

基礎梁上端筋基礎梁上端筋基礎梁上端筋基礎梁上端筋基礎梁上端筋基礎梁上端筋基礎梁上端筋

150150150150150150150

基
礎

梁
基

礎
梁

基
礎

梁
基

礎
梁

基
礎

梁
基

礎
梁

基
礎

梁

150150150150150150150

W1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とするW1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とするW1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とするW1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とするW1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とするW1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とするW1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とする

150150150150150150150

4
0(
※

）
4
0(

※
）

4
0(

※
）

4
0(

※
）

4
0(
※

）
4
0(
※

）
4
0(
※

）
707
0
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   但し上端と下筋を読みかえる   但し上端と下筋を読みかえる   但し上端と下筋を読みかえる   但し上端と下筋を読みかえる   但し上端と下筋を読みかえる   但し上端と下筋を読みかえる   但し上端と下筋を読みかえる
1, 耐圧版鉄筋の継手位置は 8.床版 にならう1, 耐圧版鉄筋の継手位置は 8.床版 にならう1, 耐圧版鉄筋の継手位置は 8.床版 にならう1, 耐圧版鉄筋の継手位置は 8.床版 にならう1, 耐圧版鉄筋の継手位置は 8.床版 にならう1, 耐圧版鉄筋の継手位置は 8.床版 にならう1, 耐圧版鉄筋の継手位置は 8.床版 にならう
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中子筋中子筋中子筋中子筋中子筋中子筋中子筋

溶接閉鎖Hoop溶接閉鎖Hoop溶接閉鎖Hoop溶接閉鎖Hoop溶接閉鎖Hoop溶接閉鎖Hoop溶接閉鎖Hoop

形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照

Hoop材: 柱リストに示されたHoopHoop材: 柱リストに示されたHoopHoop材: 柱リストに示されたHoopHoop材: 柱リストに示されたHoopHoop材: 柱リストに示されたHoopHoop材: 柱リストに示されたHoopHoop材: 柱リストに示されたHoop

(F):可とうゾ－ン(両方向共梁内法間の部分)(F):可とうゾ－ン(両方向共梁内法間の部分)(F):可とうゾ－ン(両方向共梁内法間の部分)(F):可とうゾ－ン(両方向共梁内法間の部分)(F):可とうゾ－ン(両方向共梁内法間の部分)(F):可とうゾ－ン(両方向共梁内法間の部分)(F):可とうゾ－ン(両方向共梁内法間の部分)

紙面直交方向については中子筋不要。紙面直交方向については中子筋不要。紙面直交方向については中子筋不要。紙面直交方向については中子筋不要。紙面直交方向については中子筋不要。紙面直交方向については中子筋不要。紙面直交方向については中子筋不要。
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形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照形  状: 柱リスト参照

(B):境界ゾ－ン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)(B):境界ゾ－ン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)(B):境界ゾ－ン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)(B):境界ゾ－ン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)(B):境界ゾ－ン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)(B):境界ゾ－ン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)(B):境界ゾ－ン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)
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（杭頭処理）（杭頭処理）（杭頭処理）（杭頭処理）（杭頭処理）（杭頭処理）（杭頭処理）

はつり部分はつり部分はつり部分はつり部分はつり部分はつり部分はつり部分

R･･･直径R･･･直径R･･･直径R･･･直径R･･･直径R･･･直径R･･･直径D･･･部材の成D･･･部材の成D･･･部材の成D･･･部材の成D･･･部材の成D･･･部材の成D･･･部材の成d0･･･異形棒鋼の最外径d0･･･異形棒鋼の最外径d0･･･異形棒鋼の最外径d0･･･異形棒鋼の最外径d0･･･異形棒鋼の最外径d0･･･異形棒鋼の最外径d0･･･異形棒鋼の最外径

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上

15d15d15d15d15d15d15d

φ･･･直径又は丸鋼φ･･･直径又は丸鋼φ･･･直径又は丸鋼φ･･･直径又は丸鋼φ･･･直径又は丸鋼φ･･･直径又は丸鋼φ･･･直径又は丸鋼S.HOOP･･･補強帯筋S.HOOP･･･補強帯筋S.HOOP･･･補強帯筋S.HOOP･･･補強帯筋S.HOOP･･･補強帯筋S.HOOP･･･補強帯筋S.HOOP･･･補強帯筋HOOP･･･帯筋HOOP･･･帯筋HOOP･･･帯筋HOOP･･･帯筋HOOP･･･帯筋HOOP･･･帯筋HOOP･･･帯筋ST･･･あばら筋ST･･･あばら筋ST･･･あばら筋ST･･･あばら筋ST･･･あばら筋ST･･･あばら筋ST･･･あばら筋

C･･･中心線C･･･中心線C･･･中心線C･･･中心線C･･･中心線C･･･中心線C･･･中心線 l0部材の内寸法距離l0部材の内寸法距離l0部材の内寸法距離l0部材の内寸法距離l0部材の内寸法距離l0部材の内寸法距離l0部材の内寸法距離r･･･半径r･･･半径r･･･半径r･･･半径r･･･半径r･･･半径r･･･半径@･･･間隔@･･･間隔@･･･間隔@･･･間隔@･･･間隔@･･･間隔@･･･間隔
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図の  印の鉄筋の重ね継手の図の  印の鉄筋の重ね継手の図の  印の鉄筋の重ね継手の図の  印の鉄筋の重ね継手の図の  印の鉄筋の重ね継手の図の  印の鉄筋の重ね継手の図の  印の鉄筋の重ね継手の

梁梁梁梁梁梁梁

点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい

(6) 鉄筋のフック(6) 鉄筋のフック(6) 鉄筋のフック(6) 鉄筋のフック(6) 鉄筋のフック(6) 鉄筋のフック(6) 鉄筋のフック

(5) 鉄筋のあき(5) 鉄筋のあき(5) 鉄筋のあき(5) 鉄筋のあき(5) 鉄筋のあき(5) 鉄筋のあき(5) 鉄筋のあき

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁

梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅ハンチハンチハンチハンチハンチハンチハンチ ハンチハンチハンチハンチハンチハンチハンチ

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄
筋並びに梁の成が小さく、筋並びに梁の成が小さく、筋並びに梁の成が小さく、筋並びに梁の成が小さく、筋並びに梁の成が小さく、筋並びに梁の成が小さく、筋並びに梁の成が小さく、
設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長

仕様は設計図書の特記による仕様は設計図書の特記による仕様は設計図書の特記による仕様は設計図書の特記による仕様は設計図書の特記による仕様は設計図書の特記による仕様は設計図書の特記による

圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手 量ね継手量ね継手量ね継手量ね継手量ね継手量ね継手量ね継手
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(P):パネルゾ－ン(両方向共にパネル内の部分)(P):パネルゾ－ン(両方向共にパネル内の部分)(P):パネルゾ－ン(両方向共にパネル内の部分)(P):パネルゾ－ン(両方向共にパネル内の部分)(P):パネルゾ－ン(両方向共にパネル内の部分)(P):パネルゾ－ン(両方向共にパネル内の部分)(P):パネルゾ－ン(両方向共にパネル内の部分)

形  状: □-100@形  状: □-100@形  状: □-100@形  状: □-100@形  状: □-100@形  状: □-100@形  状: □-100@

Hoop径: 柱リスト参照Hoop径: 柱リスト参照Hoop径: 柱リスト参照Hoop径: 柱リスト参照Hoop径: 柱リスト参照Hoop径: 柱リスト参照Hoop径: 柱リスト参照 HoopHoopHoopHoopHoopHoopHoop

梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端

梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端

梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端

梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端

梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端梁天端

   いかなる現場溶接も行ってはならない。   いかなる現場溶接も行ってはならない。   いかなる現場溶接も行ってはならない。   いかなる現場溶接も行ってはならない。   いかなる現場溶接も行ってはならない。   いかなる現場溶接も行ってはならない。   いかなる現場溶接も行ってはならない。

D10-@1000D10-@1000D10-@1000D10-@1000D10-@1000D10-@1000D10-@1000
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aa aa aa a

aa aa aa a

(6) 二段筋の保持(6) 二段筋の保持(6) 二段筋の保持(6) 二段筋の保持(6) 二段筋の保持(6) 二段筋の保持(6) 二段筋の保持

(B)(B)(B)(B)(B)(B)(B)

(F)(F)(F)(F)(F)(F)(F)

(F)(F)(F)(F)(F)(F)(F)

(P)(P)(P)(P)(P)(P)(P)

(B)(B)(B)(B)(B)(B)(B)

(F)(F)(F)(F)(F)(F)(F)

(P)(P)(P)(P)(P)(P)(P)

(4)フ－プ割付け要領図(4)フ－プ割付け要領図(4)フ－プ割付け要領図(4)フ－プ割付け要領図(4)フ－プ割付け要領図(4)フ－プ割付け要領図(4)フ－プ割付け要領図

中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部

（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）
末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部
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日 型日 型日 型日 型日 型日 型日 型

目目 目目 目目 目 型型型型型型型
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5d5d5d5d5d5d5d

6d6d6d6d6d6d6d

イ H型(タガ型)イ H型(タガ型)イ H型(タガ型)イ H型(タガ型)イ H型(タガ型)イ H型(タガ型)イ H型(タガ型)

ロ 型ロ 型ロ 型ロ 型ロ 型ロ 型ロ 型

ハ S型(スパイラル型)ハ S型(スパイラル型)ハ S型(スパイラル型)ハ S型(スパイラル型)ハ S型(スパイラル型)ハ S型(スパイラル型)ハ S型(スパイラル型)
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(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照
10以上10以上10以上10以上10以上10以上10以上

ロ W型(溶接型)ロ W型(溶接型)ロ W型(溶接型)ロ W型(溶接型)ロ W型(溶接型)ロ W型(溶接型)ロ W型(溶接型)
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継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置
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(1) 柱主筋の継手(1) 柱主筋の継手(1) 柱主筋の継手(1) 柱主筋の継手(1) 柱主筋の継手(1) 柱主筋の継手(1) 柱主筋の継手

※2本巻き※2本巻き※2本巻き※2本巻き※2本巻き※2本巻き※2本巻き

上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲

20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d

(各4ヶ所)(各4ヶ所)(各4ヶ所)(各4ヶ所)(各4ヶ所)(各4ヶ所)(各4ヶ所)

100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする100以上とする

10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d10d又は重ね継手40d
HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接HOOP筋の継手は片側溶接
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(6) 側柱柱脚の補強(6) 側柱柱脚の補強(6) 側柱柱脚の補強(6) 側柱柱脚の補強(6) 側柱柱脚の補強(6) 側柱柱脚の補強(6) 側柱柱脚の補強
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加工要領図加工要領図加工要領図加工要領図加工要領図加工要領図加工要領図

(5) 水平ハンチの場合のあばら筋(5) 水平ハンチの場合のあばら筋(5) 水平ハンチの場合のあばら筋(5) 水平ハンチの場合のあばら筋(5) 水平ハンチの場合のあばら筋(5) 水平ハンチの場合のあばら筋(5) 水平ハンチの場合のあばら筋
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Dが1500を超える場合Dが1500を超える場合Dが1500を超える場合Dが1500を超える場合Dが1500を超える場合Dが1500を超える場合Dが1500を超える場合

加工要領図加工要領図加工要領図加工要領図加工要領図加工要領図加工要領図

(4) せいの高い梁のあばら筋(4) せいの高い梁のあばら筋(4) せいの高い梁のあばら筋(4) せいの高い梁のあばら筋(4) せいの高い梁のあばら筋(4) せいの高い梁のあばら筋(4) せいの高い梁のあばら筋

(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋

15d15d15d15d15d15d15d
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l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2
15d15d15d15d15d15d15d

l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4 l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4

内 端 部内 端 部内 端 部内 端 部内 端 部内 端 部内 端 部外 端 部外 端 部外 端 部外 端 部外 端 部外 端 部外 端 部

（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）
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2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上

(4) 基礎接合部の補強(4) 基礎接合部の補強(4) 基礎接合部の補強(4) 基礎接合部の補強(4) 基礎接合部の補強(4) 基礎接合部の補強(4) 基礎接合部の補強

(3) べた基礎(3) べた基礎(3) べた基礎(3) べた基礎(3) べた基礎(3) べた基礎(3) べた基礎

40d(片側)40d(片側)40d(片側)40d(片側)40d(片側)40d(片側)40d(片側)

D13D13D13D13D13D13D13

20d(両側)20d(両側)20d(両側)20d(両側)20d(両側)20d(両側)20d(両側)
余長4d余長4d余長4d余長4d余長4d余長4d余長4dフック無しフック無しフック無しフック無しフック無しフック無しフック無し
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45°45°45°45°45°45°45°

LL LL LL LCC CC CC C

D13D13D13D13D13D13D13
フック付フック付フック付フック付フック付フック付フック付

(2) 杭 基 礎(2) 杭 基 礎(2) 杭 基 礎(2) 杭 基 礎(2) 杭 基 礎(2) 杭 基 礎(2) 杭 基 礎

柱近傍に重点配筋する場合は下図による柱近傍に重点配筋する場合は下図による柱近傍に重点配筋する場合は下図による柱近傍に重点配筋する場合は下図による柱近傍に重点配筋する場合は下図による柱近傍に重点配筋する場合は下図による柱近傍に重点配筋する場合は下図による

(1) 直接基礎(1) 直接基礎(1) 直接基礎(1) 直接基礎(1) 直接基礎(1) 直接基礎(1) 直接基礎

bb bb bb b
φφφφφφφ

基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面
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杭頭補強筋杭頭補強筋杭頭補強筋杭頭補強筋杭頭補強筋杭頭補強筋杭頭補強筋
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ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め

基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面

埋込み方式埋込み方式埋込み方式埋込み方式埋込み方式埋込み方式埋込み方式

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋
φφφφφφφ

bb bb bb b
aa aa aa a

dd dd dd d

中詰め補強方式中詰め補強方式中詰め補強方式中詰め補強方式中詰め補強方式中詰め補強方式中詰め補強方式

中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め中詰め

基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面

(2) 現場打ちコンクリート杭(2) 現場打ちコンクリート杭(2) 現場打ちコンクリート杭(2) 現場打ちコンクリート杭(2) 現場打ちコンクリート杭(2) 現場打ちコンクリート杭(2) 現場打ちコンクリート杭

φφφφφφφ

aa aa aa a
dd dd dd d

基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面基礎下面

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

主筋定着方式主筋定着方式主筋定着方式主筋定着方式主筋定着方式主筋定着方式主筋定着方式

(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う

（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）
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床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ
非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁

柱柱柱柱柱柱柱
耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁
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柱・はり・スラブ・耐力壁柱・はり・スラブ・耐力壁柱・はり・スラブ・耐力壁柱・はり・スラブ・耐力壁柱・はり・スラブ・耐力壁柱・はり・スラブ・耐力壁柱・はり・スラブ・耐力壁
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40(1)40(1)40(1)40(1)40(1)40(1)40(1)

屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ

最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。

厚さが部分的に減少する箇所に付いても厚さが部分的に減少する箇所に付いても厚さが部分的に減少する箇所に付いても厚さが部分的に減少する箇所に付いても厚さが部分的に減少する箇所に付いても厚さが部分的に減少する箇所に付いても厚さが部分的に減少する箇所に付いても

ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、

8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)8d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)
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土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分土に接する部分

土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分

※片持スラブ、L配筋の先端※片持スラブ、L配筋の先端※片持スラブ、L配筋の先端※片持スラブ、L配筋の先端※片持スラブ、L配筋の先端※片持スラブ、L配筋の先端※片持スラブ、L配筋の先端

SD390 : R≧5dSD390 : R≧5dSD390 : R≧5dSD390 : R≧5dSD390 : R≧5dSD390 : R≧5dSD390 : R≧5d

4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長

RRRRRRRRRRRRRR
図図図図図図図

90○90○90○90○90○90○90○135○135○135○135○135○135○135○180○180○180○180○180○180○180○折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

ｄｄｄｄｄｄｄ

50
ｄ

50
ｄ

50
ｄ

50
ｄ

50
ｄ

50
ｄ

50
ｄ

6ｄ6ｄ6ｄ6ｄ6ｄ6ｄ6ｄ＝＝＝＝＝＝＝
＞＞＞＞＞＞＞

＝＝＝＝＝＝＝
＞＞＞＞＞＞＞

h0･･･部材間の内法高さh0･･･部材間の内法高さh0･･･部材間の内法高さh0･･･部材間の内法高さh0･･･部材間の内法高さh0･･･部材間の内法高さh0･･･部材間の内法高さ

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。
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(3) 帯筋(3) 帯筋(3) 帯筋(3) 帯筋(3) 帯筋(3) 帯筋(3) 帯筋

５． 基礎梁５． 基礎梁５． 基礎梁５． 基礎梁５． 基礎梁５． 基礎梁５． 基礎梁

６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱

４．基    礎４．基    礎４．基    礎４．基    礎４．基    礎４．基    礎４．基    礎

３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭

２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）
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設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ設計かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ
(㎜)(㎜)(㎜)(㎜)(㎜)(㎜)(㎜) (㎜)(㎜)(㎜)(㎜)(㎜)(㎜)(㎜)

PP PP PP P

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

L1L1L1L1L1L1L1

継      手継      手継      手継      手継      手継      手継      手

  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする

     ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする     ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする     ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする     ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする     ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする     ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする     ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする

  5, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない  5, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない  5, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない  5, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない  5, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない  5, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない  5, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない
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  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする

  1, L1,L1h：2,以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  1, L1,L1h：2,以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  1, L1,L1h：2,以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  1, L1,L1h：2,以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  1, L1,L1h：2,以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  1, L1,L1h：2,以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  1, L1,L1h：2,以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ

  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ

  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。

  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない

  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の定着長さのうちの大きい  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の定着長さのうちの大きい  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の定着長さのうちの大きい  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の定着長さのうちの大きい  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の定着長さのうちの大きい  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の定着長さのうちの大きい  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の定着長さのうちの大きい

  　 フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を表２に示す  　 フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を表２に示す  　 フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を表２に示す  　 フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を表２に示す  　 フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を表２に示す  　 フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を表２に示す  　 フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を表２に示す

  　 直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面まで  　 直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面まで  　 直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面まで  　 直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面まで  　 直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面まで  　 直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面まで  　 直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面まで

  　 の投影定着長さを表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着におい  　 の投影定着長さを表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着におい  　 の投影定着長さを表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着におい  　 の投影定着長さを表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着におい  　 の投影定着長さを表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着におい  　 の投影定着長さを表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着におい  　 の投影定着長さを表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着におい

  　 ては、原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。  　 ては、原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。  　 ては、原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。  　 ては、原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。  　 ては、原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。  　 ては、原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。  　 ては、原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。

  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ

  5, 末端のフックは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない  5, 末端のフックは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない  5, 末端のフックは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない  5, 末端のフックは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない  5, 末端のフックは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない  5, 末端のフックは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない  5, 末端のフックは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない

＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による

＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による

  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２の  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２の  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２の  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２の  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２の  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２の  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２の

PP PP PP P

  (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。  (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。  (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。  (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。  (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。  (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。  (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。

  (2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。

  (3),コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (3),コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (3),コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (3),コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (3),コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (3),コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。  (3),コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。

  (4),(　）内は仕上げがある場合。  (4),(　）内は仕上げがある場合。  (4),(　）内は仕上げがある場合。  (4),(　）内は仕上げがある場合。  (4),(　）内は仕上げがある場合。  (4),(　）内は仕上げがある場合。  (4),(　）内は仕上げがある場合。

  (5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする  (5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする  (5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする  (5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする  (5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする  (5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする  (5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする

　　 値とする(壁式構造も同様とする。)　　 値とする(壁式構造も同様とする。)　　 値とする(壁式構造も同様とする。)　　 値とする(壁式構造も同様とする。)　　 値とする(壁式構造も同様とする。)　　 値とする(壁式構造も同様とする。)　　 値とする(壁式構造も同様とする。)

  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝ  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝ  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝ  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝ  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝ  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝ  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝ

  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える

  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする

  　 場合は圧接としてはならない。  　 場合は圧接としてはならない。  　 場合は圧接としてはならない。  　 場合は圧接としてはならない。  　 場合は圧接としてはならない。  　 場合は圧接としてはならない。  　 場合は圧接としてはならない。

(3) 鋼管杭(3) 鋼管杭(3) 鋼管杭(3) 鋼管杭(3) 鋼管杭(3) 鋼管杭(3) 鋼管杭

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項
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折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋

の末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時に

打ち込むT形およびL形梁のキャッ打ち込むT形およびL形梁のキャッ打ち込むT形およびL形梁のキャッ打ち込むT形およびL形梁のキャッ打ち込むT形およびL形梁のキャッ打ち込むT形およびL形梁のキャッ打ち込むT形およびL形梁のキャッ

プタイにのみ用いる。プタイにのみ用いる。プタイにのみ用いる。プタイにのみ用いる。プタイにのみ用いる。プタイにのみ用いる。プタイにのみ用いる。
ddddddd

L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊ L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊L2h＊

15d15d15d15d15d15d15d継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図イ の拡大図

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端梁下端

d0d0d0d0d0d0d0

間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

あきあきあきあきあきあきあき
d0d0d0d0d0d0d0

異型鉄筋異型鉄筋異型鉄筋異型鉄筋異型鉄筋異型鉄筋異型鉄筋

r=6dr=6dr=6dr=6dr=6dr=6dr=6d

r=6dr=6dr=6dr=6dr=6dr=6dr=6d

r=6dr=6dr=6dr=6dr=6dr=6dr=6d

L
2
h

L 2
h

L
2
h

L
2
h

L 2
h

L 2
h

L 2
h

eeeeeee eeeeeee

15d15d15d15d15d15d15d

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本

(5)絞り(5)絞り(5)絞り(5)絞り(5)絞り(5)絞り(5)絞り

e＞D/6e＞D/6e＞D/6e＞D/6e＞D/6e＞D/6e＞D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6

DD DD DD D DD DD DD D

L1L
1

L1L1 L
1L1 L1

帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く

D10-@1000D10-@1000D10-@1000D10-@1000D10-@1000D10-@1000D10-@1000

a=1.5d(d:主筋径)a=1.5d(d:主筋径)a=1.5d(d:主筋径)a=1.5d(d:主筋径)a=1.5d(d:主筋径)a=1.5d(d:主筋径)a=1.5d(d:主筋径)

aaaaaaa

aa aa aa a

4d4d4d4d4d4d4d

営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成（最新）年度版に準ずる。営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成（最新）年度版に準ずる。営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成（最新）年度版に準ずる。営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成（最新）年度版に準ずる。営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成（最新）年度版に準ずる。営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成（最新）年度版に準ずる。営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成（最新）年度版に準ずる。

2012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.00

L
2
h

L 2
h

L
2
h

L
2
h

L 2
h

L 2
h

L 2
h

はかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記によるはかま筋は特記による

Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

clientclientclientclientclientclientclient 　title　title　title　title　title　title　title 　design　design　design　design　design　design　design 　date　date　date　date　date　date　date 　No　No　No　No　No　No　No

K.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.Takachi
第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 

高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士

一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）

ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事
登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 

鉄筋コンクリート構造配筋図（２）鉄筋コンクリート構造配筋図（２）鉄筋コンクリート構造配筋図（２）鉄筋コンクリート構造配筋図（２）鉄筋コンクリート構造配筋図（２）鉄筋コンクリート構造配筋図（２）鉄筋コンクリート構造配筋図（２） 2021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.10

※直線部でL2hが確保できない場合は※直線部でL2hが確保できない場合は※直線部でL2hが確保できない場合は※直線部でL2hが確保できない場合は※直線部でL2hが確保できない場合は※直線部でL2hが確保できない場合は※直線部でL2hが確保できない場合は

(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)

(3)既製品(3)既製品(3)既製品(3)既製品(3)既製品(3)既製品(3)既製品

(2) 鉄筋標準配筋(2) 鉄筋標準配筋(2) 鉄筋標準配筋(2) 鉄筋標準配筋(2) 鉄筋標準配筋(2) 鉄筋標準配筋(2) 鉄筋標準配筋

設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲設置可能範囲

孔補強の定着長さ孔補強の定着長さ孔補強の定着長さ孔補強の定着長さ孔補強の定着長さ孔補強の定着長さ孔補強の定着長さ

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1
L1L1L1L1L1L1L1

45°45°45°45°45°45°45° DD DD DD D

(φ1＋φ2)/2×3以上(φ1＋φ2)/2×3以上(φ1＋φ2)/2×3以上(φ1＋φ2)/2×3以上(φ1＋φ2)/2×3以上(φ1＋φ2)/2×3以上(φ1＋φ2)/2×3以上

φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2
φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1

l0l0l0l0l0l0l0

l0-3Dl0-3Dl0-3Dl0-3Dl0-3Dl0-3Dl0-3D 1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D

DDDDDDDD/3D/3D/3D/3D/3D/3D/3

(1) 定着及び継手(1) 定着及び継手(1) 定着及び継手(1) 定着及び継手(1) 定着及び継手(1) 定着及び継手(1) 定着及び継手

※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。

8d8
d

8d8d 8
d8d 8d

A  CA  CA  CA  CA  CA  CA  C

継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置

短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向

長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向

短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置

BBBBBBB

BBBBBBB

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

床版厚さD床版厚さD床版厚さD床版厚さD床版厚さD床版厚さD床版厚さD

(4) 床版開口部の補強(開口の径500程度の場合)(4) 床版開口部の補強(開口の径500程度の場合)(4) 床版開口部の補強(開口の径500程度の場合)(4) 床版開口部の補強(開口の径500程度の場合)(4) 床版開口部の補強(開口の径500程度の場合)(4) 床版開口部の補強(開口の径500程度の場合)(4) 床版開口部の補強(開口の径500程度の場合)

ｔｔｔｔｔｔｔ

(5) 床版段差(5) 床版段差(5) 床版段差(5) 床版段差(5) 床版段差(5) 床版段差(5) 床版段差

bbbbbbbaaaaaaa

D13D13D13D13D13D13D13L2L2L2L2L2L2L2

350350350350350350350

L2L2L2L2L2L2L2

ＨＨ ＨＨ ＨＨ Ｈ

D13D13D13D13D13D13D13

ＨＨ ＨＨ ＨＨ Ｈ

5H5H5H5H5H5H5H

aaaaaaa bbbbbbb

完全ｽﾘｯﾄ完全ｽﾘｯﾄ完全ｽﾘｯﾄ完全ｽﾘｯﾄ完全ｽﾘｯﾄ完全ｽﾘｯﾄ完全ｽﾘｯﾄ

ｽﾘｯﾄ材ｽﾘｯﾄ材ｽﾘｯﾄ材ｽﾘｯﾄ材ｽﾘｯﾄ材ｽﾘｯﾄ材ｽﾘｯﾄ材

ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

L2L2L2L2L2L2L2

1
50
程

度
1
50
程

度
1
50
程

度
1
50
程

度
1
50
程

度
1
50
程

度
1
50
程

度

L2かつ柱中心線を越えるL2かつ柱中心線を越えるL2かつ柱中心線を越えるL2かつ柱中心線を越えるL2かつ柱中心線を越えるL2かつ柱中心線を越えるL2かつ柱中心線を越える

ＣＬＣＬＣＬＣＬＣＬＣＬＣＬ

ＣＬＣＬＣＬＣＬＣＬＣＬＣＬ

配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

50505050505050300300300300300300300

l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/6l0/6l0/6l0/6l0/6l0/6l0/6

l0l0l0l0l0l0l0l0l0l0l0l0l0l0

l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2l0/2

l0l0l0l0l0l0l0

DDDDDDD l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4 l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4 DDDDDDD

l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4

L3またはL2L3またはL2L3またはL2L3またはL2L3またはL2L3またはL2L3またはL2

L2L2L2L2L2L2L2

L3h※L3h※L3h※L3h※L3h※L3h※L3h※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

LLLLLLL

lllllll

AAAAAAA

AAAAAAAAAAAAAA BBBBBBB

AAAAAAA

CCCCCCCCCCCCCC

CCCCCCCCCCCCCC

15d15d15d15d15d15d15d

あ
ば

ら
補
強

筋
あ

ば
ら

補
強

筋
あ

ば
ら

補
強

筋
あ

ば
ら

補
強

筋
あ

ば
ら

補
強

筋
あ

ば
ら

補
強

筋
あ

ば
ら

補
強

筋

D10D10D10D10D10D10D10

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

好ましい位置好ましい位置好ましい位置好ましい位置好ましい位置好ましい位置好ましい位置
は継手のは継手のは継手のは継手のは継手のは継手のは継手の

終端終端終端終端終端終端終端

一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。

差筋 D10－@200差筋 D10－@200差筋 D10－@200差筋 D10－@200差筋 D10－@200差筋 D10－@200差筋 D10－@200

L
3L 3 L
3

L
3 L 3L 3L
3

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L
2

250250250250250250250ttttttt250250250250250250250

あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋

越えてから縦に降ろす。越えてから縦に降ろす。越えてから縦に降ろす。越えてから縦に降ろす。越えてから縦に降ろす。越えてから縦に降ろす。越えてから縦に降ろす。

階段主筋は、壁の中心線を階段主筋は、壁の中心線を階段主筋は、壁の中心線を階段主筋は、壁の中心線を階段主筋は、壁の中心線を階段主筋は、壁の中心線を階段主筋は、壁の中心線を

（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を

L
2L 2L
2

L
2L 2L 2L
2

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L
2

D13D13D13D13D13D13D13

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L 2

L2L2L2L2L2L2L2

L
2L 2L
2

L
2L 2L 2L 2

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L
2

L
1L 1 L
1

L
1 L 1L 1L 1

L
2L 2L
2

L
2L 2L 2L
2

L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L 2
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L3L3L3L3L3L3L3

梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合

L3L3L3L3L3L3L3 L2L2L2L2L2L2L2

LLLLLLL

配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋
主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

腹  筋腹  筋腹  筋腹  筋腹  筋腹  筋腹  筋

1200≦D＜1500  6-D10 3段1200≦D＜1500  6-D10 3段1200≦D＜1500  6-D10 3段1200≦D＜1500  6-D10 3段1200≦D＜1500  6-D10 3段1200≦D＜1500  6-D10 3段1200≦D＜1500  6-D10 3段
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4
d

      D＜ 600  不要      D＜ 600  不要      D＜ 600  不要      D＜ 600  不要      D＜ 600  不要      D＜ 600  不要      D＜ 600  不要

 600≦D＜ 900  2-D10 1段 600≦D＜ 900  2-D10 1段 600≦D＜ 900  2-D10 1段 600≦D＜ 900  2-D10 1段 600≦D＜ 900  2-D10 1段 600≦D＜ 900  2-D10 1段 600≦D＜ 900  2-D10 1段

 900≦D＜1200  4-D10 2段 900≦D＜1200  4-D10 2段 900≦D＜1200  4-D10 2段 900≦D＜1200  4-D10 2段 900≦D＜1200  4-D10 2段 900≦D＜1200  4-D10 2段 900≦D＜1200  4-D10 2段

(5) 幅止め筋の本数、加工(5) 幅止め筋の本数、加工(5) 幅止め筋の本数、加工(5) 幅止め筋の本数、加工(5) 幅止め筋の本数、加工(5) 幅止め筋の本数、加工(5) 幅止め筋の本数、加工

D10@1000位内で割り付けるD10@1000位内で割り付けるD10@1000位内で割り付けるD10@1000位内で割り付けるD10@1000位内で割り付けるD10@1000位内で割り付けるD10@1000位内で割り付ける

L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/415d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15dl0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4 l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4
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20d20d20d20d20d20d20d

L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※

終端終端終端終端終端終端終端終端終端終端終端終端終端終端連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端

斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい
L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※
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二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋
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＠／２＠／２＠／２＠／２＠／２＠／２＠／２
＠／２＠／２＠／２＠／２＠／２＠／２＠／２

・無筋部分D10-@200  長さ800以上・無筋部分D10-@200  長さ800以上・無筋部分D10-@200  長さ800以上・無筋部分D10-@200  長さ800以上・無筋部分D10-@200  長さ800以上・無筋部分D10-@200  長さ800以上・無筋部分D10-@200  長さ800以上

▽▽▽▽▽▽▽
打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面

▽▽▽▽▽▽▽

・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上

(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)
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縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に
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横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも
梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を

配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。

片持ちスラブ形基準配筋片持ちスラブ形基準配筋片持ちスラブ形基準配筋片持ちスラブ形基準配筋片持ちスラブ形基準配筋片持ちスラブ形基準配筋片持ちスラブ形基準配筋

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２

シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋
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150程度150程度150程度150程度150程度150程度150程度
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(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)
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ＬＬＬＬＬＬＬＣＣＣＣＣＣＣ

a及びa'≦200a及びa'≦200a及びa'≦200a及びa'≦200a及びa'≦200a及びa'≦200a及びa'≦200

a'a'a'a'a'a'a'

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

aa aa aa a

DDDDDDD

aaaaaaa

巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋巾止メ筋

aa aa aa a

aaaaaaa

※※※※※※※

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ハッチ部分は増打コンクリートを示す。
※※※※※※※

BB BB BB B

(1) 柱増打ち補強(1) 柱増打ち補強(1) 柱増打ち補強(1) 柱増打ち補強(1) 柱増打ち補強(1) 柱増打ち補強(1) 柱増打ち補強

(2) 梁増打ち補強(2) 梁増打ち補強(2) 梁増打ち補強(2) 梁増打ち補強(2) 梁増打ち補強(2) 梁増打ち補強(2) 梁増打ち補強

(1) 設置可能範囲(1) 設置可能範囲(1) 設置可能範囲(1) 設置可能範囲(1) 設置可能範囲(1) 設置可能範囲(1) 設置可能範囲

(2) 屋根スラブの補強(2) 屋根スラブの補強(2) 屋根スラブの補強(2) 屋根スラブの補強(2) 屋根スラブの補強(2) 屋根スラブの補強(2) 屋根スラブの補強
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(1) 定着および継手(1) 定着および継手(1) 定着および継手(1) 定着および継手(1) 定着および継手(1) 定着および継手(1) 定着および継手

aaaaaaa

(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）

(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)L
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注) 設備の小開口が連続してあく場合注) 設備の小開口が連続してあく場合注) 設備の小開口が連続してあく場合注) 設備の小開口が連続してあく場合注) 設備の小開口が連続してあく場合注) 設備の小開口が連続してあく場合注) 設備の小開口が連続してあく場合

D13D13D13D13D13D13D13
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L1L1L1L1L1L1L1
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L1L1L1L1L1L1L1
L1L1L1L1L1L1L1

孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上

2L12L12L12L12L12L12L1
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L
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周囲周囲周囲周囲周囲周囲周囲 斜め斜め斜め斜め斜め斜め斜め

D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150

150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200

200＜D≦300200＜D≦300200＜D≦300200＜D≦300200＜D≦300200＜D≦300200＜D≦300

各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13

各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13 各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13各2－D13

各2－D19各2－D19各2－D19各2－D19各2－D19各2－D19各2－D19 各2－D16各2－D16各2－D16各2－D16各2－D16各2－D16各2－D16

各1－D13各1－D13各1－D13各1－D13各1－D13各1－D13各1－D13     は縦、横、斜補強筋とは別に開口    は縦、横、斜補強筋とは別に開口    は縦、横、斜補強筋とは別に開口    は縦、横、斜補強筋とは別に開口    は縦、横、斜補強筋とは別に開口    は縦、横、斜補強筋とは別に開口    は縦、横、斜補強筋とは別に開口

    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

L1L1L1L1L1L1L1

L
1L 1 L
1

L
1 L 1L 1L
1

(6) 土間コンクリート(6) 土間コンクリート(6) 土間コンクリート(6) 土間コンクリート(6) 土間コンクリート(6) 土間コンクリート(6) 土間コンクリート

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

7l0/127l0/127l0/127l0/127l0/127l0/127l0/12l0/6l0/6l0/6l0/6l0/6l0/6l0/6

DD DD DD D

第1あばら筋は柱面より配筋する第1あばら筋は柱面より配筋する第1あばら筋は柱面より配筋する第1あばら筋は柱面より配筋する第1あばら筋は柱面より配筋する第1あばら筋は柱面より配筋する第1あばら筋は柱面より配筋する

ccccccc

斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい斜め定着でもよい

2l0/32l0/32l0/32l0/32l0/32l0/32l0/3

l0l0l0l0l0l0l0

l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4l0/4

l0l0l0l0l0l0l0

平面平面平面平面平面平面平面
正 面正 面正 面正 面正 面正 面正 面

正

面

正

面

正

面

正

面

正
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正
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面

≧30≧30≧30≧30≧30≧30≧30 ≧30≧30≧30≧30≧30≧30≧30

bbbbbbb

aaaaaaa

(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手

(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置
つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋

bbbbbbb

(1) 定着(1) 定着(1) 定着(1) 定着(1) 定着(1) 定着(1) 定着

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

L1L1L1L1L1L1L1

D10－150@D10－150@D10－150@D10－150@D10－150@D10－150@D10－150@

L3L3L3L3L3L3L3

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

(7) 釜場(7) 釜場(7) 釜場(7) 釜場(7) 釜場(7) 釜場(7) 釜場

1500≦D        D10@300以内1500≦D        D10@300以内1500≦D        D10@300以内1500≦D        D10@300以内1500≦D        D10@300以内1500≦D        D10@300以内1500≦D        D10@300以内

2l/32l/32l/32l/32l/32l/32l/3

ｔｔｔｔｔｔｔ

大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁

片持梁の定着片持梁の定着片持梁の定着片持梁の定着片持梁の定着片持梁の定着片持梁の定着

小梁の定着小梁の定着小梁の定着小梁の定着小梁の定着小梁の定着小梁の定着

大梁、片持梁大梁、片持梁大梁、片持梁大梁、片持梁大梁、片持梁大梁、片持梁大梁、片持梁

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ

一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ

Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合

梁への定着梁への定着梁への定着梁への定着梁への定着梁への定着梁への定着

柱への定着柱への定着柱への定着柱への定着柱への定着柱への定着柱への定着

一般継手一般継手一般継手一般継手一般継手一般継手一般継手

壁と壁(平面図)壁と壁(平面図)壁と壁(平面図)壁と壁(平面図)壁と壁(平面図)壁と壁(平面図)壁と壁(平面図)

※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する

補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一

径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する

D13(l≦1000)D13(l≦1000)D13(l≦1000)D13(l≦1000)D13(l≦1000)D13(l≦1000)D13(l≦1000)
D16(l＞1000)D16(l＞1000)D16(l＞1000)D16(l＞1000)D16(l＞1000)D16(l＞1000)D16(l＞1000)

プレート型プレート型プレート型プレート型プレート型プレート型プレート型金網型金網型金網型金網型金網型金網型金網型パイプ型パイプ型パイプ型パイプ型パイプ型パイプ型パイプ型リング型リング型リング型リング型リング型リング型リング型

・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。

・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。

・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて

　配筋できる場合は、補強を省略することができる。　配筋できる場合は、補強を省略することができる。　配筋できる場合は、補強を省略することができる。　配筋できる場合は、補強を省略することができる。　配筋できる場合は、補強を省略することができる。　配筋できる場合は、補強を省略することができる。　配筋できる場合は、補強を省略することができる。

・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。

・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上

・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。

柱の打増し補強は、打増し幅が柱の打増し補強は、打増し幅が柱の打増し補強は、打増し幅が柱の打増し補強は、打増し幅が柱の打増し補強は、打増し幅が柱の打増し補強は、打増し幅が柱の打増し補強は、打増し幅が

70ｍｍ以上かつ200ｍｍ以下の70ｍｍ以上かつ200ｍｍ以下の70ｍｍ以上かつ200ｍｍ以下の70ｍｍ以上かつ200ｍｍ以下の70ｍｍ以上かつ200ｍｍ以下の70ｍｍ以上かつ200ｍｍ以下の70ｍｍ以上かつ200ｍｍ以下の

場合に適用する。場合に適用する。場合に適用する。場合に適用する。場合に適用する。場合に適用する。場合に適用する。

200ｍｍを越える場合は、特記に200ｍｍを越える場合は、特記に200ｍｍを越える場合は、特記に200ｍｍを越える場合は、特記に200ｍｍを越える場合は、特記に200ｍｍを越える場合は、特記に200ｍｍを越える場合は、特記に

よる。よる。よる。よる。よる。よる。よる。

なお梁及び耐力壁の鉄筋の定着なお梁及び耐力壁の鉄筋の定着なお梁及び耐力壁の鉄筋の定着なお梁及び耐力壁の鉄筋の定着なお梁及び耐力壁の鉄筋の定着なお梁及び耐力壁の鉄筋の定着なお梁及び耐力壁の鉄筋の定着

長さは、増し打ち部分を除いて長さは、増し打ち部分を除いて長さは、増し打ち部分を除いて長さは、増し打ち部分を除いて長さは、増し打ち部分を除いて長さは、増し打ち部分を除いて長さは、増し打ち部分を除いて

※帯筋と同径同ﾋﾟｯﾁ※帯筋と同径同ﾋﾟｯﾁ※帯筋と同径同ﾋﾟｯﾁ※帯筋と同径同ﾋﾟｯﾁ※帯筋と同径同ﾋﾟｯﾁ※帯筋と同径同ﾋﾟｯﾁ※帯筋と同径同ﾋﾟｯﾁ

計算する。計算する。計算する。計算する。計算する。計算する。計算する。

・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16
  以上)とする。  以上)とする。  以上)とする。  以上)とする。  以上)とする。  以上)とする。  以上)とする。
・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ
  とする。  とする。  とする。  とする。  とする。  とする。  とする。
・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。
・D≧400の場合は補強筋を3本とする。・D≧400の場合は補強筋を3本とする。・D≧400の場合は補強筋を3本とする。・D≧400の場合は補強筋を3本とする。・D≧400の場合は補強筋を3本とする。・D≧400の場合は補強筋を3本とする。・D≧400の場合は補強筋を3本とする。
・aは100～200程度。・aは100～200程度。・aは100～200程度。・aは100～200程度。・aは100～200程度。・aは100～200程度。・aは100～200程度。
・梁下端増打コンクリートの場合も上端・梁下端増打コンクリートの場合も上端・梁下端増打コンクリートの場合も上端・梁下端増打コンクリートの場合も上端・梁下端増打コンクリートの場合も上端・梁下端増打コンクリートの場合も上端・梁下端増打コンクリートの場合も上端
  増打コンクリート補強と同様とする。  増打コンクリート補強と同様とする。  増打コンクリート補強と同様とする。  増打コンクリート補強と同様とする。  増打コンクリート補強と同様とする。  増打コンクリート補強と同様とする。  増打コンクリート補強と同様とする。
・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

＠300ｍｍ以下＠300ｍｍ以下＠300ｍｍ以下＠300ｍｍ以下＠300ｍｍ以下＠300ｍｍ以下＠300ｍｍ以下

印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋

２．スラブ配力筋の継手及び定着２．スラブ配力筋の継手及び定着２．スラブ配力筋の継手及び定着２．スラブ配力筋の継手及び定着２．スラブ配力筋の継手及び定着２．スラブ配力筋の継手及び定着２．スラブ配力筋の継手及び定着

の長さは、Ｌ２とする。の長さは、Ｌ２とする。の長さは、Ｌ２とする。の長さは、Ｌ２とする。の長さは、Ｌ２とする。の長さは、Ｌ２とする。の長さは、Ｌ２とする。

壁厚、壁配筋は設計図書による壁厚、壁配筋は設計図書による壁厚、壁配筋は設計図書による壁厚、壁配筋は設計図書による壁厚、壁配筋は設計図書による壁厚、壁配筋は設計図書による壁厚、壁配筋は設計図書による

床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)D10@400程度(防錆処理を施す)
スリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さは
2-(4)がかぶり厚さの表、最小2-(4)がかぶり厚さの表、最小2-(4)がかぶり厚さの表、最小2-(4)がかぶり厚さの表、最小2-(4)がかぶり厚さの表、最小2-(4)がかぶり厚さの表、最小2-(4)がかぶり厚さの表、最小
かぶり厚さ以上とする。かぶり厚さ以上とする。かぶり厚さ以上とする。かぶり厚さ以上とする。かぶり厚さ以上とする。かぶり厚さ以上とする。かぶり厚さ以上とする。

（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。
特記のない場合は下図による。）特記のない場合は下図による。）特記のない場合は下図による。）特記のない場合は下図による。）特記のない場合は下図による。）特記のない場合は下図による。）特記のない場合は下図による。）
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補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側
に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

    を開口をさけて補強する。    を開口をさけて補強する。    を開口をさけて補強する。    を開口をさけて補強する。    を開口をさけて補強する。    を開口をさけて補強する。    を開口をさけて補強する。

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)
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スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合

は壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じは壁配筋と同じイイイイイイイ

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）

7. 大梁、小梁、片持梁7. 大梁、小梁、片持梁7. 大梁、小梁、片持梁7. 大梁、小梁、片持梁7. 大梁、小梁、片持梁7. 大梁、小梁、片持梁7. 大梁、小梁、片持梁

8. 床版8. 床版8. 床版8. 床版8. 床版8. 床版8. 床版

１２． 梁貫通孔補強１２． 梁貫通孔補強１２． 梁貫通孔補強１２． 梁貫通孔補強１２． 梁貫通孔補強１２． 梁貫通孔補強１２． 梁貫通孔補強

９． 壁９． 壁９． 壁９． 壁９． 壁９． 壁９． 壁

１０． 階段１０． 階段１０． 階段１０． 階段１０． 階段１０． 階段１０． 階段

１１． 柱、梁増打コンクリート補強１１． 柱、梁増打コンクリート補強１１． 柱、梁増打コンクリート補強１１． 柱、梁増打コンクリート補強１１． 柱、梁増打コンクリート補強１１． 柱、梁増打コンクリート補強１１． 柱、梁増打コンクリート補強
増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打ち合わせのこと及び工事監理者と打ち合わせのこと及び工事監理者と打ち合わせのこと及び工事監理者と打ち合わせのこと及び工事監理者と打ち合わせのこと及び工事監理者と打ち合わせのこと及び工事監理者と打ち合わせのこと

D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200
設計配筋間隔設計配筋間隔設計配筋間隔設計配筋間隔設計配筋間隔設計配筋間隔設計配筋間隔

打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）

250250250250250250250

D13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙD13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙD13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙD13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙD13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙD13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙD13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙ

2－D162－D162－D162－D162－D162－D162－D16

2－D162－D162－D162－D162－D162－D162－D16

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋
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2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

D13D13D13D13D13D13D13
D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D13D13D13D13D13D13D13 D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D13D13D13D13D13D13D13

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10－@200D10－@200D10－@200D10－@200D10－@200D10－@200D10－@200

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の

長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋
外面までの投影定着長さを標準図(1).外面までの投影定着長さを標準図(1).外面までの投影定着長さを標準図(1).外面までの投影定着長さを標準図(1).外面までの投影定着長さを標準図(1).外面までの投影定着長さを標準図(1).外面までの投影定着長さを標準図(1).

2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍

以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端

鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋
つりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太いつりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太いつりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太いつりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太いつりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太いつりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太いつりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太い
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(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。

(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。

(4) あばら筋の型(4) あばら筋の型(4) あばら筋の型(4) あばら筋の型(4) あばら筋の型(4) あばら筋の型(4) あばら筋の型 (注、床板がない場合は135°以上のフックとする)(注、床板がない場合は135°以上のフックとする)(注、床板がない場合は135°以上のフックとする)(注、床板がない場合は135°以上のフックとする)(注、床板がない場合は135°以上のフックとする)(注、床板がない場合は135°以上のフックとする)(注、床板がない場合は135°以上のフックとする)

b とすることができる。b とすることができる。b とすることができる。b とすることができる。b とすることができる。b とすることができる。b とすることができる。

両側床版付(Ｔ型）梁で両側床版付(Ｔ型）梁で両側床版付(Ｔ型）梁で両側床版付(Ｔ型）梁で両側床版付(Ｔ型）梁で両側床版付(Ｔ型）梁で両側床版付(Ｔ型）梁で

70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合

間仕切壁との交差部間仕切壁との交差部間仕切壁との交差部間仕切壁との交差部間仕切壁との交差部間仕切壁との交差部間仕切壁との交差部軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間

周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋

斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋

L3(下端筋)L3(下端筋)L3(下端筋)L3(下端筋)L3(下端筋)L3(下端筋)L3(下端筋)

L1(上端筋)L1(上端筋)L1(上端筋)L1(上端筋)L1(上端筋)L1(上端筋)L1(上端筋)
一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋

l1/2l1/2l1/2l1/2l1/2l1/2l1/2

注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。
注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。

出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部

DDDDDDD

柱部補強筋柱部補強筋柱部補強筋柱部補強筋柱部補強筋柱部補強筋柱部補強筋

径は配力筋と同径とする径は配力筋と同径とする径は配力筋と同径とする径は配力筋と同径とする径は配力筋と同径とする径は配力筋と同径とする径は配力筋と同径とする

L1L1L1L1L1L1L1 L1L1L1L1L1L1L1

(柱部分補強筋)(柱部分補強筋)(柱部分補強筋)(柱部分補強筋)(柱部分補強筋)(柱部分補強筋)(柱部分補強筋)

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13L
2L 2 L
2

L
2 L 2L 2L
2

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10

受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10受筋D10

L1以上L1以上L1以上L1以上L1以上L1以上L1以上 L1以上L1以上L1以上L1以上L1以上L1以上L1以上 400以上400以上400以上400以上400以上400以上400以上 400以上400以上400以上400以上400以上400以上400以上

　溶接する。　溶接する。　溶接する。　溶接する。　溶接する。　溶接する。　溶接する。

600600600600600600600

(使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)(使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)(使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)(使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)(使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)(使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)(使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)

2012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.002012. Ver1.00

Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６
（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）

令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

clientclientclientclientclientclientclient 　title　title　title　title　title　title　title 　design　design　design　design　design　design　design 　date　date　date　date　date　date　date 　No　No　No　No　No　No　No

K.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.Takachi
第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 

高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士

一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）
ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 

鉄筋コンクリート構造配筋図（３）鉄筋コンクリート構造配筋図（３）鉄筋コンクリート構造配筋図（３）鉄筋コンクリート構造配筋図（３）鉄筋コンクリート構造配筋図（３）鉄筋コンクリート構造配筋図（３）鉄筋コンクリート構造配筋図（３） 2021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.10

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

接合部接合部接合部接合部接合部接合部接合部

耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋
耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上 耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

以上以上以上以上以上以上以上
３０３０３０３０３０３０３０

以上以上以上以上以上以上以上
以上以上以上以上以上以上以上
３０３０３０３０３０３０３０

以上以上以上以上以上以上以上
３０３０３０３０３０３０３０

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

ＰＰＰＰＰＰＰ ＰＰＰＰＰＰＰ

Ｐ
/
２

Ｐ
/
２

Ｐ
/
２

Ｐ
/
２

Ｐ
/
２

Ｐ
/
２

Ｐ
/
２

ＰＰＰＰＰＰＰ

ＰＰＰＰＰＰＰＰ/２Ｐ/２Ｐ/２Ｐ/２Ｐ/２Ｐ/２Ｐ/２

ハ）重ね継手ハ）重ね継手ハ）重ね継手ハ）重ね継手ハ）重ね継手ハ）重ね継手ハ）重ね継手ロ）通し筋ロ）通し筋ロ）通し筋ロ）通し筋ロ）通し筋ロ）通し筋ロ）通し筋

（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）

イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着

ａ．壁ばり主筋の重ね継手は、原則としてはり中間部には設けないものとする。ａ．壁ばり主筋の重ね継手は、原則としてはり中間部には設けないものとする。ａ．壁ばり主筋の重ね継手は、原則としてはり中間部には設けないものとする。ａ．壁ばり主筋の重ね継手は、原則としてはり中間部には設けないものとする。ａ．壁ばり主筋の重ね継手は、原則としてはり中間部には設けないものとする。ａ．壁ばり主筋の重ね継手は、原則としてはり中間部には設けないものとする。ａ．壁ばり主筋の重ね継手は、原則としてはり中間部には設けないものとする。

　　　　とする。　　　　とする。　　　　とする。　　　　とする。　　　　とする。　　　　とする。　　　　とする。

ｃ．幅止め筋はＤ１０とし、横筋に間隔１００ｃｍ以下で交互に配置する。ｃ．幅止め筋はＤ１０とし、横筋に間隔１００ｃｍ以下で交互に配置する。ｃ．幅止め筋はＤ１０とし、横筋に間隔１００ｃｍ以下で交互に配置する。ｃ．幅止め筋はＤ１０とし、横筋に間隔１００ｃｍ以下で交互に配置する。ｃ．幅止め筋はＤ１０とし、横筋に間隔１００ｃｍ以下で交互に配置する。ｃ．幅止め筋はＤ１０とし、横筋に間隔１００ｃｍ以下で交互に配置する。ｃ．幅止め筋はＤ１０とし、横筋に間隔１００ｃｍ以下で交互に配置する。

　　までとする　　までとする　　までとする　　までとする　　までとする　　までとする　　までとする

ｂ．直上階の耐力壁の長さが異なる場合の壁ばりの長さは、上下階耐力壁の重なった部分ｂ．直上階の耐力壁の長さが異なる場合の壁ばりの長さは、上下階耐力壁の重なった部分ｂ．直上階の耐力壁の長さが異なる場合の壁ばりの長さは、上下階耐力壁の重なった部分ｂ．直上階の耐力壁の長さが異なる場合の壁ばりの長さは、上下階耐力壁の重なった部分ｂ．直上階の耐力壁の長さが異なる場合の壁ばりの長さは、上下階耐力壁の重なった部分ｂ．直上階の耐力壁の長さが異なる場合の壁ばりの長さは、上下階耐力壁の重なった部分ｂ．直上階の耐力壁の長さが異なる場合の壁ばりの長さは、上下階耐力壁の重なった部分

Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

調整区間調整区間調整区間調整区間調整区間調整区間調整区間

の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合

Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下

(4) 壁ばり(4) 壁ばり(4) 壁ばり(4) 壁ばり(4) 壁ばり(4) 壁ばり(4) 壁ばり

第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋

複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋

幅止め筋Ｄ１０－＠１０００以下幅止め筋Ｄ１０－＠１０００以下幅止め筋Ｄ１０－＠１０００以下幅止め筋Ｄ１０－＠１０００以下幅止め筋Ｄ１０－＠１０００以下幅止め筋Ｄ１０－＠１０００以下幅止め筋Ｄ１０－＠１０００以下

壁ばりの長さ壁ばりの長さ壁ばりの長さ壁ばりの長さ壁ばりの長さ壁ばりの長さ壁ばりの長さ

単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ
ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ

（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）

d 耐力壁が交差する場合（十形部）d 耐力壁が交差する場合（十形部）d 耐力壁が交差する場合（十形部）d 耐力壁が交差する場合（十形部）d 耐力壁が交差する場合（十形部）d 耐力壁が交差する場合（十形部）d 耐力壁が交差する場合（十形部）

ＰＰ ＰＰ ＰＰ ＰＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ
ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

ＰＰＰＰＰＰＰ ＰＰＰＰＰＰＰ

曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ

（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）

（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）

c 耐力壁が交差する場合（Ｔ形部）c 耐力壁が交差する場合（Ｔ形部）c 耐力壁が交差する場合（Ｔ形部）c 耐力壁が交差する場合（Ｔ形部）c 耐力壁が交差する場合（Ｔ形部）c 耐力壁が交差する場合（Ｔ形部）c 耐力壁が交差する場合（Ｔ形部）

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

ロ）直交壁に定着ロ）直交壁に定着ロ）直交壁に定着ロ）直交壁に定着ロ）直交壁に定着ロ）直交壁に定着ロ）直交壁に定着イ）重ね継手イ）重ね継手イ）重ね継手イ）重ね継手イ）重ね継手イ）重ね継手イ）重ね継手

直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上

直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁

ＰＰＰＰＰＰＰ ＰＰＰＰＰＰＰ

補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）

イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着イ）直交壁に定着

補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上補強筋４－Ｄ１３以上

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

ロ）重ね継手ロ）重ね継手ロ）重ね継手ロ）重ね継手ロ）重ね継手ロ）重ね継手ロ）重ね継手

耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁

Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２
Ｐ
／

２

曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上

第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋 通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋通し筋

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ２２ ２２ ２２ ２
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

１１ １１ １１ １
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

b 耐力壁が交差する場合（Ｌ形部）b 耐力壁が交差する場合（Ｌ形部）b 耐力壁が交差する場合（Ｌ形部）b 耐力壁が交差する場合（Ｌ形部）b 耐力壁が交差する場合（Ｌ形部）b 耐力壁が交差する場合（Ｌ形部）b 耐力壁が交差する場合（Ｌ形部）

Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下Ｐ以下

調整区間調整区間調整区間調整区間調整区間調整区間調整区間

Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２

曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上曲げ補強筋Ｄ１３以上

イ）端部曲げ補強筋１本の場合イ）端部曲げ補強筋１本の場合イ）端部曲げ補強筋１本の場合イ）端部曲げ補強筋１本の場合イ）端部曲げ補強筋１本の場合イ）端部曲げ補強筋１本の場合イ）端部曲げ補強筋１本の場合

Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２

（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（複配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）（単配筋の場合）

第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ

１
２

０
以

上
１

２
０

以
上

１
２

０
以

上
１

２
０

以
上

１
２

０
以

上
１

２
０

以
上

１
２

０
以

上

ＰＰＰＰＰＰＰ Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２

曲げ補強筋２－Ｄ１３以上曲げ補強筋２－Ｄ１３以上曲げ補強筋２－Ｄ１３以上曲げ補強筋２－Ｄ１３以上曲げ補強筋２－Ｄ１３以上曲げ補強筋２－Ｄ１３以上曲げ補強筋２－Ｄ１３以上

第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ

１
８

０
以

上
１

８
０

以
上

１
８

０
以

上
１

８
０

以
上

１
８

０
以

上
１

８
０

以
上

１
８

０
以

上

ロ）端部曲げ補強筋２本の場合ロ）端部曲げ補強筋２本の場合ロ）端部曲げ補強筋２本の場合ロ）端部曲げ補強筋２本の場合ロ）端部曲げ補強筋２本の場合ロ）端部曲げ補強筋２本の場合ロ）端部曲げ補強筋２本の場合

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２Ｐ／２

１
５

０
以

上
１

５
０

以
上

１
５

０
以

上
１

５
０

以
上

１
５

０
以

上
１

５
０

以
上

１
５

０
以

上

e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6
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壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋

耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋
下階下階下階下階下階下階下階

壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋

上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋

L
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1

L
1 L 1L 1L 1

耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ

(通し筋とする)(通し筋とする)(通し筋とする)(通し筋とする)(通し筋とする)(通し筋とする)(通し筋とする)
壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋壁ばり主筋

L
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1
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1L 1L 1L 1L
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パ－サポ－トパ－サポ－トパ－サポ－トパ－サポ－トパ－サポ－トパ－サポ－トパ－サポ－ト

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

(1) 縦筋，曲げ補強筋，縦補強筋の定着(1) 縦筋，曲げ補強筋，縦補強筋の定着(1) 縦筋，曲げ補強筋，縦補強筋の定着(1) 縦筋，曲げ補強筋，縦補強筋の定着(1) 縦筋，曲げ補強筋，縦補強筋の定着(1) 縦筋，曲げ補強筋，縦補強筋の定着(1) 縦筋，曲げ補強筋，縦補強筋の定着

打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面

折り曲げ不可折り曲げ不可折り曲げ不可折り曲げ不可折り曲げ不可折り曲げ不可折り曲げ不可

打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面

布基礎上端布基礎上端布基礎上端布基礎上端布基礎上端布基礎上端布基礎上端

立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋立上り筋

壁梁主筋または屋根スラブ壁梁主筋または屋根スラブ壁梁主筋または屋根スラブ壁梁主筋または屋根スラブ壁梁主筋または屋根スラブ壁梁主筋または屋根スラブ壁梁主筋または屋根スラブ
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ｄ

０
～
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ｄ
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～
５

ｄ
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～
５

ｄ
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～
５

ｄ
０

～
５

ｄ
０

～
５

ｄ

ロロロロロロロ

イイイイイイイ

鉄筋端の180°鉄筋端の180°鉄筋端の180°鉄筋端の180°鉄筋端の180°鉄筋端の180°鉄筋端の180°

鉄筋端を90°に鉄筋端を90°に鉄筋端を90°に鉄筋端を90°に鉄筋端を90°に鉄筋端を90°に鉄筋端を90°に

回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋

直交外側に直交外側に直交外側に直交外側に直交外側に直交外側に直交外側に

水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ

かけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛け

フックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋に

壁ばり壁ばり壁ばり壁ばり壁ばり壁ばり壁ばり

補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上

曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

接合部接合部接合部接合部接合部接合部接合部
耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり耐力壁・壁ばり

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋
壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

以上以上以上以上以上以上以上

(7) 基礎(7) 基礎(7) 基礎(7) 基礎(7) 基礎(7) 基礎(7) 基礎

(6) 壁ばりと小ばり、床・屋根スラブ、片持ちスラブ(6) 壁ばりと小ばり、床・屋根スラブ、片持ちスラブ(6) 壁ばりと小ばり、床・屋根スラブ、片持ちスラブ(6) 壁ばりと小ばり、床・屋根スラブ、片持ちスラブ(6) 壁ばりと小ばり、床・屋根スラブ、片持ちスラブ(6) 壁ばりと小ばり、床・屋根スラブ、片持ちスラブ(6) 壁ばりと小ばり、床・屋根スラブ、片持ちスラブ

(5) 耐力壁と壁ばり(5) 耐力壁と壁ばり(5) 耐力壁と壁ばり(5) 耐力壁と壁ばり(5) 耐力壁と壁ばり(5) 耐力壁と壁ばり(5) 耐力壁と壁ばり

立上り部分が複配筋の場合立上り部分が複配筋の場合立上り部分が複配筋の場合立上り部分が複配筋の場合立上り部分が複配筋の場合立上り部分が複配筋の場合立上り部分が複配筋の場合

上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の

１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上

縦
筋

縦
筋

縦
筋

縦
筋

縦
筋

縦
筋

縦
筋 以

上
以

上
以

上
以

上
以

上
以

上
以

上

立上り部分は複配筋の場合立上り部分は複配筋の場合立上り部分は複配筋の場合立上り部分は複配筋の場合立上り部分は複配筋の場合立上り部分は複配筋の場合立上り部分は複配筋の場合

立上り部分が単配筋の場合立上り部分が単配筋の場合立上り部分が単配筋の場合立上り部分が単配筋の場合立上り部分が単配筋の場合立上り部分が単配筋の場合立上り部分が単配筋の場合

上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の上端の耐力壁及び布基礎の

第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋
第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部

第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ
ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ
ＰＰ ＰＰ ＰＰ Ｐ

（壁ばり中間部に接合する場合）（壁ばり中間部に接合する場合）（壁ばり中間部に接合する場合）（壁ばり中間部に接合する場合）（壁ばり中間部に接合する場合）（壁ばり中間部に接合する場合）（壁ばり中間部に接合する場合） （壁ばり下端に接合する場合）（壁ばり下端に接合する場合）（壁ばり下端に接合する場合）（壁ばり下端に接合する場合）（壁ばり下端に接合する場合）（壁ばり下端に接合する場合）（壁ばり下端に接合する場合）

（片側スラブの場合）（片側スラブの場合）（片側スラブの場合）（片側スラブの場合）（片側スラブの場合）（片側スラブの場合）（片側スラブの場合）

（スラブが連続する場合）（スラブが連続する場合）（スラブが連続する場合）（スラブが連続する場合）（スラブが連続する場合）（スラブが連続する場合）（スラブが連続する場合）

c 壁ばりと片持ちスラブc 壁ばりと片持ちスラブc 壁ばりと片持ちスラブc 壁ばりと片持ちスラブc 壁ばりと片持ちスラブc 壁ばりと片持ちスラブc 壁ばりと片持ちスラブ

縦
筋

縦
筋

縦
筋

縦
筋

縦
筋

縦
筋

縦
筋

１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上

（両側スラブの場合）（両側スラブの場合）（両側スラブの場合）（両側スラブの場合）（両側スラブの場合）（両側スラブの場合）（両側スラブの場合）

b 壁ばりと床・屋根スラブb 壁ばりと床・屋根スラブb 壁ばりと床・屋根スラブb 壁ばりと床・屋根スラブb 壁ばりと床・屋根スラブb 壁ばりと床・屋根スラブb 壁ばりと床・屋根スラブ

a 壁ばりと小ばりa 壁ばりと小ばりa 壁ばりと小ばりa 壁ばりと小ばりa 壁ばりと小ばりa 壁ばりと小ばりa 壁ばりと小ばり

主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋

ＡＡＡＡＡＡＡ

ＡＡＡＡＡＡＡ

［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］

耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋耐力壁縦筋

耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋
壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋

耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋

a 耐力壁と壁ばりが単配筋の場合a 耐力壁と壁ばりが単配筋の場合a 耐力壁と壁ばりが単配筋の場合a 耐力壁と壁ばりが単配筋の場合a 耐力壁と壁ばりが単配筋の場合a 耐力壁と壁ばりが単配筋の場合a 耐力壁と壁ばりが単配筋の場合

b 耐力壁と壁ばりが複配筋の場合b 耐力壁と壁ばりが複配筋の場合b 耐力壁と壁ばりが複配筋の場合b 耐力壁と壁ばりが複配筋の場合b 耐力壁と壁ばりが複配筋の場合b 耐力壁と壁ばりが複配筋の場合b 耐力壁と壁ばりが複配筋の場合

壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着

耐力壁曲げ補強筋の外側へ耐力壁曲げ補強筋の外側へ耐力壁曲げ補強筋の外側へ耐力壁曲げ補強筋の外側へ耐力壁曲げ補強筋の外側へ耐力壁曲げ補強筋の外側へ耐力壁曲げ補強筋の外側へ

壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着壁ばり主筋を定着

耐力壁曲げ補強筋の内側へ耐力壁曲げ補強筋の内側へ耐力壁曲げ補強筋の内側へ耐力壁曲げ補強筋の内側へ耐力壁曲げ補強筋の内側へ耐力壁曲げ補強筋の内側へ耐力壁曲げ補強筋の内側へ

［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

１８０以上１８０以上１８０以上１８０以上１８０以上１８０以上１８０以上

壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端壁ばり上端

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋 耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋

壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋

壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ

壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋壁ばり横筋

１８０以上１８０以上１８０以上１８０以上１８０以上１８０以上１８０以上

１２０以上１８０未満１２０以上１８０未満１２０以上１８０未満１２０以上１８０未満１２０以上１８０未満１２０以上１８０未満１２０以上１８０未満

［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］［　水平断面　］

［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］

耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋

耐力壁曲げ補強筋耐力壁曲げ補強筋耐力壁曲げ補強筋耐力壁曲げ補強筋耐力壁曲げ補強筋耐力壁曲げ補強筋耐力壁曲げ補強筋

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

１３１３１３１３１３１３１３

３０以上３０以上３０以上３０以上３０以上３０以上３０以上

(2) 上・下階耐力壁の各種配置(2) 上・下階耐力壁の各種配置(2) 上・下階耐力壁の各種配置(2) 上・下階耐力壁の各種配置(2) 上・下階耐力壁の各種配置(2) 上・下階耐力壁の各種配置(2) 上・下階耐力壁の各種配置

(3) 各部配筋(3) 各部配筋(3) 各部配筋(3) 各部配筋(3) 各部配筋(3) 各部配筋(3) 各部配筋

a　一般耐力壁の場合a　一般耐力壁の場合a　一般耐力壁の場合a　一般耐力壁の場合a　一般耐力壁の場合a　一般耐力壁の場合a　一般耐力壁の場合

（ｂ）布基礎２回打ち（フ－チングと（ｂ）布基礎２回打ち（フ－チングと（ｂ）布基礎２回打ち（フ－チングと（ｂ）布基礎２回打ち（フ－チングと（ｂ）布基礎２回打ち（フ－チングと（ｂ）布基礎２回打ち（フ－チングと（ｂ）布基礎２回打ち（フ－チングと
　　立上り部分を分ける）の場合　　立上り部分を分ける）の場合　　立上り部分を分ける）の場合　　立上り部分を分ける）の場合　　立上り部分を分ける）の場合　　立上り部分を分ける）の場合　　立上り部分を分ける）の場合

１５０以上延ばす１５０以上延ばす１５０以上延ばす１５０以上延ばす１５０以上延ばす１５０以上延ばす１５０以上延ばす

（ａ）布基礎１回打ちの場合（ａ）布基礎１回打ちの場合（ａ）布基礎１回打ちの場合（ａ）布基礎１回打ちの場合（ａ）布基礎１回打ちの場合（ａ）布基礎１回打ちの場合（ａ）布基礎１回打ちの場合

ベ－ス筋より立ち上げるベ－ス筋より立ち上げるベ－ス筋より立ち上げるベ－ス筋より立ち上げるベ－ス筋より立ち上げるベ－ス筋より立ち上げるベ－ス筋より立ち上げる

両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ

片側・両側片側・両側片側・両側片側・両側片側・両側片側・両側片側・両側
スラブともスラブともスラブともスラブともスラブともスラブともスラブとも

両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ

片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ

交差部補強筋交差部補強筋交差部補強筋交差部補強筋交差部補強筋交差部補強筋交差部補強筋

単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋

単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋

複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋

上階単配筋上階単配筋上階単配筋上階単配筋上階単配筋上階単配筋上階単配筋
下階複配筋下階複配筋下階複配筋下階複配筋下階複配筋下階複配筋下階複配筋

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

３０３０３０３０３０３０３０

片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ

片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ
片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ片持ちスラブ

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋主筋受け筋
小ばり小ばり小ばり小ばり小ばり小ばり小ばり

補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上

補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上補強筋Ｄ１３以上

13．壁式鉄筋コンクリート13．壁式鉄筋コンクリート13．壁式鉄筋コンクリート13．壁式鉄筋コンクリート13．壁式鉄筋コンクリート13．壁式鉄筋コンクリート13．壁式鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）
L=鉄筋コンクリート構造配筋L=鉄筋コンクリート構造配筋L=鉄筋コンクリート構造配筋L=鉄筋コンクリート構造配筋L=鉄筋コンクリート構造配筋L=鉄筋コンクリート構造配筋L=鉄筋コンクリート構造配筋

  標準図(1)の2-(2)(3)による。  標準図(1)の2-(2)(3)による。  標準図(1)の2-(2)(3)による。  標準図(1)の2-(2)(3)による。  標準図(1)の2-(2)(3)による。  標準図(1)の2-(2)(3)による。  標準図(1)の2-(2)(3)による。

斜めに定着する斜めに定着する斜めに定着する斜めに定着する斜めに定着する斜めに定着する斜めに定着する

斜め又は水平に定着する斜め又は水平に定着する斜め又は水平に定着する斜め又は水平に定着する斜め又は水平に定着する斜め又は水平に定着する斜め又は水平に定着する 捨筋を流して結束捨筋を流して結束捨筋を流して結束捨筋を流して結束捨筋を流して結束捨筋を流して結束捨筋を流して結束

Ａ－Ａ断面Ａ－Ａ断面Ａ－Ａ断面Ａ－Ａ断面Ａ－Ａ断面Ａ－Ａ断面Ａ－Ａ断面

１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上１５０以上

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部
曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部
曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋曲げ補強筋、縦筋

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部
曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部
曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部
曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

ＡＡＡＡＡＡＡ

壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋

耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋耐力壁横筋

１
３

１
３

１
３

１
３

１
３

１
３

１
３

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

１
０

１
０

１
０

１
０

１
０

１
０

１
０

壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋 耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋

壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ壁ばり曲げ
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋

延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと
施工がし施工がし施工がし施工がし施工がし施工がし施工がし
やすいやすいやすいやすいやすいやすいやすい

第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋第１縦筋

第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋第１横筋

１０１０１０１０１０１０１０
以上以上以上以上以上以上以上

１３１３１３１３１３１３１３
以上以上以上以上以上以上以上

１
３

１
３

１
３

１
３

１
３

１
３

１
３

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋壁ばり縦筋

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋
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Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1
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ｄ．壁ばり主筋定着長さが耐力壁長さより長い場合は、直交方向への定着長さも含めＬ2ｄ．壁ばり主筋定着長さが耐力壁長さより長い場合は、直交方向への定着長さも含めＬ2ｄ．壁ばり主筋定着長さが耐力壁長さより長い場合は、直交方向への定着長さも含めＬ2ｄ．壁ばり主筋定着長さが耐力壁長さより長い場合は、直交方向への定着長さも含めＬ2ｄ．壁ばり主筋定着長さが耐力壁長さより長い場合は、直交方向への定着長さも含めＬ2ｄ．壁ばり主筋定着長さが耐力壁長さより長い場合は、直交方向への定着長さも含めＬ2ｄ．壁ばり主筋定着長さが耐力壁長さより長い場合は、直交方向への定着長さも含めＬ2
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有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所有限会社プロット建築設計事務所

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

clientclientclientclientclientclientclient 　title　title　title　title　title　title　title 　design　design　design　design　design　design　design 　date　date　date　date　date　date　date 　No　No　No　No　No　No　No

K.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.TakachiK.Takachi
第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 第２５５３７９号 

高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴高　地　一　晴管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士

一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 一級建築士登録 

一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）　scale：A2（A3：71％）

（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）（建築工事）
ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 登録（5）５９２０号 

鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１） 2021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.102021.12.10
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１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする

・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする

＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの

G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)

厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)
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tは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジの

最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くする事最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くする事最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くする事最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くする事最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くする事最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くする事最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事

※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア3333333
フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図

※※※※※※※ 接する事接する事接する事接する事接する事接する事接する事3333333※※※※※※※1111111

※※※※※※※
3333333

ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ 断面断面断面断面断面断面断面

スカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分は

回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する
1111111 ※※※※※※※ＢＢＢＢＢＢＢ ＢＢＢＢＢＢＢ 断面断面断面断面断面断面断面
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エンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互に
当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと

内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム
内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム 2222222

※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする1111111

・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする・tはt1、t2の小なる方とする

2222222 断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ
3333333

ガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜き 3333333
φ=22φ=22φ=22φ=22φ=22φ=22φ=22

2222222

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ＢＢＢＢＢＢＢ

左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照

内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱 2222222
の角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないこと

・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式
断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ
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2222222

2222222

※※※※※※※1111111

1111111
1111111 ※※※※※※※

22222221111111
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平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細
2222222 はさみ板はさみ板はさみ板はさみ板はさみ板はさみ板はさみ板

22 22 22 2フランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚の
２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上 44444441111111 ※※※※※※※

断面断面断面断面断面断面断面ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
2222222

2222222
1111111 22 22 22 2

※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする1111111

内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム

通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム

梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ

１１１１１１１

１１１１１１１

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°
θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°

fffffff

θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

fffffff

θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°

ttttttt

ttttttt

２２２２２２２

２２２２２２２

２２２２２２２

ααααααα

θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°

FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）

　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）

裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり
θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°

　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）

D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)
D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)

12121212121212 FB-12x32FB-12x32FB-12x32FB-12x32FB-12x32FB-12x32FB-12x32

θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°

平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ

４４４４４４４

θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°

fffffff

ttttttt
R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

4～64～64～64～64～64～64～6

FB-9x25FB-9x25FB-9x25FB-9x25FB-9x25FB-9x25FB-9x25

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

fffffff

tttttttR≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°

fffffff

ttttttt
R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

4～64～64～64～64～64～64～6

FB-9x25FB-9x25FB-9x25FB-9x25FB-9x25FB-9x25FB-9x25

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

fffffff

ttttttt

(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)

３３３３３３３

３３３３３３３

（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の （２）a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合 （３）a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合
低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合 （高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）

削り面削り面削り面削り面削り面削り面削り面

2.52.52.52.52.52.52.5
aaaaaaa1111111 aaaaaaa aaaaaaa

t2t2t2t2t2t2t2 t2t2t2t2t2t2t2 t2t2t2t2t2t2t2

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2 (裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)

傾斜加工傾斜加工傾斜加工傾斜加工傾斜加工傾斜加工傾斜加工 Ｔ継手に準じた余盛Ｔ継手に準じた余盛Ｔ継手に準じた余盛Ｔ継手に準じた余盛Ｔ継手に準じた余盛Ｔ継手に準じた余盛Ｔ継手に準じた余盛 なめらかに溶接なめらかに溶接なめらかに溶接なめらかに溶接なめらかに溶接なめらかに溶接なめらかに溶接

（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）

シ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ド

G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)
D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)
D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)

R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0

G=7G=7G=7G=7G=7G=7G=7

R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2

(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2 D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)
D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)

R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10
ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10

RRRRRRR

θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°

32323232323232

12121212121212

G=7G=7G=7G=7G=7G=7G=7

G=7G=7G=7G=7G=7G=7G=7

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10

溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。

＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。

t1t1t1t1t1t1t1 t1t1t1t1t1t1t1t1t1t1t1t1t1t1

・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする

・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同

  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい

ttttttt

40㎜以上40㎜以上40㎜以上40㎜以上40㎜以上40㎜以上40㎜以上
かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上

スカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回す

　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）

　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな

※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、

7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm 7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm

35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°

L3L3L3L3L3L3L3
0～2mm0～2mm0～2mm0～2mm0～2mm0～2mm0～2mm

L2L2L2L2L2L2L2

7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm

35°35°35°35°35°35°35° 35°35°35°35°35°35°35°

L3L3L3L3L3L3L3

L2L2L2L2L2L2L210mm10mm10mm10mm10mm10mm10mm

L1L1L1L1L1L1L1

5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上

(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法

（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合
（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合

①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合 ①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合 ②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接 完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接

隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接 隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接
裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す

(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接

(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良 良良良良良良良 組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良 良良良良良良良

(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置

裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接

(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金
（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）

分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金
コーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせる

裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位
隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 

１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度 １パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度

(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接

（開先内※）（開先内※）（開先内※）（開先内※）（開先内※）（開先内※）（開先内※）

裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接

5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上 5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上 5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上 40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm

    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。

　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。

　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが

　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。

　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる

　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を

Ⅲ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えない

　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。

Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、

　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。

　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための

Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。

(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合

　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。

　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。

　　告示１４６４号による。　　告示１４６４号による。　　告示１４６４号による。　　告示１４６４号による。　　告示１４６４号による。　　告示１４６４号による。　　告示１４６４号による。

(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度

(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般

(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。

(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。

(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。

中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。

「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。

適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は

スカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回す
隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接 隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合

(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法

(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工

入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。

４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して

YGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50P
350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19
490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼

250以下250以下250以下250以下250以下250以下250以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214

YGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50P

YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19
350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼

YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15

JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214

パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類

鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件

(ハ) 鋼材種類と溶接材料(ハ) 鋼材種類と溶接材料(ハ) 鋼材種類と溶接材料(ハ) 鋼材種類と溶接材料(ハ) 鋼材種類と溶接材料(ハ) 鋼材種類と溶接材料(ハ) 鋼材種類と溶接材料

    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする

(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金

(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ

(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工

立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V
横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F

　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。

　　溶接姿勢は、原則下向きとする。　　溶接姿勢は、原則下向きとする。　　溶接姿勢は、原則下向きとする。　　溶接姿勢は、原則下向きとする。　　溶接姿勢は、原則下向きとする。　　溶接姿勢は、原則下向きとする。　　溶接姿勢は、原則下向きとする。

(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢

　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接

(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者

(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合

r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上 r1r1r1r1r1r1r1r1r1r1r1r1r1r1
r2r2r2r2r2r2r2r2r2r2r2r2r2r210mm10mm10mm10mm10mm10mm10mm r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度

35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°

7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm
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ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10
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7
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4～64～64～64～64～64～64～6

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10 ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10
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R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)

19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜

6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜
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Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８

Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２

Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４

(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)

梁梁 梁梁 梁梁 梁

座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）

(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ (2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)

小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部

座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め

 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等
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小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事

４．その他４．その他４．その他４．その他４．その他４．その他４．その他

(5) ブレース接合部(5) ブレース接合部(5) ブレース接合部(5) ブレース接合部(5) ブレース接合部(5) ブレース接合部(5) ブレース接合部
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CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9
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溶接凡例溶接凡例溶接凡例溶接凡例溶接凡例溶接凡例溶接凡例

・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　

３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図

eeeeeeeeeeeeee10101010101010

ee ee ee e
pp pp pp p

pp pp pp p

(4) 小 梁 継 手(4) 小 梁 継 手(4) 小 梁 継 手(4) 小 梁 継 手(4) 小 梁 継 手(4) 小 梁 継 手(4) 小 梁 継 手

(a)１面せん断(a)１面せん断(a)１面せん断(a)１面せん断(a)１面せん断(a)１面せん断(a)１面せん断

(d)柱との取り合い(d)柱との取り合い(d)柱との取り合い(d)柱との取り合い(d)柱との取り合い(d)柱との取り合い(d)柱との取り合い

ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。
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(b)２面せん断(b)２面せん断(b)２面せん断(b)２面せん断(b)２面せん断(b)２面せん断(b)２面せん断

eeeeeeeeeeeeee

10101010101010

ee ee ee e
pp pp pp p

pp pp pp p
ee ee ee e

座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め
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(c)大梁との段差が大きい場合(c)大梁との段差が大きい場合(c)大梁との段差が大きい場合(c)大梁との段差が大きい場合(c)大梁との段差が大きい場合(c)大梁との段差が大きい場合(c)大梁との段差が大きい場合

小梁せい≦500小梁せい≦500小梁せい≦500小梁せい≦500小梁せい≦500小梁せい≦500小梁せい≦500

ガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰ ガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰ

かつ ≧ 6mmかつ ≧ 6mmかつ ≧ 6mmかつ ≧ 6mmかつ ≧ 6mmかつ ≧ 6mmかつ ≧ 6mm

大梁フランジ幅≧200大梁フランジ幅≧200大梁フランジ幅≧200大梁フランジ幅≧200大梁フランジ幅≧200大梁フランジ幅≧200大梁フランジ幅≧200
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ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。

e1e1e1e1e1e1e1 e2e2e2e2e2e2e2 e3e3e3e3e3e3e3

ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。

ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。

      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

40404040404040

〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

32323232323232 707070707070706060606060606045454545454545444444444444446060606060606026262626262626M24M24M24M24M24M24M24

60606060606060555555555555554040404040404028282828282828383838383838385555555555555524242424242424M22M22M22M22M22M22M22

60606060606060505050505050504040404040404026262626262626343434343434345050505050505022222222222222M20M20M20M20M20M20M20

606060606060604040404040404022222222222222282828282828284040404040404018181818181818M16M16M16M16M16M16M16

標 準標 準標 準標 準標 準標 準標 準最 小最 小最 小最 小最 小最 小最 小(3)(3)(3)(3)(3)(3)(3)(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)

穴  径穴  径穴  径穴  径穴  径穴  径穴  径

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト
呼  び呼  び呼  び呼  び呼  び呼  び呼  び

於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。
締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに

トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。

○○○○○○○

○○○○○○○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。

ボルト接合面の処理ボルト接合面の処理ボルト接合面の処理ボルト接合面の処理ボルト接合面の処理ボルト接合面の処理ボルト接合面の処理

○○○○○○○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない

補強PL補強PL補強PL補強PL補強PL補強PL補強PL

補強PL補強PL補強PL補強PL補強PL補強PL補強PL

柱厚さ以上柱厚さ以上柱厚さ以上柱厚さ以上柱厚さ以上柱厚さ以上柱厚さ以上

角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱H形鋼H形鋼H形鋼H形鋼H形鋼H形鋼H形鋼 ３
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１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６ ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６

ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６

１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６ ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９

１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０ ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９

１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０

１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２

２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０

２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０

２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２

首下寸法首下寸法首下寸法首下寸法首下寸法首下寸法首下寸法
（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）

（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）
ねじ山３以上ねじ山３以上ねじ山３以上ねじ山３以上ねじ山３以上ねじ山３以上ねじ山３以上
ナット高さナット高さナット高さナット高さナット高さナット高さナット高さ

座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ

締め付け長さ締め付け長さ締め付け長さ締め付け長さ締め付け長さ締め付け長さ締め付け長さ

（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ

HTBHTBHTBHTBHTBHTBHTB

25252525252525 (30)(30)(30)(30)(30)(30)(30)以上以上以上以上以上以上以上

締め付け長さに加え締め付け長さに加え締め付け長さに加え締め付け長さに加え締め付け長さに加え締め付け長さに加え締め付け長さに加え
る長さる長さる長さる長さる長さる長さる長さ

M24M24M24M24M24M24M24

M22M22M22M22M22M22M22

M20M20M20M20M20M20M20

M16M16M16M16M16M16M16

30303030303030 (35)(35)(35)(35)(35)(35)(35)以上以上以上以上以上以上以上

35353535353535 (40)(40)(40)(40)(40)(40)(40)以上以上以上以上以上以上以上

40404040404040 (45)(45)(45)(45)(45)(45)(45)以上以上以上以上以上以上以上
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９６９６９６９６９６９６９６

１１３１１３１１３１１３１１３１１３１１３

１２９１２９１２９１２９１２９１２９１２９

６６６６６６６

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm) (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm) (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm) (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)
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６５６５６５６５６５６５６５ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９

２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２ １０１０１０１０１０１０１０ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２

１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６

ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２

ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２

ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２

ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２

２１７２１７２１７２１７２１７２１７２１７ １２９１２９１２９１２９１２９１２９１２９ １４９１４９１４９１４９１４９１４９１４９

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm) (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm) (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)
サイズサイズサイズサイズサイズサイズサイズ採用採用採用採用採用採用採用 ＷＷＷＷＷＷＷ ガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・Ｂ

（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）
端部ＰＬ端部ＰＬ端部ＰＬ端部ＰＬ端部ＰＬ端部ＰＬ端部ＰＬ

・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと

・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける
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(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準
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r=20r=20r=20r=20r=20r=20r=20

ＷＷＷＷＷＷＷ
溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長

ＷＷＷＷＷＷＷ
溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長

Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６

(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事

別紙　継手リスト参照別紙　継手リスト参照別紙　継手リスト参照別紙　継手リスト参照別紙　継手リスト参照別紙　継手リスト参照別紙　継手リスト参照
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Lc=L1+L2Lc=L1+L2Lc=L1+L2Lc=L1+L2Lc=L1+L2Lc=L1+L2Lc=L1+L2

2方向溶接タイプとすること2方向溶接タイプとすること2方向溶接タイプとすること2方向溶接タイプとすること2方向溶接タイプとすること2方向溶接タイプとすること2方向溶接タイプとすること

φφφφφφφ

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

ts：鋼管スリーブ厚ts：鋼管スリーブ厚ts：鋼管スリーブ厚ts：鋼管スリーブ厚ts：鋼管スリーブ厚ts：鋼管スリーブ厚ts：鋼管スリーブ厚

tw：ウッブ厚tw：ウッブ厚tw：ウッブ厚tw：ウッブ厚tw：ウッブ厚tw：ウッブ厚tw：ウッブ厚

：フランジ厚：フランジ厚：フランジ厚：フランジ厚：フランジ厚：フランジ厚：フランジ厚tＦtＦtＦtＦtＦtＦtＦ

・Ｌ１は、３φまたは、Ｌ２のうち小さい方とする。・Ｌ１は、３φまたは、Ｌ２のうち小さい方とする。・Ｌ１は、３φまたは、Ｌ２のうち小さい方とする。・Ｌ１は、３φまたは、Ｌ２のうち小さい方とする。・Ｌ１は、３φまたは、Ｌ２のうち小さい方とする。・Ｌ１は、３φまたは、Ｌ２のうち小さい方とする。・Ｌ１は、３φまたは、Ｌ２のうち小さい方とする。

・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの１／２の補強・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの１／２の補強・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの１／２の補強・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの１／２の補強・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの１／２の補強・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの１／２の補強・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの１／２の補強

　プレートを、ウッブ両面から溶接する。　プレートを、ウッブ両面から溶接する。　プレートを、ウッブ両面から溶接する。　プレートを、ウッブ両面から溶接する。　プレートを、ウッブ両面から溶接する。　プレートを、ウッブ両面から溶接する。　プレートを、ウッブ両面から溶接する。

・補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき・補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき・補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき・補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき・補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき・補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき・補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は 1/2H1/2H1/2H1/2H1/2H1/2H1/2H
1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上

1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上1/4Hかつ100以上

補強プレート補強プレート補強プレート補強プレート補強プレート補強プレート補強プレート

tp≧（φ＋２ts）tw／（Ｈ－２tＦ-140－φ－２ts)tp≧（φ＋２ts）tw／（Ｈ－２tＦ-140－φ－２ts)tp≧（φ＋２ts）tw／（Ｈ－２tＦ-140－φ－２ts)tp≧（φ＋２ts）tw／（Ｈ－２tＦ-140－φ－２ts)tp≧（φ＋２ts）tw／（Ｈ－２tＦ-140－φ－２ts)tp≧（φ＋２ts）tw／（Ｈ－２tＦ-140－φ－２ts)tp≧（φ＋２ts）tw／（Ｈ－２tＦ-140－φ－２ts)

補強プレート厚(tp)は下式による。補強プレート厚(tp)は下式による。補強プレート厚(tp)は下式による。補強プレート厚(tp)は下式による。補強プレート厚(tp)は下式による。補強プレート厚(tp)は下式による。補強プレート厚(tp)は下式による。
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　50mmついては、施工性を考慮して小さくすることができる。　50mmついては、施工性を考慮して小さくすることができる。　50mmついては、施工性を考慮して小さくすることができる。　50mmついては、施工性を考慮して小さくすることができる。　50mmついては、施工性を考慮して小さくすることができる。　50mmついては、施工性を考慮して小さくすることができる。　50mmついては、施工性を考慮して小さくすることができる。
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特記無き壁厚W120とする。

：ハッチング部は柱の増し打ち部分を示す。
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S造にて新設
(本補強計画では検討対象外とする。）

DW新設
(本補強計画では検討対象外とする。）

符　号

：補強部材を示す。
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※ＣＢ壁は全て乾式へ改修とする。

部　　材 備　考

補強ＨＶ１

※ＣＢ壁は全て乾式へ改修とする。（各階共通）
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特記無き壁厚W120とする。

：ハッチング部は柱の増し打ち部分を示す。
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特記無き壁厚W120とする。

：ハッチング部は柱の増し打ち部分を示す。
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鉄骨により新設

DW新設
(本補強計画では検討対象外とする。）

S造にて新設
(本補強計画では検討対象外とする。）

符　号

：補強部材を示す。
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※ＣＢ壁は全て乾式へ改修とする。
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特記無き壁厚W120とする。

：ハッチング部は柱の増し打ち部分を示す。
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特記無き壁厚W120とする。

：ハッチング部は柱の増し打ち部分を示す。
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(本補強計画では検討対象外とする。）

76500

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

2
3
0
0

6
5
0
0

1
6
3
0
0

7
5
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1275

2
2
5
0

2
2
5
0

2375

1
0
0
0

76500

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

2
3
0
0

6
5
0
0

1
6
3
0
0

7
5
0
0

2375

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の伏図：３階伏図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－１２
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



S1A

補強前

補強後

RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1

RG4 RG4 RG4 RG4 RG4

R
B
1

R
B
1

R
B
3

R
B
2

R
B
3

R
B
2

b2Ab2 RG3A RG2RG2

b2 b2b2 b2 b2 b2

S1A S1A

S1AS1A

S1A S1A

S1AS1A

S1A S1A

S1A

S1A S1A S1A S1A S1A S1A S1A S1A S1A S1A S1A

S0 S0 S0 S0 S0

SC1

S
C
1

SC1

RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4RG4ARG4A

RG5 RG5RG6

R
B
1

R
B
1

R
B
1

R
B
1

R
B
3

R
B
2

R
B
3

R
B
2

R
B
3

R
B
2

R
B
3

R
B
2

R
B
3

R
B
2

R
B
3

R
B
2

R
B
3

R
B
2

b2A b2RG3ARG2RG2RG2RG2RG2RG2RG2RG2 RG3

b2 b2 b2 b2 b2 b2 b2 b2 b2 b2 b2 b2

R
B
4 b2 b2 b2

R
B
2

R
B
2

R
B
5

S1A S1AS1A S1A S1AS1A S1AS1A S1AS1A S1A

S0 S0 S0 S0 S0 S0 S0 S0 S0 S0 S0 S0

S1A S1A S1A

S1AS1AS1A

RCG1

SC1

S
C
1

SC1

S
C
1

PHC10 PHC10PHC11

PHC11PHC10 PHC10

R
B
1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

A

B

C

D

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

A

B

C

D

R階伏図　S=1/200

R階伏図　S=1/200

特記無き壁厚W120とする。

：ハッチング部は柱の増し打ち部分を示す。

特記無き壁厚W120とする。

：ハッチング部は柱の増し打ち部分を示す。

X

Y

X

Y

塔屋撤去

76500

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

2
3
0
0

6
5
0
0

1
6
3
0
0

7
5
0
0

76500

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

2
3
0
0

6
5
0
0

1
6
3
0
0

7
5
0
0

1
2
0
0

1
2
0
0

1200

1
2
0
0

1275 1200

1
2
0
0

1
2
0
0

1200

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の伏図：Ｒ階伏図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－１３
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

△3GL
▽3FL

▽RFL

▽2FL
△2GL

▽1FL

△1GL▽GL

C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1C5C5C5C5C5C5C5C1

RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1 RG1

F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2F2

3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1 3G1

FG1FG1 FG1FG1 FG1 FG1FG1 FG1 FG1FG1 FG1 FG1 FG1

2G1 2G1 2G1 2G1 2G1 2G1 2G1 2G1 2G1 2G1 2G1 2G1

F2 F2 F2 F2 F2

FG1FG1 FG1 FG1

2G1 2G1 2G1 2G1

RG1

3G1

2G1

△3GL
▽3FL

▽RFL

▽2FL
△2GL

▽1FL

△1GL▽GL

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

A通り軸組図　S=1/200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

A通り軸組図　S=1/200

特記無き壁厚W120とする。

ＨＶ１ＨＶ１ ＨＶ１ＨＶ１

ＨＶ１

ＨＶ１

ＨＶ１

ＨＶ１

ＨＶ１

備　考

補強

：補強部材を示す。

符　号 部　　材

Ｈ-２００×２００×８×１２ＨＶ１

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

76500

4500 4500 4500 4500 4500

3
6
0
0

5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

5
0

1
5
0

4
0
0

3
0
0
0

2
9
0
0

2
2
0
0

2
9
0
0

3
0
0
0

7
0
0

2
2
0
0

2
9
0
0

7
0
0

2
2
0
0

2
9
0
0

7
0
0

2
2
0
0

2
9
0
0

7
0
0

2
2
0
0

7
0
0

2
2
0
0

2
9
0
0

2
2
0
0

7
0
0

2
2
0
0

7
0
0

2
2
0
0

7
0
0

2
2
0
0

3
6
0
0

5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

5
0

1
5
0

4
0
0

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

76500

4500 4500 4500 4500 4500

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：Ａ通り軸組図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－１４
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2F3

C7 C8' C8 C8 C8 C8 C7C8'C8P

F2

FG2 FG2 FG2FG3 FG2 FG2 FG3 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2FG3

b2b2Ab2A 2G3A 2G3A2G22G22G22G22G22G22G32G22G22G22G2

b2b2Ab2Ab2

b2b2Ab2Ab2

3G3A3G23G23G23G23G23G23G33G23G23G23G23G3A

RG3A RG3ARG2RG2RG2RG2RG2RG2RG2RG2RG2RG2 RG3

△3GL
▽3FL

▽RFL

▽GL

▽PHRFL

C8 C8

PHC10 PHC10

F2

FG2

b2
▽2FL
△2GL

▽1FL

△1GL

△3GL
▽3FL

▽RFL

▽GL

▽PHRFL

▽2FL
△2GL

▽1FL

△1GL

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

B通り軸組図　S=1/200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

B通り軸組図　S=1/200

特記無き壁厚W120とする。

鋼板巻き立て補強
PL-6

鋼板巻き立て補強
PL-6

塔屋撤去

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

76500

4500 4500 4500 4500 4500

1900 800

2
8
0
0

2
7
0
0

2
8
0
0

2
8
0
0

2
7
0
0

2
8
0
0

350 3450

2
7
0
0

3
3
0
0

3
2
0
0

3
2
0
0

3
2
0
0

2
7
0
0

2
7
0
0

2
7
5
0

2
7
0
0

3
6
0
0

5
0

3
6
0
0

4300

5
0

2
8
0
0

3
3
0
0

3
2
0
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

5
0

1
5
0

4
0
0

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

76500

4500 4500 4500 4500 4500

3
6
0
0

5
0

3
6
0
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

5
0

1
5
0

4
0
0

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：Ｂ通り軸組図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－１５
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽PHRFL

△1GL▽GL

C3C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C6C6C6C6C6C6C6

F3F2F2F2F2F2F2F2F2F2F2 F1 F1 F1 F1

C3

F2 F4F3

FG1FG1 FG1FG1 FG1 FG1FG1 FG1 FG1FG1 FG1 FG1 FG1

2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4 2G4

3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4 3G4

RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4 RG4RG4A RG4A

FG1FG1 FG1 FG1

PHC10 PHC10

C2C2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽PHRFL

△1GL▽GL

2G4 2G4

3G4 3G4

2G4

RG4

3G4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

C通り軸組図　S=1/200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

C通り軸組図　S=1/200

特記無き壁厚W120とする。

ＨＶ１ＨＶ１ ＨＶ１ ＨＶ１

ＨＶ１ＨＶ１

符　号 部　　材 備　考

補強

：補強部材を示す。

Ｈ-２００×２００×８×１２ＨＶ１

塔屋撤去

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

76500

4500 4500 4500 4500 4500

3
6
0
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

1
5
0

5
0

5
0

1
0
0
0
1
7
0
0

2
7
0
0

1
0
0
0
1
7
0
0

9
5
0
1
7
0
0

2
6
5
0

1
0
0
0
1
7
0
0

1
0
0
0
1
7
0
0

1
0
0
0
1
7
0
0

1
0
0
0
1
7
0
0

1
0
0
0
1
7
0
0

2
7
0
0

1000 1800

5
0
2
2
0
0

1
0
0
0
1
7
0
0

5
0

2
7
5
0

1
0
0
0
1
7
0
0

5
0

2
7
5
0

1
0
0
0
1
7
0
0

9
5
0
1
7
0
0

2
6
5
0

1600
300

1600

3
1
0
0

800 3000

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

76500

4500 4500 4500 4500 4500

3
6
0
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

1
5
0

5
0

5
0

650 2500 650

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：Ｃ通り軸組図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－１６
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

F3 F2 F2 F2F2 F1

C2 C2

C1 C1C4C4

FG1FG1 FG1 FG1 FG1

2G7 2G7 2G5
2G6

2G5A

3G5A

3G6

3G5

RG5 RG6 RG5

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

△1GL▽GL

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

△1GL▽GL

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

D通り軸組図　S=1/200

1 2 3 4 12 13 14 15 16 17 185 6 11

D通り軸組図　S=1/200

7 8 9 10

特記無き壁厚W120とする。

完全スリット
完全スリット

4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

76500

4500 4500 4500 4500 4500

1
1
1
5
1
7
0
0

5
0
1
9
5
0

1
0
0
0
1
7
0
0

1
0
1
5
1
7
0
0

1
0
1
5
1
7
0
0

3
4
0
0

2
0
5
0 2
7
5
0

2
8
2
0

3
0
5
0

2875 925

3
6
0
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

5
0

5
0

1
5
0

4
0
0

4500 4500 4500 4500 4500 45004500 4500 4500

3
6
0
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

5
0

5
0

1
5
0

4
0
0

45004500 4500 4500 4500 4500 4500 4500

76500

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：Ｄ通り軸組図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－１７
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

補強無し 補強無し

▽GL ▽GL
FB1

2B1

3B1

RB1

F2

C5

F2

C6

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

△1GL

C8' C2C1

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

△1GL

F2 F2F2

RB2 RB3

3B2 3B3

2B2 2B3

FB2 FB3

cb2

cb2

F2

C7

F2

RB2 RB3

3B2 3B3

2B2

FB2A FB3A

C1 C3

F3

2B3

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

△1GL▽GL

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

△1GL▽GL

A B C D

2通り軸組図　S=1/250 3通り軸組図　S=1/250

A B C DA B C D

1通り軸組図　S=1/200

A B C D

1通り軸組図　S=1/200

W150 W150
η=0.28

W150
η=0.28

W150
η=0.28

W150

W150 W150

W150

W150

η=0.44

CB壁により開口閉塞

施工時に調査を行い、定着がされていない場合には撤去し、
乾式にて復旧を行うこととする。

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

16300

7500 2300 6500

16300

7500 2300 6500

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
8
5
0

3
0
5
0

7290 1990

5
0
2
1
0
0

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

2
0
5
0

2
0
5
0

1000
1460

650
1050

650
1050

16300

7500 2300 6500

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

3650 1700
615

775

1
0
0
0
1
7
0
0

1
6
0
0
1
1
0
0

5
0

2
8
0
0

2
0
5
0

1200
800

16300

7500 2300 6500

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：１・２・３通り軸組図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－１８
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

補強無し

FB1

2B1

3B1

RB1

2B5

FB2

F2

C5 C6

F1

C2

F3

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

△1GL▽GL
FB2

2B2

RB2 RB3

3B2 3B3

2B3

FB2 FB3

2B2

F2

C1 C8

F2 F2

C2

C2

F2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

△1GL

2CB1

▽GL

補強無し

F2

RB2 RB3

3B2 3B3

2B2 2B3

FB2 FB3

C8'

F2

C2

F2

C1

▽2FL
△2GL

▽1FL

△1GL

cb2

cb2

△3GL
▽3FL

▽RFL

▽GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

△1GL

△3GL
▽3FL

▽RFL

▽GL

5通り軸組図　S=1/250 6通り軸組図　S=1/250

A B C D A B C D

4通り軸組図　S=1/250

A B C D

4通り軸組図　S=1/250

A B C D

W150

W150

W150

W150
W150

η=0.28

W150

W150

鋼板巻き立て補強
PL-6

16300

7500 2300 6500

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

16300

7500 2300 6500

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

2
8
5
0

3
0
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

3
0
5
0

1130

1215 1700

8
6
51
2
0
0

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

3
0
5
0

1130

16300

7500 2300 6500

5
5
0

3
6
5
0

4
0
0

5
0

1
5
0

1
1
4
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

5
0

3
0
5
0

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

16300

7500 2300 6500

5
5
0

3
6
5
0

4
0
0

5
0

1
5
0

1
1
4
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

5
0

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：４・５・６通り軸組図

一級建築士事務所 登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－１９
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

FB1

2B1

3B1

RB1

2B4

3B4

RB4

FB2

F2

C5

F2

C6

F1

C1

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

2CB1

RB2 RB3

3B2 3B3

2B3

FB2 FB3

2B2

FB2

2B2B

3B2B

RB2

F2 F1F2

C1

F2

C4

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

▽PHRFL

C2C8

2CB1

PHC10 PHC10

FB2

RB2

2B2

3B2

RB2 RB3

3B2 3B3

2B3

FB2 FB3

2B2

F2

C1

F2 F1 F2

C4

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

▽PHRFL

C2C8

PHC10 PHC10

2CB1

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

▽PHRFL

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

▽PHRFL

2CB1

補強無し

7通り軸組図　S=1/250

A B C D

8通り軸組図　S=1/250 9通り軸組図　S=1/250

A B C D A B C D

8通り軸組図　S=1/250 9通り軸組図　S=1/250

A B C D A B C D

W150

W150 W150

W150

W200 W200W150

W150

W150 W150

W150

鋼板巻き立て補強
PL-6

塔屋撤去 塔屋撤去

16300

7500 2300 6500

2
8
5
0

3
0
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
9
0
0

2
9
5
0

3
0
5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

16300

7500 2300 6500

3
0
5
0

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

1940

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

3
6
0
0

3
1
0
0

16300

7500 2300 6500

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

1940

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

3
6
0
0

3
1
0
0

16300

7500 2300 6500

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

3
6
0
0

16300

7500 2300 6500

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

3
6
0
0

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：７・８・９通り軸組図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－２０
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

補強無し

FB2

2B5

3B5

RB5

FB1

2B1

3B1

RB1

C5

F2

C6

F1 F2

C1

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

RB2 RB3

3B2 3B3

2B3

FB2 FB3

2B2

F2F2

C1 C8 C2

F2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL
FB1

2B1

3B1

RB1

C5

F2

C6

F2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

補強無し 補強無し

10通り軸組図　S=1/250 11通り軸組図　S=1/250 12通り軸組図　S=1/250

A B C D A B C D A B C D

W150

W150

W150 W150

W150

W150

16300

7500 2300 6500
5
0

2
7
0
0

2700 700

2
8
5
0

3
0
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

16300

7500 2300 6500

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

16300

7500 2300 6500

2
8
5
0

3
0
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：１０・１１・１２通り軸組図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－２１
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

補強無し 補強無し 補強無し

RB2 RB3

3B2 3B3

2B3

FB2 FB3

2B2

C1

F2

C2

F2

C8

F2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

RB2 RB3

3B2 3B3

2B3

FB2 FB3

2B2

F2

C1 C2

F2

C8

F2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

2CB1
2B1

3B1

RB1

F3

FB2

C5

F2

C6

F2

FB2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

2CB1

13通り軸組図　S=1/250 14通り軸組図　S=1/250 15通り軸組図　S=1/250

A B C D A B C D A B C D

W150

W150

W150
η=0.28

W150

W150

W150 W150

16300

7500 2300 6500

2
0
5
0

1015

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

16300

7500 2300 6500

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

16300

7500 2300 6500

2
7
5
0

2
9
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
8
5
0

3
0
5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：１３・１４・１５通り軸組図 第２５５３７９号 

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－２２
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



補強前

補強後

補強無し 補強無し 補強無し

RB2 RB3

3B2 3B3

2B32B2

FB2A FB3A

F2

C1 C3

F3F2

C7

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

RB2 RB3

3B2 3B3

2B3

FB2 FB3

2B2

F2

C1 C8

F2

C2

F2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

2B1

3B1

RB1

FB1

C5

F2

C6

F2

△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL

▽3FL

▽RFL

▽GL △1GL

16通り軸組図　S=1/250 17通り軸組図　S=1/250 18通り軸組図　S=1/250

A B C D A B C D A B C D

W150

W150

W150

W150
η=0.26

W150
η=0.28

W150
η=0.38

5
0
2
1
0
0

2
0
5
0

1200
800

1200
800

3
1
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

16300

7500 2300 6500

900

5
0
2
1
0
0

6501050
2
0
5
0

2851900

2
0
5
0

3
1
5
0

3
1
0
0

3
1
5
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

16300

7500 2300 6500

2
8
5
0

3
0
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

2
7
5
0

2
9
5
0

16300

7500 2300 6500

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

3
6
0
0

4
0
0

5
0

1
5
0

5
0

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強前後の軸組図：１６・１７・１８通り軸組図

登録（5）５９２０号 

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事 2021.12.10 Ｓ－２３
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



1C11C5

2G1

FG1

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ補強詳細図(ＨＶ１)　1：30

SN400B

SN400B

SS400

SS400

SD345

ﾌﾞﾚｰｽ

外枠

座屈止め

頭付ｽﾀｯﾄﾞ

ﾌﾗﾝｼﾞ一部ｶｯﾄ

H-200×200×8×12

H-200×200×8×12

H-200×100×5.5×8

L=360(220+140)
樹脂ｱﾝｶｰ

SN400B

SN400B

SS400

SS400

SD345

H=140

ﾌﾞﾚｰｽ

外枠

座屈止め

頭付ｽﾀｯﾄﾞ
H=140

ﾌﾗﾝｼﾞ一部ｶｯﾄ

H-200×200×8×12

H-200×200×8×12

H-200×100×5.5×8

L=360(220+140)
樹脂ｱﾝｶｰ

※　樹脂ｱﾝｶｰの寸法は、有効寸法とする。※　樹脂ｱﾝｶｰの寸法は、有効寸法とする。

ヨコ：20本以上

ＨＶ１（１階 Ａ通り） ＨＶ１（１階 Ｃ通り）

ヨコ：19本以上

タテ：17本以上

ヨコ：36本以上

タテ：32本以上

ヨコ：38本以上

タテ：34本以上

タテ：18本以上

2-16φ@165

1-D22 @165 1-D22 @165

2-16φ@165

A

あと施工接着系アンカー：1-D22@165 20本以上

頭
付
き
ス

タ
ッ
ド
：

2
-
1
6
φ
@
1
6
5
 
3
2
本
以
上

あ
と
施

工
接
着
系

ア
ン
カ
ー
：

1
-
D
2
2
@
1
6
5
 
1
7
本
以
上

▽上枠材芯

▽下枠材芯

▽1SL

▽2SL

頭付きスタッド：2-16φ@165 36本以上

A B-B矢視図　S=1/30

A-A矢視図　S=1/30

109

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（21本以上）
L=360（140+220） 頭付きスタッド

2-16φ@165（44本以上）
H=140

頭付きスタッド
2-16φ@165（32本以上）
H=140

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（17本以上）
L=360（140+220）

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

座屈止め
Ｈ－２００×１００×５．５×８
（ＳＳ４００）

※　既存躯体と補強壁の接合部は既存躯体を目荒らしとすること。
※　樹脂アンカー・頭付スタッドの寸法は、有効寸法とする。
※　Joint位置はアンカー、スタッドの本数が多く確保できるよう位置を調整すること。

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

躯体目荒らし

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（21本以上）
L=360（140+220）

頭付きスタッド
2-16φ@165（44本以上）
H=140

接着系アンカー
1-D22@190（SD345）（18本以上）
L=360（140+220）

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋：D=120
6φ＠70

FG1　端部　 　（中央）
B×D：350×1,300
上端筋 3-D22　（3-D22）
下端筋 3-D22　（3-D22）
St. 2-D10@100

2G1　端部　 　（中央）
B×D：400×750
上端筋 5-D22　（3-D22）
下端筋 4-D22　（3-D22）
St. 2-D10@100

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２

（ＳＮ４００Ｂ）

1C1
B×D：700×550
柱頭 10-D22
柱脚 16-D22
HOOP 2-D13@100

1C5
B×D：700×650
柱頭 12-D22
柱脚 22-D22
HOOP 2-D13@100

枠
材

Ｈ
－
２
０

０
×
２
０

０
×
８
×
１

２
（

Ｓ
Ｎ
４
０

０
Ｂ
）

ＨＶ１
Ｈ－２００×２００×８×１２

B

B

A A

5
0
5
0

1
3
0
0

2
0
0

2
6
0
0

2
0
0

7
5
0

1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9

1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9

1
6
9

1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9
1
6
9

350 350 350 350

200 200

4500

3800

3400

167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167

167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167

2
0
0

3
7
5
0

2
6
0
0

2
0
0

3
0
0
0

7
5
0

167

ＮＳ

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強詳細図：１階Ａ通り９－１０間

（建築工事）
小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 

Ｓ－２４2021.12.10
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



2G1

3G1

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ補強詳細図(ＨＶ１)　1：30

SN400B

SN400B

SS400

SS400

SD345

ﾌﾞﾚｰｽ

外枠

座屈止め

頭付ｽﾀｯﾄﾞ

ﾌﾗﾝｼﾞ一部ｶｯﾄ

H-200×200×8×12

H-200×200×8×12

H-200×100×5.5×8

L=360(220+140)
樹脂ｱﾝｶｰ

SN400B

SN400B

SS400

SS400

SD345

H=140

ﾌﾞﾚｰｽ

外枠

座屈止め

頭付ｽﾀｯﾄﾞ
H=140

ﾌﾗﾝｼﾞ一部ｶｯﾄ

H-200×200×8×12

H-200×200×8×12

H-200×100×5.5×8

L=360(220+140)
樹脂ｱﾝｶｰ

※　樹脂ｱﾝｶｰの寸法は、有効寸法とする。※　樹脂ｱﾝｶｰの寸法は、有効寸法とする。

ヨコ：20本以上

ＨＶ１（２階 Ａ通り） ＨＶ１（２階 Ｃ通り）

ヨコ：36本以上

タテ：16本以上 タテ：16本以上

ヨコ：21本以上

ヨコ：38本以上

タテ：32本以上 タテ：34本以上2-16φ@165

1-D22 @1651-D22 @165

2-16φ@165

A

あと施工接着系アンカー：1-D22@165 20本以上

10

頭
付
き
ス
タ

ッ
ド
：
2
-
1
6
φ
@
1
6
5
 
3
2
本
以
上

▽3SL

▽2SL

▽下枠材芯

▽上枠材芯

▽上枠材芯

あ
と

施
工
接
着
系

ア
ン
カ
ー

：
1
-
D
2
2
@
1
6
5
 
1
6
本
以

上

頭付きスタッド：2-16φ@165 36本以上

A B-B矢視図　S=1/30

A-A矢視図　S=1/30

9

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

座屈止め
Ｈ－２００×１００×５．５×８
（ＳＳ４００）

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（20本以上）
L=360（140+220）

※　既存躯体と補強壁の接合部は既存躯体を目荒らしとすること。
※　樹脂アンカー・頭付スタッドの寸法は、有効寸法とする。
※　Joint位置はアンカー、スタッドの本数が多く確保できるよう位置を調整すること。

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

躯体目荒らし

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（20本以上）
L=360（140+220）

頭付きスタッド
2-16φ@165（36本以上）
H=140

接着系アンカー
1-D22@190（SD345）（18本以上）
L=360（140+220）

頭付きスタッド
2-16φ@165（36本以上）
H=140

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（16本以上）
L=360（140+220）

頭付きスタッド
2-16φ@165（32本以上）
H=140

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（20本以上）
L=360（140+220）

頭付きスタッド
2-16φ@165（36本以上）
H=140

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋：D=120
6φ＠70

2G1　端部　 　（中央）
B×D：400×750
上端筋 5-D22　（3-D22）
下端筋 4-D22　（3-D22）
St. 2-D10@100

2C1
B×D：700×550
柱頭 8-D22
柱脚 8-D22
HOOP 2-D13@100

2C5
B×D：700×650
柱頭 12-D22
柱脚 12-D22
HOOP 2-D13@100枠材

Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

3G1　端部　 　（中央）
B×D：400×750
上端筋 4-D22　（2-D22）
下端筋 4-D22　（3-D22）
St. 2-D10@100

枠
材

Ｈ
－
２

０
０
×
２

０
０
×
８
×

１
２

（
Ｓ
Ｎ
４

０
０
Ｂ
）

ＨＶ１
Ｈ－２００×２００×８×１２

B

B

A A

350 350 350 350

200 200

4500

3800

3400

167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167

167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167 167

1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4

1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
4
1
7
42
0
0

7
5
0

2
0
0

3
6
5
0

2
5
0
0

2
9
0
0

2
0
0

7
5
0

4
4
0
0

7
5
0

2
0
0

2
5
0
0

2
0
0

7
5
0

ＮＳ

（建築工事）

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強詳細図：２階Ａ通り９－１０間小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 

2021.12.10 Ｓ－２５
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



40
40

20

20

50

50 20

20

4
0

40

40

20

20
50

3
0

11
0

4
0

40

3
011

0

40

40

8040
40

140

40
60

1
4
01
4
0

8
4

60 68 60

365

29
1

40

40

180

A-A矢視図　S=1/10

C-C矢視図　S=1/10

B-B矢視図　S=1/10

D-D矢視図　S=1/10

WPL-16（SN400B）

WPL-16（SN400B）

WPL-16（SN400B）WPL-16（SN400B）

FPL-19（SN400B）

FPL-19（SN400B）

FPL-19（SN400B）

WPL-16（SN400B）

WPL-16（SN400B）

WPL-16（SN400B）

GPL-9（SS400）
2-M16（S10T）

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

枠
材

Ｈ
－
２
０

０
×
２
０
０

×
８
×
１

２
（

Ｓ
Ｎ
４
０
０

Ｂ
）

無収縮モルタル圧入

WPL-16（SN400B）

FPL-19（SN400B）

FPL-19（SN400B）

ブ
レ
ー
ス
材

H-200×
200×

8×
12

(SN400B)

WPL-16（SN400B）

FPL-19（SN400B）

WPL-16（SN400B）

FPL-19（SN400B）

ブレース材
H-200×200×8×12
(SN400B)

PL-9（SS400）

GPL-9（SS400）
2-M16（S10T）

躯体目荒らし

ＨＶ１
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

WPL-16（SN400B）

WPL-16（SN400B）

FPL-19（SN400B）

FPL-19（SN400B）

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

FPL-19（SN400B）

FPL-19（SN400B）

WPL-16（SN400B）

座屈止め
Ｈ－２００×１００×５．５×８
（ＳＳ４００）

頭付きスタッド
2-16φ@165（44本以上）
H=140

頭付きスタッド
2-16φ@165（44本以上）
H=140

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（21本以上）
L=360（140+220）

接着系アンカー
1-D22@165（SD345）（21本以上）
L=360（140+220）

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２
（ＳＮ４００Ｂ）

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋：D=120
6φ＠70

枠材
Ｈ－２００×２００×８×１２

（ＳＮ４００Ｂ）

座
屈
止
め

Ｈ
－
２
０
０
×
１
０
０
×
５
．
５
×
８

（
Ｓ
Ｓ
４
０
０
）

C

C

D

D

B B

A

A

ＮＳ

（建築工事）

　scale：A2（A3：71％）

TEL：0537（36）3646　FAX：0537（36）3444

一級建築士事務所

一級建築士登録 

管理建築士 高　地　一　晴

第２５５３７９号 
K.Takachi

　No　date　design　titleclient

〒439-0018　静 岡 県 菊 川 市 本 所 1502 

有限会社プロット建築設計事務所
補強詳細図：ＲＢ１端部詳細図小笠東小学校校舎耐震補強・大規模改造工事

登録（5）５９２０号 

2021.12.10 Ｓ－２６
令和４年度 国庫補助小学校施設整備事業



鋼板巻き立て補強詳細図　S=1/30

鋼板巻き立て補強（PL-6）曲げ加工
無収縮モルタルt=30

3
6
0
0

1
1
4
5
0

5
5
0

3
6
5
0

3
6
5
0

5
0

5
0

1
5
0

4
0
0

4500 4500 4500 4500 4500

5 6 7 8 9 10

D通り軸組図　S=1/200

完全スリット
完全スリット

▽RFL

▽3FL
△3GL

▽2FL
△2GL

▽1FL
▽GL △1GL

7

鋼板接合部詳細図　S=1/10

PL-6

PL-9×40

30

完全スリット詳細図　S=1/5

シーリング材

バックアップ材

外壁部については耐火材を挟む事

シーリング材

（注意事項）

・スリットの位置は軸組図に示す。

・鉄筋探査を行うことにより鉄筋の位置を把握し、又、埋設配管の

有無を確認すること。十分に調査を行い、調査結果は監督員に報

告すること。
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中 央 部 ： S S 4 0 0

H- 2 5 0 × 1 2 5 × 6 × 9
S N4 0 0 B

C G1
H- 2 5 0 × 1 2 5 × 6 × 9

端 部 ： S N4 0 0 B
中 央 部 ： S S 4 0 0

R G1
H- 2 5 0 × 1 2 5 × 6 × 9

S N4 0 0 B

□ - 1 5 0 × 1 5 0 × 6
1 C 1 （ B C R 2 9 5 ）

□ - 1 5 0 × 1 5 0 × 1 2
1 C 2 （ B C R 2 9 5 ）

□ - 1 5 0 × 1 5 0 × 6
1 C 1 （ B C R 2 9 5 ）

□ - 1 5 0 × 1 5 0 × 6
1 C 1 （ B C R 2 9 5 ）
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腹 筋 ： 2 - D1 0

ベ ー ス パ ッ ク
1 5 - 1 2 V ベ ー ス パ ッ ク

1 5 - 1 2 V⽴ ち 上 が り コ ン ク リ ー ト

P L - 1 9
( S N4 9 0 C )P L - 1 9

( S N4 9 0 C )

外 フ ラ ン ジ ： 2 P L - 9 × 1 2 5 × 4 1 0
内 フ ラ ン ジ ： 4 P L - 9 × 4 4 × 4 1 0

ウ ェ ブ ： 2 P L - 9 × 1 7 0 × 3 5 0
フ ラ ン ジ ： 4 × 6 - M1 6 （ F 8 T）

ウ ェ ブ ： 2 × 4 - M1 6 （ F 8 T）
外 フ ラ ン ジ ： 2 P L - 9 × 1 2 5 × 4 1 0
内 フ ラ ン ジ ： 4 P L - 9 × 4 4 × 4 1 0

ウ ェ ブ ： 2 P L - 9 × 1 7 0 × 3 5 0
フ ラ ン ジ ： 4 × 6 - M1 6 （ F 8 T）

ウ ェ ブ ： 2 × 4 - M1 6 （ F 8 T）

外 フ ラ ン ジ ： 2 P L - 9 × 1 2 5 × 4 1 0
内 フ ラ ン ジ ： 4 P L - 9 × 4 4 × 4 1 0

ウ ェ ブ ： 2 P L - 9 × 1 7 0 × 3 5 0
フ ラ ン ジ ： 4 × 6 - M1 6 （ F 8 T）

ウ ェ ブ ： 2 × 4 - M1 6 （ F 8 T）

端 部 ・ 中 央 部 配 筋 ( F G1 )
上 端 筋 ： 3 - D1 9
下 端 筋 ： 3 - D1 9

杭 頭 鉄 筋 ： 6 - D1 3 （ S D2 9 5 ）
定 着 4 0 d 以 上

杭 頭 鉄 筋 ： 6 - D1 3 （ S D2 9 5 ）
定 着 4 0 d 以 上

ベ ー ス パ ッ ク
1 5 - 1 2 V

ベ ー ス パ ッ ク
1 5 - 1 2 V

腹 筋 ： 2 - D1 0

端 部 ・ 中 央 部 配 筋 ( F G1 )
上 端 筋 ： 3 - D1 9
下 端 筋 ： 3 - D1 9

P L - 1 9
( S N4 9 0 C )

P L - 1 9
( S N4 9 0 C )

外 フ ラ ン ジ ： 2 P L - 9 × 1 2 5 × 4 1 0
内 フ ラ ン ジ ： 4 P L - 9 × 4 4 × 4 1 0

ウ ェ ブ ： 2 P L - 9 × 1 7 0 × 3 5 0
フ ラ ン ジ ： 4 × 6 - M1 6 （ F 8 T）

ウ ェ ブ ： 2 × 4 - M1 6 （ F 8 T）

杭 頭 鉄 筋 ： 6 - D1 3 （ S D2 9 5 ）
定 着 4 0 d 以 上

杭 頭 鉄 筋 ： 6 - D1 3 （ S D2 9 5 ）
定 着 4 0 d 以 上
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ベ ー ス プ レ ー ト

柱 部 材

ア ン カ ー ボ ル ト
コ ン ク リ ー ト 柱 断 ⾯
⽴ 上 り 筋
フ ー プ 筋
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 設 計 基 準 強 度

3 0 0 × 3 0 0 × 2 8

4 - M2 7 ( B P M- S D 4 9 0 )
5 0 0 × 5 0 0
1 2 - D 1 6 ( S D 2 9 5 )
D 1 3 @1 0 0 ( S D 2 9 5 )
2 1 N / m m  以 上2

□ - 1 5 0 × 1 5 0 ×  9
□ - 1 5 0 × 1 5 0 × 1 2

□ - 1 5 0 × 1 5 0 ×  6

ベ ー ス プ レ ー ト

柱 部 材

ア ン カ ー ボ ル ト
コ ン ク リ ー ト 柱 断 ⾯
⽴ 上 り 筋
フ ー プ 筋
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 設 計 基 準 強 度

3 0 0 × 3 0 0 × 2 8

4 - M2 7 ( B P M- S D 4 9 0 )
5 0 0 × 5 0 0
1 2 - D 1 6 ( S D 2 9 5 )
D 1 3 @ 1 0 0 ( S D 2 9 5 )
2 1 N / mm  以 上2

□ - 1 5 0 × 1 5 0 ×  9
□ - 1 5 0 × 1 5 0 × 1 2

□ - 1 5 0 × 1 5 0 ×  6

水平ﾌﾞﾚｰｽ
V1

SNR400B
JIS型丸鋼ブレース：M16（ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付）
HTB:1-M16　GPL-6　羽子板PL：FB-6

部材符号 部材種別

RG1 SN400B

1C1

※　小梁の剛接合部材はSN400Bとする
※　ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ厚さは取り付く大梁フランジ厚さの2サイズUPとする
※　梁中央部に関してはSS400とする。

1C2 □-150×150×12

□-150×150×6 BCR295

BCR295

H-250×125×6×9

CG1 H-250×125×6×9

B1 H-200×100×5.5×8 SS400

SN400B

位　置

符　号

断　面

寸　法

上端筋

下端筋

あばら筋

腹筋 2-D10

FG1

端部・中央部

350×600

3-D19

3-D19

□-D13@150

S部材リスト RC基礎リスト　1：30

RC基礎梁リスト　1：30

▽ 設 計 G L

▽ 基 礎 底 盤
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Φ45

Φ45

以上90

以上90

ス ク リ ュ ー パ イ ル E A Z E T
杭 径 ： φ 1 9 0 . 7 × 7 . 0
⽻ 直 径 ： φ 4 0 0 . 0 × 1 9 . 0

溶 接

杭 頭 鉄 筋 ： 6 - D 1 3 （ S D 2 9 5 ）
定 着 4 0 d 以 上

は か ま 筋
D 1 3 @3 0 0

5 - D 1 6

符　号 F　1
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（建築工事）
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